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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　　目次



序　章

第一章　寒雷呼ぶ葵の巫女

第二章　狐火灯す藤の君

第三章　乾風制す鷹の王

第四章　小春を仰ぐ瑞穂の主

終　章

後書き









































[image: ]










『景けい行こう天てん皇のうの皇おう子じ・ヤマトタケル命ノミコトは、二度にわたる父天皇からの難なん題だいを受け、伊い勢せの斎さい王おうとして仕つかえる叔お母ばヤマトヒメ命ノミコトに「大おお王きみ（天皇の古い呼び名）は自分のことを死ねばよいと思っているにちがいない」と嘆なげいたのだった。ヤマトヒメ命ノミコトにはかける言葉もなく、ただ黙って甥おいの嘆きを聞いていた（古こ事じ記きより）』







「なんだかな～」

　冊そう子しを眺ながめながら、塔とう子こは胸の奥から吐はくような息をついた。

　宣せん耀よう殿でんに賜たまわった局つぼねにただよう香りは、金きん箔ぱくで装飾を施ほどこした二に階かい棚だなに置いた火ひ取とり香こう炉ろで燻くゆらせているものだ。世間的には趣味のよいたいへん高価な品ということだが、香こうに興味のない塔子にはよく分からない。

　女によ王おうにして尚しよう侍じという高い地位にある塔子の局の室しつ礼らいは、豪ごう奢しやな調度品で占しめられていた。畳たたみの周囲を囲むように置かれた金きん屛びよう風ぶには薄うす紅べにと白の牡ぼ丹たんと蝶ちようが描えがかれており、菊きくの紋もんを染め抜いた几き帳ちようとともに華やかに部屋を彩いろどる。

　神かん無な月づきに入って数日が経たつ。小しよう雪せつ・末まつ侯こう～橘たちばな始めて黄き成なり～。

　桐きり製せいの火ひ桶おけには冬に咲く花・椿つばきが描かれ、惜おしみなく使われた炭が赤々と燃えている。

　文ふ机づくえの上には古事記の冊子と、それを写すための料りよう紙しが広げられていた。

　塔子が読んでいたのは、ヤマトタケル命ノミコトの東とう国ごく遠えん征せいの件くだりである。写本に飽あきて、退たい屈くつしのぎに先の物語に目を通していたのだ。

　太おおの安やす麻ま呂ろの序じよ文ぶんからはじまった古事記の写本は、三年余りの時を経へて、いまだオオクニヌシ神ノカミの国くに譲ゆずりまでにしか至いたっていない。もう少し速度をあげたいとは思っているが、いくらなんでも一日中同じことをつづけられるものでもない。

「確かに景行の大おお王きみは息子のヤマトタケル命ノミコトを疎うとんじていたんだろうけど、タケル命ノミコトも自分の行ぎよう状じように無む頓とん着ちやくすぎるわよね」

　正直親子の間で広がった溝みぞは、どちらにも原因があるように思う。

「ま、人のことは言えないけど」

　いくぶん自じ嘲ちよう的てきにつぶやいたはいいが、急に気持ちが重くなった。

　四カ月前に亡くなった父と、塔子はついに分かりあえないままだったからだ。

　自分に非ひがあるとはいまでも思っていないが、ことの真相を知ったいま、以前のように一方的に父が悪いとは思えないでいる。そうやって父の状況を斟しん酌しやくすると、どうしても気分が塞ふさいでしまうのだ。

　古事記の写本が進まないと嘆いておいてなんだが、こんな暇ひまを持て余あますような生活をしているから余計なことを考えてしまうのだと思う。

　一応尚侍としての地位を授さずかっているが、あくまでも名めい目もく上じようでこれといった仕事は与えられていない。半年後の東とう宮ぐうへの入じゆ内だいを前ぜん提ていとした暫ざん定てい的てきな措そ置ちだからしかたがないのだろうが、もともと熊くま野のの田舎いなか育ちで〝深しん窓そうの姫君〟とは程遠い生活をしていたから、いまのような状況は退たい屈くつ極きわまりない。

「斎王尚侍ないしのかみ」

　御み簾すのむこうから女によう官かんの呼ぶ声がした。父と姉の呪じゆ詛そ事件がらみで解かい任にんされるまで、伊勢斎王を務つとめていた所以ゆえんで塔子は宮中でそう呼ばれていた。

「はい？」

「先ほど使者が参りました。東宮様ご一行が吉よし野のを御お発たちになられたそうです」

「………そ、そう。ありがとう」

　とっさにどう反応してよいのか分からず、一瞬間をおいてから塔子は返事をする。

　御簾のむこうで遠ざかる女官を見送りながら、塔子は力を抜くように肩を落とした。

　いよいよ東宮が帰き京きようする。

　早く話をつけてしまいたい。そんな気持ちから彼の帰りを待ち望んでいたが、いざそのときが迫せまっていると思うとやはり緊きん張ちようする。

　早はや馬うまを使った使者との時間差を考えても、東宮はあと数日のうちに入にゆう京きようするだろう。

　そのときは東宮付きの尚侍として、なにをおいても挨あい拶さつに行かなくてはならない。もちろんその場ですぐに話を持ちかけることはできないだろうが、まずはたがいに気乗りしない入内を避けるために話しあうことが塔子の目的だった。

　京の人々を驚きよう愕がくさせた、東宮呪詛事件の真しん相そうがあきらかになってから半月が経つ。

　事の発ほつ端たんは水み無な月づきのころ、昭しよう陽よう舎しや（東宮の御ご座ざ所しよ）の床下で発見された呪詛人形だった。

　東宮の名が書かれたその人形を仕組んだ人物として、時の左さ大だい臣じんで今上の弟宮の高たか槻つき親しん王のうと、その娘で今上の妃きさきである梅うめ壺つぼの女によう御ごが疑われた。梅壺女御は帝みかどとの間に、次期東宮として有力な五ごの宮みやをもうけていたから動どう機きは十分にあった。この事件によって、当時斎王として伊勢に奉ほう仕ししていた塔子は、その任にんを解かれることとなったのだ。

　実は塔子は身分だけは女によ王おうという立場にあるが、三年前まで入京すらしたことがない根っからの田舎娘だった。母は熊くま野の神社の宮ぐう司じの娘で、高槻親王が熊野詣もうでに参ったさいに結ばれたのだという。

　塔子は父の顔を知らないまま、母のもとで祖そ父ふと叔お父じとともにのびのびと育つ。

　運命が一転したのは十三歳のときだった。祖父と母が亡くなったのちも、文ふみのひとつも寄よ越こさなかった父から、とつぜん伊勢の斎王就しゆう任にんを命めいじられたのだ。

　身勝手さに反発はしても、時の権けん力りよく者しやである父の命めいを断る術すべなど塔子にはなかった。

　大好きな叔父と別れ、泣く泣く神に仕える日々を送っていたのだ。そのため父の失しつ脚きやくを聞かされたときも、心配するより〝これで熊野に戻れる〟という思いのほうが断だん然ぜん強かったのだ。

　だが事件発覚から幾いく日にちも経たないうちに、都みやこに蔓まん延えんした流行はやり病やまいで被ひ疑ぎ者しやのまま父と異い母ぼ姉しは亡くなってしまう。このまま真相はうやむやになるかと思われたのだが、その後もいっこうに治おさまる気配のない病に、人々は父と姉の怨おん霊りようだと震ふるえあがった。

　不ふ穏おんな世せ情じようを無視できず、朝ちよう廷ていは彼等の魂たましいを慰なぐさめる手段として、忘れ形がた見みである塔子を東宮の妃きさきとして入内させることにしたのだ。当面は喪も中ちゆうであることを理由に尚侍として出仕しているが、喪が明ければ正式に女御として迎え入れられることになっている。

　やがて思いがけない真相があきらかになり、呪詛事件は解決した。

　その動どう揺ようも冷めやらぬうち、疫えき病びようを逃のがれるために吉野で静せい養ようしていたという東宮が帰京することになったのである。

「やっぱり、ちょっと気が重いかな………」

　紫し檀たんに螺ら鈿でん細ざい工くを施した脇きよう息そくにもたれかかり、らしくもなく気弱に塔子はつぶやく。

　呪詛事件や疫病騒ぎで世せ相そうが混乱している中、日ひ嗣つぎの皇み子こという立場にありながら一人吉野に籠こもっていた東宮には、正直反発していた。熊野への望ぼう郷きようの念ねんもあり、首しゆ尾びよく東宮に嫌われるように仕向けて、なんとか入内をなしにしようと画かく策さくしていたほどだ。

　しかし真相があきらかになったいま、呪詛事件の真犯人を東宮自身だと疑っていた塔子は、反発よりも申し訳ないという気持ちになっていた。

　もちろん東宮に対する好こう悪おは関係なしに、塔子が入内をしたくないと思っている気持ちは変わらない。それは生まれ育った熊野に、幼いころから憧あこがれつづけていた叔父貴たか哉なりのもとに戻るためだったのに。

　───一年したら戻っておいで。そうじゃなかったら迎えに来るよ。

　怨霊騒ぎが治まるまで、一年は都にいると告つげた塔子の頰ほおに触ふれて貴哉は言った。

　その言葉より、頰に触れた貴哉の指の熱さを思い出すと塔子の胸はざわつく。

　あのとき、素直に〝うん〟とうなずけなかった理由は自分でも分かっている。

　入内をしたくないとは思っていても、必ずしも熊野に戻りたいとは思っていないからだ。いつの間にか芽生えた都への未み練れんに、後ろ髪を引かれている。

（どうして？）

　いったいなにが、それほど自分を都に留とどめようとしているのか───。

　ふと思い浮かんだ青年の顔に、塔子はあわてて頭かぶりを振った。

「だ、だけど東宮は男だん色しよくなわけだから、そのほうがむこうもきっと助かるわよ」

　御おん年とし二十一歳になる東宮は、いまだ一人の妃も迎えていない。風変わりを通り越してありえない域いきに達たつしている行動で、そのような噂うわさがささやかれるのも致し方ない。かくして塔子の中で、東宮は男色という公式が完全に成り立ってしまっていたのだ。

「よし、頑張るぞ！」

　胸の前でこぶしを握り、塔子は自らに発はつ破ぱをかける。

　そのとき御簾のむこうで、ふたたび女官が呼びかけた。

「斎王尚侍、昭陽舎より使者が参っております。至急、東宮御所までおいでくださいとのことです」

「私を？」

　塔子は首を傾げた。見ると声をかけた女官の横には、もう一人別の女官が控えている。

　東宮御所からの使者というのは彼女であろう。

　しかし主あるじがいない東宮御所から、いったい誰が自分を呼び出すというのだろう。なにしろ塔子は尚侍という三さん位みの位くらいを持ち、血筋だけは先せん帝ていの孫にあたる女王である。いかに本人にその自覚がなくとも、おいそれと呼びつけられる相手ではない。

「どなたが？」

「先の賀か茂もの斎さい院いんであらせられた、縋すが子こ内ない親しん王のう様です」

　思いがけない名前に、塔子は目をぱちくりさせる。

　縋子内親王とは、現在は法ほう皇おうの地位にある先帝の内親王で、今上と塔子の父である高槻親王の妹いもうと宮みやにあたる。父とは腹違いだが塔子にとっては一応叔母となる人物だ。

　数年前に退たい下げしたのちは、父法皇から賜った三さん条じようの邸やしきで暮らしており、人々からは三条の斎院、あるいは斎さい院いんの宮みやと呼ばれている。

　いまや『治ち天てんの君きみ』と呼ばれる法皇が帝てい位いに即ついてから三十年、父が譲じよう位いし、兄である今上の即そく位い後も、二代に渡って縋子内親王は斎院でありつづけた。生母の崩ほう御ぎよにより斎院を退しりぞいたさい、法皇から莫ばく大だいな荘園を付ふ与よされている。皇こう太たい后ごうが亡くなった現在の宮中において、もっとも高貴な立場にある女性とされ、かつ年齢、資産を考えても相当な権けん威いを持っているといってよかった。

　なるほど。彼女の立場にあれば、確かに自分を呼び出すことも可能であろうが───。

「どうして三条にお住まいの内親王様が、東宮御所にいらっしゃるの？」

「斎院宮様は、東宮様の猶ゆう母ぼ（後こう見けん人にん）となられているお方でございます」

　塔子の問いに、そんなことも知らないのかとばかりに女官は答えた。彼女と並ぶようにして控えていた宣耀殿の女官の、戸と惑まどった気配が御簾越しにも伝わる。

　しかしこの非ひ礼れいにも、塔子はあまり怒りを覚えなかった。

　もともと皇こう女じよとは名ばかりの田舎娘だということは宮中に知れ渡っているし、呪詛事件にかんする真相も含めて、いまや塔子の評判は完全に地に落ちてしまっている。冷静に考えれば塔子がなにかしたわけではないのだが、加害者や被害者の身内というだけで世間は好こう奇きの眼まな差ざしをむけるものだ。

　入京、いや伊勢を発って以来、四カ月もそのような状態がつづけばすっかり慣れっこになってしまい、いまさら多少侮ぶ蔑べつの眼差しをむけられたところでさして腹も立たなかったのだ。

「そうなの、知らなかったわ。そういえば東宮様は、早くにご生せい母ぼ様を亡くされておいでだったわね」

「ええ。ですから斎王尚侍にとって、未来の義は母は様になられるお方です」

　のんびりと答えた塔子に、女官はなにが気に入らなかったのかつんけんと返す。

　さすがにむっとしかけたが、取りあうのも面めん倒どうだったのでぐっと反はん論ろんを吞のみこんだ。

　おそらく斎院宮の名や猶母と聞いても、塔子にまったく敬うやまう気配がないことに反発したのだろう。心の中でそっとため息をついてから、塔子は告げた。

「分かりました。支し度たくをしてからすぐにお伺いしますと、斎院宮様にお伝えください」
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　宣せん耀よう殿でんから東とう宮ぐう御ご所しよがある昭しよう陽よう舎しやに行くために、塔とう子こは麗れい景けい殿でんの簀すの子こを歩いていた。

　青（緑系）の唐から衣ぎぬ、表うわ着ぎに中なか紫むらさきの五いつつ衣ぎぬ。紅くれないの単ひとえをのぞかせた移うつろい菊ぎくの襲かさねの重みが肩にずんっとのしかかる。平然を装よそおって了解はしたが、縋すが子こ内ない親しん王のうから呼び出された理由が分からず、内心ではやきもきしていた。

　猶ゆう母ぼという立場から、義ぎ理りの息子むすこの妻になる相手に会うつもりなのだろうか？

　しかし塔子の評判はもはや地にまで落ちている。世せ情じようを考えて入じゆ内だいの話は継続しているにしても、縋子内親王にとって塔子はけして歓迎したい嫁よめではないだろうに。

（もしかして、入内を辞やめるように言うつもりとか………）

　義は母はとして会ってみたいとか言われるよりは、そのほうが妥だ当とうな気がする。

　だとしたらもともと入内に気乗りしない塔子としては、やぶさかではないのだが。

「う～～～ん、なんだろう」

　扇おうぎをぱたぱたと揺らしながら、塔子は独ひとりごちる。

　高こう貴きな女によ人にんはむやみに顔をさらさぬもの───そう女によう房ぼう達から口をすっぱくして言われているが、本人に高貴な女人としての自覚と宮中生活の緊きん張ちよう感かんがいっこうにないので、気を抜くとすぐにこの有あり様さまである。

　そんな塔子の目に、昭陽舎からつながる渡わた殿どのを通ってくる二人の公く卿ぎようの姿が映った。

　顔をよせて、なにやら熱心にささやきあっている。丸柱が邪じや魔まをして、彼等の位置から塔子の姿は見えていないようだった。さすがの塔子も、このまますれ違うのはまずいだろうととっさに扇で顔を覆おおおうとしたのだが───。

「………とはいえ、主上おかみもなかなか決意が固まらないようでございますな」

「まあいくら譲じよう位いなさりたくとも、相手があの東宮様では躊躇ためらわれるでしょうな」

　丸柱の手前で塔子は訝いぶかしげに眉まゆをよせる。

　意味が分からなかった。主上が譲位をする相手が、東宮以外に誰がいるというのだ。

　公卿達は渡殿から麗景殿の簀子にあがった。とっさに塔子は、寝しん殿でん側がわの御み簾すの内に飛びこんだ。彼等の会話から、なんとなく姿を見られるのはまずいような気がしたのだ。

　幸いにして廂ひさしは無人であった。塔子は息を殺して簀子からの会話に耳をすませる。足音は次第に近づいてきて、比例するように公卿達の会話がはっきりと聞こえてきた。

「先日の五ごの宮みやの件といい、まこと主上は御お子こ様に恵まれませんなあ………」

「近ごろはすっかり弱気になられて、ご自身に徳とくがないから世よ継つぎに恵まれぬのだとこぼされたそうな」

「おお、なんと御お労いたわしい」

「確かに、東宮様ですら誰の子か分からぬというのに………」

　声を落とすこともなく堂々と述のべられた言葉に、御簾の中で塔子はぼう然となる。

（東宮様が誰の子か分からないって、どういうこと？）

　飛び出して問いつめたい衝しよう動どうを必死で抑え、塔子は公卿達の足音が遠ざかるのを懸けん命めいに待った。そうして彼等の気配が消えたころ、御簾を持ちあげ簀子に出ようとした───。

「少しよう尉じよう………」
















　御簾を持ちあげたまま、かすれるような声で塔子はつぶやいた。

　簀子の下に広がる庭には、赤く色づいた紅葉もみじや楓かえでの木々が立ち並んでいる。

　その中に埋うもれるようにして、下級武ぶ官かんの正せい装そうである青あお鈍にび色いろの褐衣かちえ姿で立っていたのは暁あかつきだった。

　五の宮の事件の真相があきらかになって以降、塔子は彼と顔を合わせることがなかった。

　会いたいという思いは塔子の中に常にあったが、理由もなく呼び出すことができなかったのだ。

　正しよう七しち位いという暁の身分を考えれば、塔子から使いを出すしか会う方法はない。

　しかし左さ衛え門もん府ふの少尉というれっきとした公こう務むがある暁を、ただ顔が見たかったからなどという、気まぐれのような理由で呼ぶなどできるわけがない。

　そのようなわけでここ半月、塔子は暁と顔をあわせることがなかったのだ。

　だが思いがけない再会によって塔子の胸を占しめた思いは、久々に会えた喜びではなく驚きと不安だった。公卿達が去っていった方向をじっと眺ながめる暁の表情は、怒りとも哀かなしみともつかぬ、あるいはその双そう方ほうを交まじえた、なんとも形けい容ようしがたいものだったのだ。

「少尉？」

　塔子の呼びかけに、暁はわれに返ったように振りむいた。御簾を持ちあげたまま、塔子が簀子に出ると、暁の切れ長の黒い眼めが驚きに見開かれる。

「………女によ王おう」

「どうしたの、そんなに怖い表か情おをして」

　久しぶり、の言葉よりも、その問いが先に口をついた。怖いという表現にも若じやつ干かん語ご弊へいがある気もしたが、さすがに哀しそうな、と言うことははばかられた。

　対して暁は〝え？〟というような表情で、右手で頰ほおを押さえた。

　どうやら自覚はなかったらしい。だとしたらなおのこと〝哀しそう〟などと言わなくてよかったかもしれない。そう考えた塔子は、ひとまず話題を替えることにした。

「今日はここの警けい備びなの？」

「え、ええ………」

　左衛門府の少尉である暁の主しゆたる任務は宮中の警けい護ごである。無ぶ難なんな質問だと思ったのだが、暁の反応は歯切れが悪かった。

「ひょっとして、またなにか事件でも起きたの？」

「ちがいますよ。そう年がら年中、そんなものがあってたまりますか」

「でも、あの人達の話が本当なら、なにがあってもおかしくないと思うけど」

　塔子の指し摘てきに、暁はぐっと言葉を詰まらせる。

　なかなか衝撃的な会話だった。彼等の話が本当ならば、立りつ坊ぼうや即そく位いをめぐって、なんらかの悶もん着ちやくがあるだろう。

「なにをいまさら。あんな話、宮中の人間どころか七しち条じようの市で遊んでいる京きよう童わらわでも知っていますよ」

「え、そうなの？」

　思いもよらぬ暁の証言に、塔子は目をむく。

　そんな反応をどう思ったのか、いくぶん投げやりに暁は答えた。

「噓うそじゃありません。ですから、事件なんてなにもありませんよ」

「本当に？」

　疑わしげな塔子に、暁は少しむっとしたように問う。

「なんで、そんなに疑うんですか？」

「あたりまえじゃない。だってあなたは最初に身分を偽いつわって私に近づいてきたでしょ」

　からかうようなつもりで指摘したのだが、思いのほか暁は傷ついた表情をした。

　実は出会いの日、暁は斎さい王おう寮りようの門かど野の司つかさの官かん吏りだと名乗ったのだ。だが本当は、呪詛事件の真相を調べるため検け非び違い使し庁ちようから命を受けた左衛門府少尉だった。

「や、やだ。冗談だってば」

　あわてて塔子は取とり繕つくろう。

「根に持ってなんかいないわよ。だって半日で正体をばらしてしまうような、そんな噓が下へ手たな人に怒ったりするものですか」

　虚きよ実じつを告つげはしたものの、身分にかんして、暁はその日の夜に正体を明かしてしまっていた。その上で彼は、事件解明のための協力を塔子に依頼してきたのだ。そんな人間を疑ったりしない、そう塔子は告げたつもりだったのだが………。

「すみません。噓をついておいて忘れるなんて最低ですね」

　真しん摯しに謝しや罪ざいをされ、塔子は青ざめる。

　戯ざれ言ごとのつもりだったのに、思いのほか真剣に受け止められてしまった。

「ち、ちがうって。本当にそんなつもりで言ったんじゃないって」

「いえ、私が女によ王おうを騙だましていたことに変わりはありません」

　きっぱりと暁は述のべた。表情や口調から察さつするに、皮ひ肉にくでも嫌いやがらせでもなく、真剣に申し訳なく思っているようだった。

（ど、どうしよう………）

　猛もう烈れつに焦あせる塔子に、暁は胸をつかれたような表か情おで言った。

「そんな困った顔をしないでください………冗談ですよ」

　諭さとすような物言いに、塔子は瞳ひとみをぱちくりさせる。気がつくと暁は、からかうような表情で塔子を見ていた。

（え、な、なに？　これって………）

　ひょっとしなくてもからかわれたのだろうか？

　そう思うと、つい声が大きくなってしまう。

「だ、誰のせいよ！」

「すみません。ですが、本当に申し訳ないと思っているのですよ」

「噓ばっかり」

　いまさらの暁の言いように、塔子はぷいっとそっぽをむく。

　視界の隅すみに暁が笑いをこらえている姿が入る。腹は立つのに安心するという、二つの矛む盾じゆんした思いが同時に塔子の中に生しようじる。

　どの間合いで機き嫌げんを直そうかと考えていると、鼻び孔こうをかすかな香りがかすめた。

「あれ？」

　塔子は小さくつぶやいた。

「金きん木もく犀せい？」

　暁は少し驚いた様子で、自分の袖そでのあたりをくんくんと嗅かぐ。

　甘あま酸ずっぱくて爽さわやかな香りは、金木犀の香りによく似ていた。

「少尉、香を使っているの？」

「ちがいますよ。知り合いからもらったんです」

　そう言って暁は、袂たもとから匂におい袋ぶくろを取り出した。心持ち顔が赤い。

　香は公く家げにとってとうぜんのたしなみだが、正七位の武官ではかえって気き恥はずかしいのかもしれない。

「いい匂いね。香ってあまり興味はなかったけど、それなら好きになれそう」

　うっとりと目を細める塔子に、暁は手にしていた匂い袋を差し出した。

　反射的に受け取った塔子は、きょとんとする。

「ならさしあげます。私が持っているよりずっといいです」

「え、いいの？」

　暁はこくりとうなずく。

「爽やかで、可か愛わいらしい香りで、女によ王おうにぴったりですよ」

　匂い袋を手にしたまま、塔子は硬こう直ちよくした。なんだかいま、とんでもなく気き障ざな台詞せりふを言われた気がする。しかし暁に自覚はなかったようで、あたふたする塔子に大おお真ま面じ目めに問うた。

「どうしたんですか？　顔が真っ赤ですよ」

　ふたたび〝誰のせいよ〟と声をあげそうになったときだ。

「暁様」

　落らく葉よう寸前の燃え立つように赤く色づいた紅葉の間から、直垂ひたたれを身に着けた若者が姿を現した。武士の装しよう束ぞくに、帯たい刀とうし弓きゆう箭せんを持っているところから察するに、内だい裏りの警護にあたる滝たき口ぐちの武む者しやかと思われた。

　ちょっとした物もの珍めずらしさから、塔子はまじまじと青年を注ちゆう視しする。

　いっぽう青年は、高こう欄らんの先に立つ塔子に気づくとさっと膝ひざを折った。きびきびとした所しよ作さは優ゆう雅がという感じではなかったが、清すが々すがしい凜りんとした空気を感じさせた。

「直なお霧ぎり、なにかあったのか？」

　暁は身体からだを反転させ呼びかける。青年は顔を伏せたまま小さくうなずいた。

　このときになって塔子はようやく、自分が堂々と前をむいているので、青年が顔をあげられないでいることに気がついた。あわてて扇で顔を隠すと、直霧は少しだけ面おもてをあげて暁に告げる。

「仙せん洞とうの御おん方かたが………」

　暁はかすかに眉をよせた。

（仙洞？）

　なんとなく聞き覚えのある名めい称しように塔子は首を傾げた。

　こめかみのあたりの髪をぽりぽりとかきながら、暁はしかたがないというように息をつき、塔子のほうを見あげた。

「いいの、気にしないで」

　素早く塔子は言った。久々の再会でつい浮かれてしまったが、そういえば自分もやんごとない御方に呼び出されてむかう最中だった。

「実は私も、さる御方に呼ばれているの」

「さる御方？」

　きょとんとする暁に、塔子はこくりとうなずく。

「うん。先の賀か茂もの斎さい院いん・縋子内親王様よ」

「え？」

　暁は一度瞳を瞬またたかせ、耳を疑うような表情を浮かべた。

　その彼の変化を、塔子はしごく単純な驚きと受け止めた。

「なんか笑えるわよね。先の賀茂斎院が、先の伊い勢せの斎さい王おうを呼び出すなんて」

　くすくすと笑いながら言う塔子に、暁は一応あいづちを打ちはしたが、なんだか心ここにあらずといった様子だ。

　不思議には思ったが、塔子とてあまり油を売っているわけにはいかない。

　そのうえ膝をついたままの直霧が、急せかすような眼まな差ざしを暁にむけていた。

　仙洞の御方なる人物が誰なのかは分からないが、どうやら待たせるわけにもいかない相手のようだ。いかにも気が進まないというような暁の顔つきから考えて、気の張る相手にはちがいなさそうだ。まあ、その点では、塔子とて同じなのだが。

（せっかく、久しぶりに会えたのに………）

　内心の不満をひょいと肩をすくめる動作で表すと、まるで自分をなだめるように塔子は告げた。

「そういうわけで、いまから昭陽舎に行ってくるわね」
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　昭しよう陽よう舎しやに渡ってすぐの簀すの子こに、出迎えの女によう官かんがいた。彼女はあからさまに不ふ愉ゆ快かいな様子だった。はっきりした時間を伝えたわけではなかったが、支し度たくをすませたらすぐに伺うと伝えていたことを思い出した塔とう子こは深々と頭を下げた。

「斎さい王おう尚ないしの侍かみでございます。遅くなって申し訳ありません」

「縋すが子こ内ない親しん王のう様が、首を長くしてお待ちですよ」

　女官はひどく冷ややかに告つげる。

「申し訳ございません。宮みや様さまにはあらためてお詫わびを───」

「こちらです」

　塔子が言い終わらぬうちに、女官はくるりと踵きびすを返して背中をむける。そしてあ然とする塔子に声もかけずに歩きはじめたのだった。

（まずい、かなり怒っているわよね）

　さすがに不安になったが、非ひは自分にあるのだからここはもう謝り倒すしかない。

　肩をすくめつつ、塔子は女によう房ぼうのあとにつづいた。

　東とう宮ぐう不在で近ごろは活かつ気きがないと噂うわさの昭陽舎だったが、縋子内親王の訪問を受け、御み簾す内では女官達が忙せわしく動く気配が感じられた。その御簾や格こう子しには、永と久わの繁はん栄えいを願う濃こい松と艶あでやかな紅くれない色いろの南なん天てんを描えがいた軟ぜ障じようが吊つるされている。

　赤く色づいた前せん栽ざいと交互に見比べながら足を進めていると、御簾が一カ所巻きあげられていることに気づく。孫まご廂ひさしまで導かれたあと、女官はここで待つように言いおいて母も屋やに入っていった。塔子が控えていると、少しして衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。とはいえ真正面から拝はいすわけにもいかず、塔子は廂と母屋の継つぎ目めに目をむけて間をやり過ごす。

「斎王尚侍か？」

　女性にしてはいくぶんどっしりした感のある、落ち着いた低い声だった。三十年も斎院を務つとめていた貫かん禄ろくと言われればうなずける。

「はい、遅くなりましてまことに申し訳ございません」

「まこと、よほど念入りに支度をしておるのかと思うたが、案外普通のなりだのお」

　口調は大らかだったが、あんのじょう遅ち参さんへの嫌いや味みを言われた。まあこの件にかんしては、一方的に自分が悪いので言われてもしかたがない。

「なにぶん田舎いなか者ものゆえ、気の利きいた装よそおいは………」

　珍しく歯切れ悪く語ったあと、塔子はおそるおそる顔をあげた。

　丸柱のむこうの母屋には、唐から裳も衣ぎぬを着た女官達が数名控ひかえていた。最さい奥おうに設しつらえられた御ご座ざに、牡ぼ丹たんと小鳥が描かれた屛びよう風ぶを背に小こ袿うちぎ姿の女性が脇きよう息そくにもたれて座っていた。

　東宮御所という高貴な場所で、まるで女おんな主しゆ人じんのようなくつろぎぶりである。

　訊きかずとも、彼女が縋子内親王であることは歴れき然ぜんとしている。

　迫力のある美女だった。肌は磁じ器きのように滑なめらかで、知的な切れ長の目を縁ふち取どる睫まつげは長く、ふっくらとした唇くちびるは丹にを落としたように色づいている。白はく髪はつとは縁のなさそうな艶つややかな黒髪が、竜りん胆どう唐から草くさを織りこんだ紫むらさきの小袿に扇のように広がっていた。

（でも、たしか四よ十そ路じ前後とお聞きしていたけど………）

　そう言われてみれば、そんなふうにも見える。かといって二十代だと言われれば、そうなのかと納得してしまうような、そんな不思議な容よう貌ぼうの女によ人にんだった。
















　少女のように潑はつ剌らつとした雰ふん囲い気きと、年と齢し相そう応おうの貫禄が彼女の中に同居していた。

　長年斎院という地位にあると、このようにどこか不思議な雰囲気をまとうようになるのだろうか？　まったく同じ巫み女こでもえらいちがいである。

（まあ実質一年に満たない、なりゆき斎王とは格がちがうわよね）

　思わずこぼれた苦く笑しようを抑えきれず、塔子はあわててうつむいたのだが───。

「これは驚いた。尚侍は亡くなった高たか槻つきの兄上によう似ておるの。そなたくらいの年ごろの女おな子ごであれば、たいてい母親に似てくるものだが」

　思いがけない言葉にぎくりとして顔をあげる。

　父親に似ている───通常の親子関係であればどうということもない言葉だが、塔子の父に対する感情はあいかわらず複ふく雑ざつだった。

　確かに呪じゆ詛そ事件を経へて、父には父の立場があったのだと思えるようにはなった。以前のように〝身勝手〟の一言で終わらせることもないが、純粋に父親として慕したっているとはどうあっても言えなかった。

　とっさに反応ができないでいる塔子に、からかうように縋子は告つげる。

「どうした、尚侍。眉み間けんに皺しわが刻きざまれておるぞ」

　見ると縋子は自分の眉間に人差し指をあて、おどけるような表情をしている。

「そのように怖い表か情おをしては、せっかくの花の顔かんばせが台無しじゃ」

「え？」

「尚侍、いや、そなたは妾わらわの姪めいじゃ。塔子と呼ばせてもらうぞ」

「は、はあ………」

「まことに愛らしい。東とう宮ぐう妃ひにふさわしい美しい姫じゃ」

　顎あごの下で扇を揺らしながら上じよう機き嫌げんで縋子は言うが、塔子は真しん剣けんに耳を疑うたがった。

（東宮妃にふさわしい、って？）

　ひょっとして皮ひ肉にくを言っているのだろうか？　入じゆ内だいが決まった経けい緯いに加え、先日の呪詛事件の真相は、京きよう童わらわが面白おかしく歌っていると言われるほど周しゆう知ちのことだ。数年前に退たい下げし、京の中心である三さん条じようで暮らしている縋子が知らぬはずがない。そのうえで東宮妃にふさわしいと言うのなら、これはもう皮肉としか思えない。

　とはいえ率そつ直ちよくに〝皮肉ですか〟と訊くわけにもいかない。

「とんでもないです。私のような不ぶ調ちよう法ほう者ものを、東宮様がお気に召めしてくださるとはとても思えません」

　あながち謙けん遜そんでもなく本音のつもりで言ったのだが、縋子は戯ざれ言ごとを聞いたときのように高らかに声をあげて笑った。

「案ずるな。妾は猶ゆう母ぼとして幼いころから東宮のことを存じあげておる。東宮はそなたのような潑はつ剌らつとした女人をことのほかお好みじゃ」

　勝かち誇ほこったように告げられた思いがけない言葉に、塔子は手にしていた扇をぽとりと落とした。なんだかいま、とんでもないことを聞いた気がする。

（そ、それ、どういうことよ！　どこをどうしたら東宮様ともあろう御おん方かたが、私のような粗そ忽こつ者ものをお気に召すのよ？）

　動どう揺ようする塔子に、手前に控えていた女官が身を乗り出した。

「尚侍、扇が………」

　指し摘てきにあわてて拾いあげはしたが、まだ頭の中は混乱している。

　香こう合あわせも和わ歌かも苦手な自分のような田舎者を、東宮のような高貴な人間が気に入るはずがない。むしろ嫌われる気満々で出しゆつ仕しに臨のぞんだというのに───。

「で、でも東宮様って、男だん色しよくではなかったのですか？」

　妙みような表現だが、それこそすがるような気持ちで塔子は叫さけんだ。あたりまえだが、母屋に控えていた女官達が全員凍こおりついた。あなたの猶お子こは男の人が好きなんでしょう？　などと猶は母はたる縋子に尋ねてよいことかと訊かれれば、間違いなくちがう。

「な、尚侍」

　女官の一人が遠えん慮りよがちに諫めようとする。縋子よりも地位は低いが、一応皇こう族ぞくで尚しよう侍じという高位にある塔子を頭ごなしに諫めることはできなかったようだ。

　とつぜん高らかな笑い声が起きた。

　見ると縋子が、天てん井じようにむかって背をそらすようにして笑っていた。内親王とも思えぬ豪ごう快かいさだが、下品な感じが少しもしないのはやはり持って生まれた気品ゆえだろう。やっぱり自分とはえらいちがいだと感心して眺ながめていると、縋子は目元をぬぐいつつようやく笑いを止めた。

「なるほど。これまで考えもせなんだが、確かに言われてみればそうやもしれぬな」

「斎院宮様！」

　あながち冗談でもない口調に、いちばん近くに控えていた女官が悲鳴をあげる。

「いや、そなた達もそう思わぬか？　二十一歳にもなるというのに東宮が妃きさきどころか、女人に文ふみを渡したという噂うわさすら聞かぬ。よほどの朴ぼく念ねん仁じんというのならともかく、叔お母ばである妾が見ても惚ほれ惚ぼれするような男ぶりだというのに、よもやと思うておったが………」

　閉じた扇を口くち許もとにあて、わりと真剣に縋子は思し案あんしていた。

　猶母である縋子の反応に、これで男色説はますます信しん憑ぴよう性せいが高まったと塔子は一人で納なつ得とくする。東宮に男色の疑いがあると言ったとき、暁あかつきは全力で否定していたが、彼より縋子のほうが東宮の真の姿を認にん識しきしているはずだ。

（よし。今度会ったとき、暁に教えてあげよう）

　いつ、なんの機会でそんなことがあるのかも分からないけれど。

　ちょっとだけ自じ嘲ちよう気ぎ味みに考えていると、縋子は扇の先で左手の内をぽんっと叩たたいた。

「まあ、そう気にするな。男色であろうと、東宮ともあろう者が妃を取らぬわけにはいかぬのだから」

　気にします！　と反論しかけて塔子はあわてて口をつぐむ。宮中一高貴な身分の女性に大声を出すわけにはいかない。喉のど元もとまで出かかった言葉を必死の思いで抑える塔子に、どう思ったのか縋子はがらりと話題を替えた。

「ところで塔子、そなた古こ事じ記きの写しや本ほんをしているというのはまことか？」

　あまりの唐とう突とつな話題転てん換かんに、一瞬虚きよをつかれたような気持ちになる。

「興味深いことよ。それで、順調に進んでおるのか？」

「………いえ、まだまだ先は長くて」

　なかばぼやくように返事をしたあと、塔子はここに来る少し前、自分がヤマトタケル命ノミコトの東とう征せいの件くだりを読んでいたことを思い出した。父に疎うとまれていることを嘆なげいたタケル命ノミコトが、伊勢斎王である叔母に境きよう遇ぐうを訴うつたえる場面だ。

　その場面が、先ほど聞いた公く卿ぎよう達のやり取りと重なった。

　───東宮様ですら誰の子か分からぬというのに………。

　衝しよう撃げき的てきな台詞にもかかわらず、暁との再会や縋子の強きよう烈れつな人となりに気を取られて今まで失しつ念ねんしていた。

　東宮の猶母でもある縋子は、その噂を知っているのだろうか？　暁は宮中で知らぬ者はいない公こう然ぜんの秘密であるかのように言っていた。しかしそれを承しよう知ちしていたのなら、縋子が東宮を猶ゆう子しにするなど考えられない。

「どうした？　急に黙りこみおって」

　訝いぶかしげな縋子の声に、塔子は思考から立ち返る。

「あ、いえ。実はここにお伺いする前、ちょうど写本に厭あきて、ヤマトタケル命ノミコトの征せい伐ばつの件を眺めていたところでした」

「ヤマトタケルの征伐？」

「東国遠征に行く前に、叔母であるヤマトヒメ命ノミコトのもとに暇いとま乞ごいに伺う件です。タケル命ノミコトがヤマトヒメ命ノミコトから草くさ薙なぎの剣つるぎを授さずかった───」

　塔子の説明に、縋子は大きくうなずく。

「あの件はまこと感かん慨がい深ぶかい。妾がヤマトヒメ命ノミコトであったのなら、同じようにすぐにはなにも答えられぬであろうな」

「………」

　意味深な言葉に、塔子は軽く眉まゆをよせる。

　───大おお王きみは自分のことを死ねばよいと思っているにちがいない。

　甥おいの言葉に、斎王であるヤマトヒメ命ノミコトはなにも言えなかったのだという。

　帝みかどの妹で巫女という立場等、縋子とヤマトヒメ命ノミコトの境遇はいろいろと共通している。もっとも伊勢斎王は自分で、縋子は賀茂斎院ではあるが。

　穿うがちすぎだとは思うが、やはり公卿達の言葉が気になる。

　どうしようかとしばし迷ったが、思いきって塔子は尋たずねた。

「ヤマトヒメ命ノミコトがなにも言えなかったのは、やはり景けい行こう天てん皇のうが息子むすこのヤマトタケル命ノミコトを疎うとんじておられたからなのでしょうか？」

　縋子は眉間に細い皺を刻んだ。閉じた扇で口許を押さえてしばし沈ちん思しする縋子に、自分の言葉がどう受け止められたのか、塔子には見当がつかなかった。

　やがて縋子は、それまでの屈くつ託たくのない態度が噓のように、気き鬱うつな口調で答えた。

「そうやもしれぬな………」

　やけに重々しく言われた言葉に、塔子は戸と惑まどう。ヤマトタケル命ノミコトの話を東宮の境遇に重ねあわせたなどと、塔子は一言も言っていない。にもかかわらず、縋子の感慨深げな面持ちがやけに気にかかる。

「塔子」

　悶もん々もんと思い悩んでいると、とつぜん縋子が呼びかけた。

「は、はい？」

「近ちこう」

　言いながら縋子は、まるで猫ねこの子をよせるように手招きをする。

　塔子は片かた膝ひざを立てながら、廂ひさしの間まに入った。五、六歩ほどの距離を隔へだてたところで塔子が止まると、縋子は脇息から離れぐいっと身を乗り出した。

「だからこそヤマトタケル命ノミコトには、もっと強いヤマトヒメ命ノミコトが必要なのじゃ」

　意味が分からずにいる塔子に、畳たたみかけるように縋子は言った。

「そなた、本日よりこの昭陽舎に移れ」

「は？」

　塔子は黒目がちの大きな目をぱちくりさせる。

「あ、あの、それはどういう………」

「驚くことはあるまい。そなたは東宮唯ゆい一いつの尚侍じゃ。東宮が帰き京きようするまで、女主人として御ご所しよを取り仕切っても不思議はあるまい」

　縋子は断だん言げんした。本来尚侍とは高位女官の名称なのだが、半世紀前あたりから事実上妃の名称となっている。東宮妃不在の現状で、唯一の妃候こう補ほである塔子に東宮御所を取り仕切れと言っているのだ。

　理りはある。しかしこれでは嫁よめに迎える気満々ということになる。

　宮中ではこれ以上ないというほど評判が地に落ちた塔子を、それでなくとも微び妙みような立場の東宮妃に奨しよう励れいするなんて一体どういうつもりなのか。

（な、なにを血ち迷まよっておられるのかしら。この御方は………）

　あまりのことに絶ぜつ句くする塔子の目の前で、縋子は側そば付づきの女房に言い渡した。

「宣耀殿に使いを出して、すぐに荷物をまとめるように伝えるのじゃ。こちらからも人を寄越して、手伝ってやるがよい」
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　それから半刻後。

　よろよろとした足取りで、塔とう子こは昭しよう陽よう舎しやの簀すの子こを歩いていた。

　移うつろい菊ぎくの襲かさねが重たかったからではなく、あまりにもこちらの意向を無視して進められた強引なやり口に、反発する気力すらなくしてしまっていたのだ。

（な、なんでこんなことに………）

　このまま昭陽舎に残るように言う縋すが子こに、身の回りの品の整理があるから今こ宵よいは帰してほしいと言って、なんとか退出させてもらうことができたのだ。そう言わなければ本気で帰してもらえなさそうな勢いきおいだった。

（斎さい院いんの宮みや様ともあろう御おん方かたが、どうして私みたいな曰いわくつきの田舎いなか者ものを歓かん迎げいするの？）

　まったく訳が分からない。

　元賀か茂もの斎さい院いん・縋子内ない親しん王のうは、いまは里さと内裏だいりにお住まいになる法ほう皇おうの鍾しよう愛あいを一身に受けた娘むすめで、しかも主上おかみの唯ゆい一いつの同どう母ぼ妹まいのため、たいへん兄妹仲も良いと聞いている。

　財ざい力りよくに加え長年斎院の地位にあったこともあり、宮きゆう中ちゆうでの尊そん崇すうを集め、強い発言力を持つという噂うわさだ。こちらも一応皇こう族ぞくだから『雲の上の人』とまでいうのはさすがに言いすぎだが、塔子にとっては、まさしく〝斎院宮様ともあろう御方〟なのだ。

（おかしい。あんな事件があったあとなのに、どうしてお気に召めされてしまうのかしら）

　どう考えたって好かれる要よう素そなどあるはずがないのに、縋子のあの歓迎ぶりはいったいなんなのだろう？　変な言い方だが、あきらかな好こう意いを感じる。

　───だからこそヤマトタケル命ノミコトには、もっと強いヤマトヒメ命ノミコトが必要なのじゃ。

　あれは東とう宮ぐうを支える存在になれ、ということなのだろうか？

　確かに自分はヤマトヒメ命ノミコトと同じ伊い勢せの斎さい王おうだったが、その点で言えば自分より縋子のほうがよほど適てき任にんだろう。実際に叔お母ばだし、伊勢ではないが賀茂の斎院でもある。

（ていうか、妃きさきに迎える気満々って気がするんだけど………）

　自問したあげく事じ態たいの深刻さに気がついた塔子は、近くの柱にしがみついた。

　東宮が帰き京きようしたら二人で話しあい、入じゆ内だいをなんとかご破は算さんにしようと思っていた。

　もともとこの入内はたがいの意に添そわぬ話なのだ。だから怨おん霊りよう騒そう動どうが治まれば、東宮も破は談だんを承しよう知ちしてくれるのではと気軽に考えている部分もあった。

　しかし宮中で強い発言力を持つ斎院宮が乗り気だとしたら、話がまったくちがってくる。

　そもそも上流階級の結婚自体、個人の意思など尊そん重ちようしないものだ。たとえ当事者同士が嫌いやがっても、周りの都合、あるいは大いなる権けん威いの意向が優先される。

　ひょっとして東宮があまりに妃を迎えることを拒こばむので、このさい身分のある女なら誰でもいいと思ったのではあるまいか？

　確かに東宮はこれまで妃を娶めとることを、頑かたくなに拒みつづけていた。

　しかしいくら男だん色しよく家かだとしても、世よ継つぎのことを考えればそれですむはずがない。猶ゆう母ぼである縋子は、さぞやきもきしていたことだろう。

　その東宮が、怨霊騒ぎでしかたがなかったとはいえ塔子の入内を了解した。

　政せい敵てきであろうが、有力な後うしろ盾だてがなかろうが、ひとまず世よ継つぎを産めそうな身分と若さがあれば贅ぜい沢たくは言わない。よもやそんな思おも惑わくが縋子に働いたのではあるまいか。

　そしてとりあえずは健康そうだということで、妥だ協きようしたのか。

　だとしたら、逃げようがない。当初の楽らつ観かん的てき計画からどんどんずれてゆく現実に、がっくりとうなだれた塔子が丸柱に額を押しつけたときだ。

「おや、どなたかと思ったら………」

　聞き覚えのある声に顔をむけた塔子は、そこに立つ人物に表情を硬かたくした。

「左さ近こん衛えの大だい将しよう様………」

　因いん縁ねんある相手を呼ぶ声は、無意識のうちに強こわ張ばってしまっていた。

　閉じた扇を口くち許もとに当て、流し目をむける公きん達だちは摂せつ関かん家け三男の左近衛大将だった。

　扇の陰からのぞく口くち端ははわずかに吊つりあがっており、軽けい薄はくと紙一重の人ひと懐なつっこい微び笑しようをたずさえている。均きん整せいの取れた体たい軀くには、黒の綾あや織おりの縫ほう腋えきの袍ほう、下には半はん臂ぴ、下した襲がさね、衵あこめ、単ひとえに表うえの袴はかまと大おお口ぐち袴ばかまを着けている。本来武官は腋わきを縫ぬいあわせない闕けつ腋てきの袍ほうを着るものだが、三さん位み以上の者は文ぶん官かんと同じ縫腋袍を着ることになっていた。

　とっさに型どおりの挨あい拶さつができないでいる塔子に対して、憎にくらしいくらい余よ裕ゆう綽しやく綽しやくに大将は告つげる。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますね。先月尚侍ないしのかみの局つぼねにお招きを受けて以来ですか？」

　こちらの神しん経けいを逆撫でする言い草に、塔子はあからさまに眉まゆを吊りあげた。

　招いてなんぞいないわ！　危あやうく声をあげそうになったが理性の力でなんとか抑える。

「ええ、その節は本当にお世話になりました」

「いいえ。あのときの尚侍の機き転てんには、私も心の底から感心しましたよ。さすが高たか槻つき親しん王のうの姫君だ。実に策さく士しでいらっしゃる」

　白しら々じらしい口調と策士というあてこすりに、扇おうぎを投げつけてやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、ひとまずこらえて同じくらい白々しい口調で言い返した。

「私の策略などまだまだ未み熟じゆくで。左近衛大将様の周しゆう到とうさには、とても及およびませんわ」

「ご謙けん遜そんを。五ごの宮みやを陥かん穽せいの罪つみに問うよう言われたときは、やはり父上と姉上を陥おとしいれられたことに相当お怒りなのだとお気持ちを推すい察さつしておりましたが、よもやあのような意図がおありだとは───」

　抜ぬけぬ棘とげのように心に残る痛みを指し摘てきされ、塔子はそっと眉をひそめる。

　五の宮の罪を世間にあきらかにすることで、彼は追放という形で母親のもとに戻されることになったのだ。

　五の宮のためには最さい善ぜんだった。しかし彼に陥れられた父と姉の無念を考えると、唯ゆい一いつの身内としていかがな選択だったのかとも思う。

「本来であれば恨うらみ骨こつ髄ずいに徹てつすべき相手へのお心こころ遣づかい。尚侍の寛かん大だいさに、この大将、心底敬けい服ふくいたして───」

「怒ってはいましたよ」

　左近衛大将が言い終わらぬうちに、塔子は声を大きくした。

　もちろん五の宮に対しても怒ってはいたが、それ以上にあなたに対する怒りが大きかった。そう告げてやりたかったが、そんなことは百も承知だろう。

「ですが怒りを覚えることと、報ほう復ふくしたいと思うことは別です。不都合な相手はすべて排はい除じよしなければならない、そんなふうに考えている方にはとうてい理解できないことかもしれませんが」

　口封じのために五の宮の乳う母ばを殺あやめようとまでした近この衛えの大だい将しように対する、あからさまな非ひ難なんのつもりだった。しかし塔子の挑いどむような眼差しを、近衛大将はまったく動じたようすもない余裕の笑みで受け止めた。

「それにしてもどうなさったのです？　よもや尚侍が東とう宮ぐう御ご所しよからお帰りだとは」

　言葉だけ聞けば東宮の尚侍に対してなんともちぐはぐな台詞せりふである。ようは塔子が東宮から疎うとまれていることを示し唆さしているのだ。

　呪じゆ詛そ事件の真相があきらかになったいま、東宮に疎まれることはしかたがないと思っているが、この男に言われると無性に腹が立つ。ふてくされた塔子が返事をしないでいると、気にしたようすもなく大らか（？）に左近衛大将は言った。

「ああ、そういえば御所に東宮様はまだ戻られておりませんでしたね」

「そういう左近衛大将様こそ、よりによって東宮御所になんの御ご用ようですか？」

　たまりかねた塔子は、辛しん辣らつな口調で聞き返す。普通に考えて、従じゆ三さん位みにもある公く卿ぎようであれば東宮御所にはいくらでも用事があるだろう。だが左近衛大将が東宮を陥れようとしていたことを塔子は知っている。

「なにね、斎さい院いんの宮みや様さまがおいでになられていると聞いたものですから、ご挨あい拶さつに伺おうかと………」

　すましたまま答えかけた左近衛大将だったが、ふと思いついたような表情をする。

　塔子が、縋子と会ってきたことに気がついたのだろう。主あるじ不在の昭陽舎から出てきた理由はそれぐらいしかない。

　いろいろ訊きかれるのも癪しやくに障さわるので、つんとしたまま塔子は答えた。

「私は、その斎院宮様に呼ばれたのです」

　左近衛大将の顔にかすかな驚きよう愕がくが浮かんだ。この国でもっとも高貴な女性とされる斎院宮が、いくら皇族の血を引くとはいえ、怨おん霊りよう騒そう動どうや呪詛事件などと、かく曰いわくつきの娘に関わろうとするとは思ってもいなかったのだろう。というか塔子自身も、いまだ彼女が自分を呼びよせた理由が釈しやく然ぜんとしないのだが。

　それにしてもあんな姑こ息そくな手段で東宮を陥れようとしておきながら、猶ゆう母ぼである縋子のもとに挨拶に行こうとするとはまったく恐おそるべき強きよう心しん臓ぞうだ。

「それはまた、いったいどのような御用事で？」

「斎院宮様は東宮様には、ヤマトタケル命ノミコトのようにヤマトヒメ命ノミコトのような存在が必要だと仰おおせになりましたわ」

　本当のところはそこまで直接的に言われてはいないのだが、あの展開から発言の意図はそれぐらいしか思いつかない。

「お話をお聞きして、斎院宮様が本当に東宮様を大事に思っておられることが分かりました。そんな斎院宮様であれば、東宮様を陥れようとする輩やからの顔など、きっと見たくはないでしょうね」

　さすがに左近衛大将は眉をよせた。

　溜りゆう飲いんが下がったところで、さっさと退たい散さんしようとしたときだった。

「つまり斎院宮様は、尚侍に東宮様のヤマトヒメ命ノミコトになるように仰せなのですね」

　彼にしては珍しく率そつ直ちよくな問いに、塔子は返答に詰まる。

　ひょっとしてそうなのかと考えもしたが、真意を問いただしたわけではないから本当のところが分からなかったからだ。

　答えられずにいる塔子に、左近衛大将はすました表情で言う。

「まああの御方は、昔から珍しいものがお好きでしたから」

　どういう意味よ！　と怒ど鳴なりつけたい気持ちを抑えるために塔子は一つではなく、二つ息をつかなければならなかった。

　熊くま野のの田舎娘としての自分のことを特に変わり者だとは思っていないが、宮きゆう中ちゆうで浮いていることはあきらかすぎる事実だ。しかし自覚はしていても、他人から言われると腹が立つ。まして因縁ある相手からの発言では、なおさら怒り心しん頭とうだ。

　なんと言い返してやろうかと考えていると、左近衛大将はわざとらしく息をついた。

「よりによって、あの東宮様の猶母になられるぐらいですからね」

　意味深な台詞に、塔子はぎょっとして左近衛大将を見あげる。

　あの東宮───それは先ほどの公卿達の言葉とも関係があるのだろうか？　東宮が誰の子かも分からぬと、もはや常識のように彼等は語っていた。

　出しゆつ生せいにそのような曰くを持つ親王の猶母になるなど、普通に考えればありえない。

「どういう───」

　意味かと問いかけて、塔子は口をつぐんだ。かけらも信頼できない相手に、こんな重大なことを訊くなど迂う闊かつすぎる。この男が口にした言葉など少しも信じてはいけないことぐらい、先の呪詛事件にかんする策略で骨ほね身みに沁しみたはずだったのに。

　そのいっぽうで、やはり気になってしかたがない。東宮の出生疑惑はやはり本当のことで、宮中では公こう然ぜんのことなのだろうか？　だとしたら真しん偽ぎのほどは───。

　塔子の表情に浮かんだ一瞬の迷いを、左近衛大将は見み逃のがさなかった。

　彼は口くち許もとに刻こく薄はくな笑みを浮かべ、扇の横で唇くちびるを動かした。

「お教えしておきましょうね。なにしろ宮中では誰一人知らぬ者はいない話ですから」

　塔子は息を詰めた。早くこの場を立ち去らなくては。

　この男に関わることは危険だと、頭の中でもう一人の自分が叫んでいる。

　だというのに、相手を見下す眼めに射い貫ぬかれたようになって逃げ出せない。

　捕とらえた鼠ねずみを弄もてあそぶ、美しい猫ねこを連想させる表情で大将は塔子を見た。




「東宮様の父親は、お祖じ父い様であらせられる法皇様だともっぱらの評判なのですよ」




　一瞬、頭の中が真っ白になった。

　数年前に譲じよう位いした法皇は、今上の父親である。それでは法皇が、息子である主上おかみの妻と関係したというのか。

　玄げん宗そう皇こう帝ていと楊よう貴き妃ひを連想させる話に、塔子はまじまじと近衛大将を見あげた。

「───噓でしょ？」

　唇を震わせ、かろうじてその言葉をつぶやいたときだった。

　人の気配とかすかなざわつきに、塔子はわれに返った。

（あ、危なかった………）

　息をつくと同時に肩の力が少し抜け、いくらか落ち着きを取り戻した。

　そんな塔子に、左近衛大将はつまらなそうな視線をむける。

（この人、やっぱり信用できない）

　あらためて自分に言い聞かせると、気を取り直して塔子はざわつきが聞こえてきた方向を見る。麗れい景けい殿でんとつながる渡わた殿どのから、数名の公達が歩いてきていた。

「主上」

　左近衛大将の言葉に、我が慢まんの限界とばかりに塔子は反はん論ろんする。

「たちが悪い冗談を言わないで。どうして主上がこんなところをお渡りになるのよ」

　麗景殿からの渡殿を渡ってしまえば、あとは昭陽舎と淑し景げい舎しや（梨なし壺つぼ）しかない。昭陽舎は東宮御所だし、いまのところ梨壺は妃不在の舎しや殿でんである。

　あるいは左近衛大将が塔子を担かつぐつもりで、ただの公達を主上などと言ったのではあるまいか。なにしろ塔子は主上の顔など、三年前の伊勢入りのさいに一度見たきりで、ほとんど覚えていないのだから。

　興奮気味の塔子の横で、なんと左近衛大将が腰を折った。

　つられたように塔子もその場に腰を折る。

（ひ、ひょっとして、本当に主上？）

　ありえないほど、心臓がばくばく鳴る。

　伏せた額の先で、ぴたりと足音が止まった。

　もとより左近衛大将の言葉を疑っていた塔子は、反はん射しや的てきについ顔をあげてしまい、そこに立つ人物とばっちりと目をあわせてしまったのだ。

　物珍しげに塔子を見下ろしていたのは、四十代後半から五十歳くらいの男性だった。

　端たん整せいだがどこか神しん経けい質しつそうなその男性は、桐きり竹たけ鳳ほう麟りんの文もん様ようがあしらわれた表黄、裏淡うす青あおの枯かれ野の襲がさねの衣い冠かんを身に着けていた。

　少し離れた場所から数名の公卿がついてきており、彼等は近衛大将と同じ黒の束そく帯たいを着ている。この中でたった一人、出しゆつ仕しのための礼れい服ふくを着ていないということは───。

（や、やばい！　ほ、本物の主上だわ）

　血の気が引く思いで、塔子はふたたび顔を伏せる。

「も、申し訳ございません」

「………高たか槻つきの宮みやの娘か？」

　父の名前に、顔を伏せたまま塔子はうなずく。

「は、はい」

「そうか、こうやってあらためて見ると、やはり高槻宮によく似ておるな」

　縋子と同じことを言われ、塔子はまたもや複ふく雑ざつな気持ちになる。

　黙っていることをどう受け取ったのか、主上は苦く笑しよう交まじりに言った。

「そう緊きん張ちようせずともよい。二人とも顔をあげなさい」

　親しげな物言いに、塔子はぽかんとする。隣となりの左近衛大将が素早く顔をあげ、塔子もそれにならう。

　顔をあげなさいと言ったときの主上の声こわ音ねが、思いのほか優しげなものであったことに塔子は驚いていた。

　身体からだが弱い主上は、あまり政まつりごとに興味を持たないと評判だった。政せい治じの実じつ権けんは、左大臣として辣らつ腕わんをふるった父と譲じよう位いした先せん帝てい、すなわち法皇にあったのだという。

　対照的な兄きよう弟だいがどのような仲だったのかまでは聞かされていない。

　しかし呪詛事件のおり簡単に父が犯はん人にんとされてしまったことを考えると、少なくとも主上が積極的に弟をかばうことはなかったのだろう。もっとも蟄ちつ居きよを命めいじられてすぐに病死してしまったので、なにか動く間もなかったのかもしれないが。

　そんなふうに思っていたので、彼の優しげな言葉かけは正直意外だったのだ。

「左近衛大将、そなたもこちらに渡っていたのか？」

　塔子に対するときと同じように、穏おだやかに主上は訊いた。

　それで塔子は、主上が等しく誰にでも優しい人間であることを悟さとったのだった。

「はい、斎院宮様にご挨拶に伺うところでございました」

「そうか。朕ちんも参るところであった」

　鷹おう揚ように主上は言った。本来であれば縋子を呼び出すほうが筋なのだろうが、そうなるといろいろと手続きや段取りが面めん倒どうくさい。兄妹の気安さで手軽な手段に出たのだろう。母を同じくする兄妹で、その仲はかなり親しん密みつだという噂は本当だったようだ。

　主上は塔子と左近衛大将を見比べ、おもむろに尋ねた。

「ではそなた達、二人で共に斎院宮のところに参るところだったのか」

「とんでもないです！」

　間かん髪はつ容いれずに塔子は否定した。この男と連れ立ってなど、考えただけで寒さむ気けがする。

　全力で否定する塔子に、左近衛大将は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表か情おをする。

「私は斎院宮様に呼ばれまして、その帰りでございます」

「縋子がそなたを？」

「なにしろ斎王尚侍は、東宮様が唯一お認めになった妃候補でございますからね」

　意味深な左近衛大将の物言いに、主上はわずかに表情を硬かたくした。

　塔子は思わず眉をよせる。東宮の出生の秘密を承しよう知ちしたうえで、あえて主上の前でその名を出すとは───。

（本当、陰いん湿しつな男ね！）

　横よこ面つらを張り倒したい衝動をこらえ、塔子は主上の反応をうかがう。温和な笑みをたずさえてはいるが、やはりどことなくぎこちない。好意を持った相手だけに、塔子は主上が気の毒でならなくなる。出生の疑惑を考えれば、主上は東宮の話題を出されるだけでも反応に困るのだろう。ましてその妃候補にかける言葉など、本来であれば持ちあわせていないに相そう違いないのに───。

「斎王尚侍が入内をされて、めでたく男皇み子こをお産みになれば、後こう継けい問題も安あん泰たいというものでございますね」

　にこやかに話をつづける左近衛大将に、少し後ろで控えていた公卿達は複雑な面おも持もちで目を見あわせる。陰湿な男だと憤いきどおっていた塔子も、さすがに戸惑いを隠せなかった。

　わざわざ目の前で主上の気持ちを乱みだしかねない発言をするとは、いったいこの男の意図はどこにあるのだろうか？

　五の宮が追放となった現状で、後継問題は宮中に深刻な影を落としていた。立りつ坊ぼう、すなわち皇太子の地位に即つけられそうな有力な親しん王のうが他にいなくなったからだ。しかし元斎王で女によ王おうという地位にある塔子が男皇子を産めば、問題は解決するだろう。

　だが東宮が自分の血を引かぬ子供だとしたら（たとえ疑いだとしても）、いまの左近衛大将の言葉は主上にとって複雑なものにちがいない。

（なんだろう？　上にはもっと媚こびへつらう人間だと思っていたのに………）

　真意が分からず、塔子は訝しげな眼差しを左近衛大将にむける。

　偶然こちらを一いち瞥べつした彼と目があい、せつな左近衛大将は聞こえよがしに言った。

「斎院宮様も、尚侍の個性的なお人ひと柄がらを、ことのほかお気に召されたようですよ」

　やけに強調された個性的という部分に、あきらかな悪意を感じた塔子はやり返すような気持ちで口を開いた。

「ええ、おかげさまで局の移動までおっしゃっていただきました」

「移動？」

　すかさず反応した左近衛大将に、塔子は素そっ気けなく返す。

「東宮様のご帰き館かんに備えて、斎院宮様に昭陽舎に移るように言われたのです」

「縋子内親王様が？」

「おお、三さん条じようの斎さい院いん様がそのようなことを」

　にわかに色めきたつ公卿達の反応に、塔子は縋子の影響力を強く感じた。

　政治的な実じつ権けんがない、というより関心を持たぬ主上よりも、法皇の鍾しよう愛あいと莫大な財力を持つ縋子のほうが、宮中ではあんがい有力な人物なのかもしれない。

「斎院宮様が？」

　うめくように言う左近衛大将に、多少なりとも溜りゆう飲いんが下がった気持ちになる。

「はい。ですからたいへん恐れ多いのですが、移動の支し度たくがありますので、御ご前ぜんで失礼させていただきたいのですが───」

　左近衛大将はどうでもよいが、さすがに主上に許しを得ないで帰るわけにはいかなかった。

　主上のうなずきを了りようと理解し、塔子は控えめに御前を辞じする。

　移動自体はものすごく不本意だったが、従したがわないわけにはいかない。大おお方かたの荷物は女官達が運んでくれるだろうが、古こ事じ記きの書き写しだけは自分で整理をしたい。

「斎王尚侍」

　とつぜん主上が呼び止めた。

「は、はい」

　塔子は急いでふりかえる。

「───東宮を頼む」

「………」

　言葉だけを聞けば、父親としてとうぜんのものだった。しかしその物言いは、まるで喉のどの奥に詰まったものを、無理やり吐き出したかのようにぎこちなかった。
















　塔子はまじまじと主上を見つめた。

　苦しげな面おも差ざしは、おのれの言葉に対する複雑な心しん境きようをうかがわせた。傍かたわらに立つ公卿達が、ひそひそとささやきあう。東宮の出生疑惑を考えれば、彼等の目には主上が、体てい裁さいを取とり繕つくろうために心にもない言葉を言ったかのように映ったのだろう。

「主上の寛大なお心遣い。まこと心に染み入りましてございます」

　感慨深いと言うように左近衛大将がうなずく。しかし口許に浮かべた微笑はかすかに皮肉を交まじえていた。

　主上は感情の見えない面持ちで、ぎこちなくうなずく。

「あ、あの………」

　思わずなにか言いかけた塔子は、喉元まで出かかった言葉を吞のみこんだ。

　遠えん慮りよや躊ちゆう躇ちよをしたわけではなく、自分の内にあった思いをはっきりとした言葉にすることができなかったからだ。

　胸の内に秘ひめた思いを抑え、塔子は深々と頭を下げた。

「お言葉、確かに承うけたまわりました。主上の御み心こころに適かないますよう、せいいっぱい尽じん力りよくさせていただきます」





[image: ]






　切きり燈とう台だいに灯ともした火が、手元の料りよう紙しを橙だいだい色いろに照らし出す。

　硯すずりの上に筆ふでを載せたまま、料紙を前に塔とう子こはしばし考えこんでいた。

　熊くま野のに住む叔お父じ・貴たか哉なりへの文ふみを書いていたのだが、近況の報告を記しるしたあと、本題に入ろうとしてすっかり手が止まってしまっていた。

　───東とう宮ぐうを頼む。

　主上おかみのあのぎこちない一言が、どうしても頭から離れなかった。

　単純に場を取とり繕つくろうための言葉だったのかもしれない。現実や思おも惑わくがどうであれ、名めい目もく上じよう東宮は主上の第一皇おう子じである。未来の東とう宮ぐう妃ひの前で、あまり関心のないそぶりはできなかったのかもしれない。

　噂うわさどおり二人が生なさぬ仲だとしたら、主上が東宮を疎うとんじていたとしてもなんの不思議もないことだ。

　しかし塔子は、主上の心がそんな単純なものにはどうしても思えなかったのだ。

　高たか槻つきの宮みやの娘むすめか？　そう問うた段階で、塔子が東宮妃候こう補ほであることは承しよう知ちしていたはずだ。にもかかわらず、主上の塔子に対する言葉や表情はとても穏おだやかで優しかった。主上が本当に東宮を疎んじているのなら、あの反応はない気がする。

　わが子として愛している───そう単純には言えずとも、無関心や憎にくしみとはちがうなんらかの感情を、主上は東宮に抱いだいているのではないのだろうか？

（まあ、単にこちらの願望かもしれないけどね）

　いくぶん自じ嘲ちよう的てきに思うのは、自分と父との関係に重ねあわせていたからかもしれない。

　塔子自身に出しゆつ生せいの疑ぎ惑わくはないが、父からの愛情を感じられないことは同じだ。

　いずれにしろ主上も東宮も、たがいに煩はん悶もんを抱かかえていることは確かだろう。

　そのことで貴哉の意見を聞いてみたかったのだ。

　───主上は東宮のことを、本当はどう思っているのだろう？

　そんなことを訊きかれたって、経けい緯いを知らない貴哉に答えられるはずがない。

　かといって疑惑を事細かく説明し、あげく自分が主しゆ観かん的てきに感じた主上への訝いぶかしさを文で伝えることなどできそうもない。もしも貴哉があの場にいて、主上の表情や言げん動どうを目にしたのなら、きっと的てき確かくな意見を言ってくれるのだろうに。

「やっぱり無理だよね」

　片かた膝ひざを抱えこみ、顎を乗せて塔子はため息をついた。

　どう考えたって無茶な話だった。しかし塔子にとってこんな人の心の機き微びを問う相手として、貴哉は最適な人間だったのだ。

　ずっと一緒に暮らしてきた六歳年長の叔お父じは、思し慮りよ深ぶかくて他人に対する洞どう察さつ力りよくに優すぐれ、思いやりに満ちた理想的な人格の持ち主だった。せめて直接話すことができたのなら、なんとか伝えられるような気もするのだが。

「熊野は遠いなあ………」

　貴哉と別れてからひと月も経たっていないが、話したいことは山ほどある。

　一年経ったら戻っておいで、そうでなかったら迎えに来る───そう貴哉は言った。

　祖そ父ふと母を相あい次ついで亡くして以来、ずっと二人寄り添うように暮らしてきた。彼のそばにいて話を聞いてもらえれば、大たい抵ていの悩みは解決できた。

　熊野の人々、山さん河が、海、あらゆるものはいまでも懐なつかしい。

　縋すが子こがどう言おうと塔子に入じゆ内だいするつもりはなかったし、東宮妃にならずにすむのなら都みやこにいる必要はない。ならば熊野に帰ることを切せつ望ぼうしてよいはずなのに、必ずしもそう思っていないことを自覚していた。

　熊野に帰りたいと思っているが、都に留とどまりたいとも思っている。

　それは、その理由は───。

　廂ひさしの先でかたりと音がした。簀すの子こを誰かが通ったのか、あるいは蔵くろう人どが格子を下げに来たのかと思ったが、亥いの刻こくまではまだ間がある。

「誰？」

「私です、女によ王おう」

　ひそめた声に、塔子は仰ぎよう天てんして身を乗り出した。

　聞き覚えのある声にあたりをきょろきょろと見回し、女によう官かん達がいないことを確認する。古こ事じ記きの写しや本ほんやら読書やら、なにかと夜よ更ふかしをする自分に付き合わせるのは気の毒なので、基本的に亥の刻前には女官達を下がらせていた。

「平たいらの少しよう尉じよう？」

　問いかけに「はい」と返事が聞こえた。

　塔子がいざるようにして簀子に出ると、白はく砂さを敷きつめた庭には、高こう欄らんに顔をよせるようにして暁あかつきが立っていた。

　月は出ていなかったが、黒と濃こい紫むらさきを織り交ぜた空には金きん粉ぷんを散らしたような星々がきらめき、釣つり灯どう籠ろうの明かりが彼の端たん整せいな面差しを黄おう銅どうの彫ちよう像ぞうのように照らし出していた。

「ど、どうしたの？」

　信じられない気持ちで、塔子は尋ねた。

　正しよう七しち位いという立場上、暁のほうから自分を訪ねてくることは難しい。

　それなのに今日は二回も会うことができた。しかも昼間会えたことは偶然だったが、今度は暁が意図して訪ねてきてくれた───そこまで考えて、塔子はわれに返る。

（って、な、なにを意味深に考えているのよ！）

　こんな夜更けに訪ねてきたのだから、なにか重大な用事があるからに決まっているではないか。自らに言い聞かせると、高こう揚ようする気持ちを抑えて塔子は訊いた。

「な、なにかあったの？　あなたから訪ねてくるなんて珍しい」

「女によ王おうが呼んでくだされば、私はいつだって参りますよ」

　目を円まるくする塔子から、暁は視線をそらさない。

「よ、呼んでもいいの？　私があなたを」

「あたりまえでしょう」

　暁は即そく答とうした。

「だ、だって、事件はもう解決したのに？」

「事件がなければ、会っていただけないのですか？」

　いくぶん不満げに告つげられた言葉に、塔子は二にの句くが継つげなくなる。

　事件がなければ会っていただけないのですか？　ひょっとしなくてもそれは、事件がなくても会いたいということなのか───。

（えっ？　ま、まさかっ！）

　考えついたとたん、にわかに塔子は焦あせりだした。

　そんな馬ば鹿かなという思いばかりが頭を占しめて、うまく言葉をつむげなくなる。

「え、えっと………」

　しどろもどろになる塔子に、暁はきょとんとした眼まな差ざしをむける。

「そ、そんなことは、ないから………」

　頰ほおを赤らめつつ告げた言葉は、照れくささから少しつっけんどんな物言いになった。

　にもかかわらず、暁はものすごく嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。少年のように素直な表情に、塔子はしばし見入ってしまう。

（それって、暁も会いたいと思ってくれている、ということでいいのかな？）

　ふと思いついた考えに、胸のうちが温かいもので満たされていくのを感じる。

「ですが、今日はお訊きしたいことがあってお訪ねしました」

　生き真ま面じ目めさを取り戻した暁の問いに、塔子は眼めをぱちくりさせる。

「な、なに、やっぱり事件があったの？」

「ちがいます。そんなものがそう年中あってたまりますか」

　昼間と同じやり取りをしていることに気づき、一瞬二人の間に奇き妙みような空気が流れる。

　一いつ拍ぱくおいて、二人は同時に噴ふき出した。

「本当にちがいますよ」

　笑いの余よ韻いんを残しつつ、おもむろに暁が尋ねた。

「昭しよう陽よう舎しやに移るとお聞きしたのですが………」

　そのことかと、塔子は唇くちびるをへの字に曲げる。

「本当よ。東宮付きの尚侍ないしのかみだから、明日移るように言われたわ」

　今日中にとかなり乱らん暴ぼうなことを言われたが、そこまで言うと愚ぐ痴ちになりそうだったので黙っていた。だいたい移動が今日であろうと明日であろうと、縋子が強引であることに変わりはない。

　昭陽舎に移ることを、暁が知っていたことは別に驚かなかった。移動の話は女官達の口を通してあっという間に広がるだろうと思っていた。そもそも塔子自身が、昭陽舎の渡わた殿どので主上や左さ近こん衛えの大だい将しようにもそのことを告げてしまっていたのだから、情報に敏びん感かんな暁の耳に入らぬはずがないのだ。

　そこで塔子はふと思いついた───暁であれば、左近衛大将が言った言葉の真しん偽ぎも知っているのではないか。

「そうですか。またずいぶんと急な………」

　なんともいえない表か情おをする暁に、塔子は世間話をするように話題を振る。

「あのね、昼間の東宮様の件だけど………」

　せつな、暁の切れ長の眼に緊張の色が浮かんだ。

　その反応に塔子はたじろぐ。いかに周知とはいえ、殿てん上じよう人びとともあろう公く卿ぎよう達が、ああいうふうに皇こう家けの噂うわさを面白おかしく語るなど品性に欠かける行為である。そしてその噂を追及しようとする行為も、あまり上品なものとは言えない。

　とはいえ暁の立場上、まともに塔子を叱しつ責せきするわけにはいかない。細い糸が張りつめたような彼の緊張感は、あるいはこれからされるであろう不ふ敬けいな質問に対する牽けん制せいのようにも見えた。

　一いち瞥べつをくれたあと、しかたがないというように暁は小さく息をついた。

「昼間、渡殿で公卿達が話していた件ですか？」

　塔子はうなずく。

「東宮様の御お母はは上うえは亡くなられた先の東とう宮ぐう妃ひ様でしょう。しかも先せん々せん帝ていの内ない親しん王のう様にあたられる方で………」

「そうですよ」

　素そっ気けない暁の物言いに、塔子は気おくれしかける。

　暁が不快になっていることは間違いなかった。

　しかしここで遠えん慮りよしていてはどうにもならぬと、気持ちを切り替える。

「だけど東宮様の本当の御父上は、主上ではなく法ほう皇おう様だって………」

　意を決して口にした塔子に、さすがに暁は驚いた表情をする。

「誰がそこまで………」

　暁は低くうめいた。因いん縁ねんある左近衛大将の名を出せず、塔子は返答に詰まる。

　しかし暁は、それ以上追及しようとせずにきっぱりと言い切った。

「そのように聞いております」

　塔子は眼を円くする。

「ど、どういうことなの？」

　塔子の問いは、噂に対してのものだけではなかった。断だん言げんした暁の面おも持もちが、これまで見たことがないほど沈ちん痛つうだったからだ。

（いったい、どうしたの？）

　塔子の不安げな眼差しに、暁はしばし沈ちん思しする。

　やがて開き直りでもしたように、投げやりな口調で彼は口を開いた。

「玄げん宗そう皇こう帝ていと楊よう貴き妃ひの話を知っていますか？」

　塔子はうなずいた。左近衛大将から話を聞いたとき、真っ先にその話を思い出したほどだ。

　息子むすこの妻を父が奪うばったという、中国唐とう王おう朝ちようのあの有名な故こ事じ。

　東宮にとって祖父が父であるかもしれぬというのなら、正直それぐらいしか理由は思いつかなかった。しかし一般的な倫りん理り観かんや道どう徳とく観かんから考えるのなら、あまりにも信じがたい事態である。

　本当に法皇が、実の息子である主上の妻に手を出したというのだろうか？　信じられない思いで暁を見ると、彼はゆっくりと首を横に振った。

「いくら『治ち天てんの君きみ』の権力が絶大でも、さすがにそこまで人の心を踏みにじるような真ま似ねはなさいませんよ」

　一応法皇を弁べん護ごしてはいるが、暁の口調は不ふ承しよう不ぶ承しようといった調子である。

　どう反応すべきか悩む塔子に、さらに暁は続ける。

「不義を働いたのは、むしろ太たい子しと貴き妃ひのほうです」

　塔子は息を吞のんだ。太子と貴妃とは、玄宗皇帝の息子とその妃・楊貴妃のことだ。すなわちこの場合、道徳に反する関係を持ったのは、主上と東宮妃だと言っているのである。周囲に人がいないとはいえ、主上の呼こ称しようを口にするわけにもいかず、太子と貴妃にかけて言ったのだろう。

　喩たとえの意図は分かるが、もちろん納得することはできなかった。

「だ、だって、そのお二ふた方かたはもとから夫婦じゃない。それなのにどうして不義を働くことになるの？」

「先の東宮妃・榠めい子こ内親王は、もともと法皇の寵ちよう姫きだった御方です。つまり主上は父親の寵姫を奪い取ったということです」

　塔子は絶句する。

　それだけでも動どう揺ようするには十分だったのに、さらに衝しよう撃げき的てきなことを暁は告げた。

「それだけではありません。もともと榠子内親王は、亡くなられた先の弾だん正じよう尹いんの宮みやのお妃きさきだったのです」

　あまりのことに、もうなんと反応してよいのか分からなくなった。

　つまり榠子内親王という人は、親しん王のう、法皇、主上と三人も夫を替えたことになる。

「………す、すごいところね、宮中って」

「宮中でも前ぜん代だい未み聞もんですよ」

　容よう赦しやなく言い切った暁に、塔子はますます反応に行き詰まる。

　なんの関係があるのか不明だが、東宮の出しゆつ生せいにまつわる噂、そして榠子内親王を挟んだ主上と法皇の関係を詮せん索さくしたことで、どうも暁の敏感な部分に触れてしまったようだった。

　以前から暁が、家族や身内に対して複雑な感情を持っているらしいことは、話の節ふし々ぶしに感じていた。

　あるいはこの国でもっとも高貴な方々のただならぬ関係に、なにか思うところが彼にはあるのだろうか？　いずれにしろ暁が、亡くなった榠子内親王も含めた三者にあまりよい感情を持っていないことは確かなようだ。

　いっぽうで塔子は驚きはしても、三人にたいして特に悪い印象は持たなかった。

　法皇に関しては、不義を働かれた側という暁の説明をそのまま受け止めていたし、昼間声をかけられたことで、主上には好こう感かんを持っていた。榠子内親王に関しても、女の結婚がおのれの意のままにならぬことを身を持って痛つう感かんしていたので、三度の結婚にはきっとやむにやまれぬ理由があったのだろうと考えたのだ。

　しかしそのやむにやまれぬ理由がなんなのか、想像がつかない。

「それで、どうしてそんな前代未聞の事態になったの？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな塔子の問いに、暁は言葉を詰まらせる。

　短い沈黙のあと、彼は渋しぶ々しぶ語りはじめた。

「榠子内親王が、最初の夫であった弾正尹宮と死別なさったのは、結婚から三年も経たたないころでした」

　先々帝の皇こう女じよとして産まれた彼女は、まだほんの童わらわ女めのころから美び貌ぼうの誉ほまれ高く、適てき齢れい期きを迎えるころはかぐや姫ひめ並みに求きゆう婚こん者しやがあとを絶たなかったのだという。そして寡か婦ふとなったあとも同じことが繰り返され、ここぞとばかりに初婚時を上回る数の求婚者が現れたというのだ。

　そこまでならただの美女伝説で終わる話なのだが、厄やつ介かいなことに時の帝みかどと東宮の二人までもが彼女に執しゆう心しんしていたのである。おかげで他の求婚者達は臆おくしてしまい、榠子の身の振り先は、帝と東宮、すなわち現在の法皇と帝に絞しぼられることになった。

　この段階で塔子はすでについていけなくなりそうだったのだが、なんとか思考を働かせてこの事態について考えた。

「ていうかいくら内親王様でも、一度他人の妻となった女性が帝や東宮様の妻になることなんてできるの？」

「後こう宮きゆうには〝尚侍〟という、たいへん使い勝手のよい役職がございましてね」

　皮ひ肉にくとも投げやりとも取れる暁の言葉に、塔子は複雑な表情をする。

　喪も中ちゆうのため女によう御ごではなく尚しよう侍じとして出しゆつ仕しさせられている塔子には、たいへん説得力のある言葉だった。

「それで、法皇様のほうに決まったの？」

　榠子が最初、法皇の寵姫だったというのならそうなるだろう。

　あんのじょう暁はうなずく。帝と東宮という権力差を考えればとうぜんのことだ。

　もっとも帝てい位いに即ついたいまでも政まつりごとに関心のない帝は、宮中での権力を行こう使しすることは少ないと評判だったのだが。

　しかしつづく暁の言葉は、塔子の予想とは少しちがったものだった。

「それに当時の情勢を考えれば、榠子内親王に主上の皇み子こを産みでもされたら、厄介な事態になりかねませんでしたから」

「え？」

「主上、当時は東宮ですが、彼にはすでに幾いく人にんかの妃がいましたが、子供にはまだ恵まれておりませんでした」

「ああ、つまり摂せつ関かん家けにとって厄介だということね」

　素早く塔子は納得した。すでに東宮妃として入内している摂関家の娘は、御お子こを産んでいなかった。そんなところにたとえ結婚歴があるとはいえ、内親王という身分の女性に親王誕生とでもなれば、必然未来の東宮候こう補ほとしてあがってくる。それぐらいならすでに第一皇おう子じを立りつ坊ぼうさせている法皇に嫁とつがせたほうがいろいろと問題はない。

　かくして榠子は女御ではなく尚侍として、時の帝、すなわち法皇の寵愛を受けることになった。

「ですが、主上は納得なさらなかったのです」

　ため息交じりに暁は言った。

「尚侍となられた榠子内親王への執しゆう心しんを、主上は隠そうとなさらなかった。何度も彼女の殿でん舎しやに押しかけようとし、そのたびに女によう房ぼう達に止められたそうです」

　あまりのことに塔子は言葉をなくす。そんな激しい一面があるなど、昼間顔をあわせた主上の優しげで穏おだやかな雰ふん囲い気きからは想像もつかない。

「あの、主上が？」

　にわかには信じられないでいる塔子に、暁は苦いものを嚙かんだような表情でうなずく。

「当時を知る方は、みな驚かれていたそうです」

　法皇の第一皇子として産まれた帝は、母親の身分も高く、後ろ盾も申し分なかった。

　しかし優しい性格で人に好かれこそしたが、指導力に欠け、政治的才覚は凡ぼん庸ようの一言に尽つきる人物だった。

　対してひとつ違いの弟宮、すなわち塔子の父・高たか槻つき親しん王のうは、幼少のころから才さい気き煥かん発ぱつの誉ほまれ高く、父ちち帝みかどのお気に入り、こちらこそ次期帝とされていた人物だった。だから年ねん功こう序じよ列れつとはいえ、法皇が今上を東宮に決めたとき、人々は驚きを隠さなかったのだという。

　そこまで聞いて、なんとも複雑な気持ちで塔子は言う。

「では主上は、父上のことをあまりよく思ってはいなかったのかもしれないわね」

「───そもそも高槻親王のほうにも、主上を軽かろんじているところがございましたから」

「らしすぎて笑えるわね」

　遠えん慮りよがちに答えた暁に、冷ややかに塔子は言った。

　左さ大だい臣じんとして辣らつ腕わんをふるった父だったが、そのぶん敵は多かったのだろう。

　だから疑惑をかけられたとたん、容よう赦しやなく足あし許もとをすくわれた。そして主上も積極的に父をかばうことはしなかった。

　信念あっての行動だったのだろうが、父がもう少し利用される側の気持ちを思いやっていれば、呪じゆ詛そ事件はちがう結果になっていたかもしれない。いまさら思っても詮せん無ないことだが、塔子は考えずにいられなかった。

　そしてそのことを直接父に訴うつたえられない、死という絶対的な隔へだたりがもどかしくてならなかった。もし父が生きていたのなら、なにを言われようと、どうあしらわれようと、正面から行いの真意を突きつめてやるのに。

（死んでしまったら、どうにもならない）

　そのことを塔子は痛つう感かんする。

「それから半年ほどして法皇が行ぎよう幸こう、そのころは帝でしたから（天てん皇のうの他所への出行を行幸、上じよう皇こうの場合を御ご幸こうと言って区別した）。主上は後宮の渡殿で女房達が止められないほどに暴あばれ、榠子様を昭陽舎に連れていってしまったのです」

「へ？」

　物思いから立ち返った塔子だったが、あまりの内容にとっさに理解できなかった。

　昼間にこやかに話しかけてくれた主上と、父帝の妃をさらう若い東宮の印象がどうしても一いつ致ちしない。

「それで法皇が、榠子様をお譲ゆずりされることにしたのです。まあ半年経たって、ご自身が厭あきられたというところもあったのかもしれませんが」

　どこか投げやりな暁の口調に、塔子は思わず眉まゆをよせる。

　後半の法皇に対する言葉は、間違いなく余計な一言だった。これが噂好きの公卿達からなら驚かないが、暁の口から出ただけに驚いた。

　先ほども感じたが、榠子内親王をめぐる複雑な父子おやこ関係に、暁はなにか思うところがあるようだった。もちろん左さ衛え門もん府ふ少尉の暁が主上や法皇と深く接する機会などないだろうから、連想する事態とか、あるいは似た経験をしたというところかと思うのだが。

「それから九カ月半後に産まれたのがいまの東宮です」

　暁の言葉になるほどと塔子は納得する。確かにその間合いであれば、東宮の父親が誰なのか疑われてとうぜんだ。まあどちらの子であったにしろ、血筋だけをいえば帝位に即つくにふさわしい人間ではあると思うが。

「そうだったの………」

「それで主上は、東宮を疎んじておられるのですよ」

　確かに普通に考えればそうなるだろう。しかし塔子は納得できなかった。

　出生の件にかんして、非ひはあきらかに主上にある。むしろこの件で東宮を責せめる権利など誰にもない。よほどの暴ぼう君くんというのなら分かるが、昼間見たあの優しげな主上の姿からそんな身勝手な性しよう分ぶんはうかがえなかった。

「そのことだけど………」

　言いかけて塔子ははっと口をつぐむ。

　暁の表情は平然としていた。しかし高欄に置いた手がかすかに震えていたのだ。

「ちがうと思う!!」

　衝動的に塔子は叫んでいた。

「主上は、東宮様を疎んじてなどいないわ」

　暁の端整な面差しに、はっきりと驚きよう愕がくが浮かんだ。

　短い見つめあいのあと、暁は眉間に皺しわを刻んだ。

「そんな………」

　彼の声はあきらかに上うわ擦ずっていた。

　そのことに気がついたのか、暁は一度口をつぐみ、あらためて切り出した。

「そんなはずはないでしょう。どこの世界に、自分の子供かどうかも分からぬ子を疎んじない男がいますか」

「私はそう思うの、うまく言えないけど」

　理論も理り屈くつもない言い分だったが、他に言いようがなかった。

　なにしろつい先ほどまで、自らの胸のうちにある思い───世間が言うように、主上は東宮を疎んじてなどいない───を具体的な言葉にするために、貴哉に相談しようと文を認したためようとしていたところだったのだから。

　自分の心に生じた直感や感傷を、的確な言葉にする術すべなど塔子は持っていなかった。

　だからそんなときは、いつも貴哉に相談していた。彼が側にいないいま、ただ目の前の暁が痛ましくて、感情のまま言葉を口にしてしまったのだ。

「少尉」

　塔子は呼びかけた。

「なにか辛つらいことがあるの？」

　暁は不意をつかれた表情で、驚いたように塔子を見つめる。

「………なにを言って」

「大丈夫、私がいるから」

「!?」

　母が子供に対して言うような台詞せりふに、暁はあ然とする。

　たがいの中にどんな思いがあろうと、表向きは主上と東宮について語っていたのだから唐とう突とつすぎる感は否いなめない。そもそも五歳も年長の男性に言う台詞としても、あまり一般的ではない。しかし塔子は疑いもせずに、言葉をつづける。

「前に教えたでしょう。お母様を亡くしたとき叔父様が〝僕がいるから大丈夫だよ〟と言ってくれたって」

　それは当時十歳だった塔子を、十六歳の貴哉が励はげました言葉だった。

　普通に聞けば、二十一歳の暁を励ますのにふさわしい言葉とは言えないだろう。

　どう思ったのか、ぎこちなく暁は口を開いた。

「………叔父君が、ですか」

「そうよ、覚えている？」

「え、ええ………」

　歯切れ悪く暁は答えたが、かまわず塔子はつづける。

「そのあと叔父様が〝僕も塔子がいるから大丈夫だよ〟って言ってくれたことも、覚えている？」

　思い当たる節ふしがあるような表情をする暁に、塔子は、そうだ、と言うようにうなずく。

　一方的に大丈夫と言われたわけではなく、同じ言葉を返してもらったから、塔子は自分に自信を持つことができたのだ。自分が誰かに必要とされている人間なのだと、思うことができたのだ。

　塔子は簀子にしゃがみこみ、高欄に肘ひじを乗せてぐいっと身を乗り出す。

　庭に立つ暁と、視線の高さと距離がより近くなる。

　とつぜんの塔子の行動に、暁は気け圧おされたように一歩後あと退ずさりかけた。

「私もあなたがいるから、この宮中での生活を大丈夫だと思えるようになったのよ」

「!!」

　暁は後こう退たいさせかけた足を止め、まじまじと塔子を見つめる。

「だから辛いことがあったら、私のことを思い出して。あなたがいるから、私はいまここで頑張っていられるんだから」

　ぱあっと花が咲いたように笑う塔子に、暁はまるで射いられたように視線を固定させた。

「………」

　短い沈黙のあと、やがて暁の顔に、泣いているとも怒っているともつかぬ複雑な表情が浮かぶ。

（え？）

　驚く塔子の視線から逃のがれるように、暁はさっと顔を伏せた。

　ごくわずかな時間そうしたあと、暁はゆっくりと顔の位置を戻した。彼の表情は元の落ち着きを取り戻していたが、心持ち頰が赤らんでいるように見える。しかし釣灯籠の明かりの下ではよく分からなかった。

　暁は唇をうっすらと開き、かすかな息を吐くような小さな声で言った。

「なにも辛いときでなくても、あなたを忘れたことはありませんよ」

　その言葉はあまりにもかすかな声で言われたため、塔子はよく聞き取ることができなかった。

「少尉？」

「………あかつき」

「へ？」

「暁と、呼んでくれませんか？」

「………あか、つき？」

「はい。あなたには、名前で呼んでほしいんです」

　塔子はひどく驚いたが、暁の請こうような眼差しに気け圧おされ、戸と惑まどいがちに呼びかける。

「じ、じゃあ、暁………」

　しかしつむいだ言葉は、すぐに阻はばまれた。冷たい夜や気きに混じり、左頰にひんやりとした感かん触しよくが触ふれたからだ。暁が右手を伸ばし、指先だけで塔子の頰に触れていた。塔子は身み動じろぎもせずに、息を詰めて暁を見下ろす。

　はじめてのことではなかった。以前にも、築つい地じ塀べい側の金きん木もく犀せいの花の下で同じように頰に触れられた。あのときは心臓が飛び出すかと思うほどに動どう揺ようした。

　だけど今回は、もどかしさと歯は痒がゆさばかりがこみあげる。

　塔子は身体からだを固定したまま、唇だけをきゅっと嚙かみしめる。

　暁の辛さを救ってあげることができない、自分の非ひ力りきさが悔くやしかった。

「女によ王おう」

　静かな呼びかけに視線だけをむけると、暁は寂さびしげに微笑んだ。

　どうして、そんな表情をするのだろう？

　いったいなにを抱えているんだろう？

　どうして、なにも話してくれないのだろう？

　自じ嘲ちようともやるせなさともつかぬ思いがぐるぐると頭の中を駆けめぐる。

　だが、なぜかその問いを一つとして口に出すことはできなかった。

　身動ぎもできない見つめあいのあと、やがて暁が静かに告げた。

「本当のことを知ったら、私のことを嫌いになるかもしれませんよ」
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　京の空がようやく白くなったころ。

　左さ京きよう区く三さん条じようにある斎さい院いんの宮みやの邸やしき。通称東ひがし三さん条じよう院いんの寝しん殿でんにつながる渡わた殿どのを、どかどかと乱暴な足音が駆け抜けた。

「斎院宮様、おいでになられたようです」

　上半分だけを外にあげた東面の二に枚まい格こう子しの奥で、御み簾すの隙すき間まから外をのぞきつつ女によう官かんが言った。彼女の背後から他の女官達も〝大丈夫？〟という表情で簀すの子こをのぞきこむ。

　そんな不安げな彼女達とは対照的に、女主人は鷹おう揚ようとしたものだった。

「来おったか」

　紫し檀たんに蒔まき絵えを施ほどこした脇きよう息そくにもたれ、別の女官に髪を梳すかせていた縋すが子こは、実に緊きん張ちよう感かんのない口調で南面の一枚格子をあげるように命めいじた。女官の一人が格子を内側にあげる。南面と東西の格子は作りが異なることが一般的である。

　足音は次第に大きくなってきて、女官が御簾に手を伸ばすのと同時にぴたりと止まる。

　女官の一瞬の躊ちゆう躇ちよの隙すきをつくように、外側から御簾がまくれあがった。

「猶は母は様！」

　御簾を持ちあげていたのは、暁あかつき───東とう宮ぐう・明あか槻つき親しん王のうだった。

　いっせいに集中する女官達の視線を、暁は痛いほどに感じていた。

　彼女達の奇き異いな視線もとうぜんだ。高貴な女性の部屋に取とり次つぎもなしに飛びこむなど、およそ東宮とは思えぬふるまいだ。自覚はもちろんあったが、この叔お母ば相手にそんなことを気にしていたらなにもできない。そもそもいま身に着けている白しら橡つるばみの狩かり衣ぎぬも、とても日ひ嗣つぎの皇み子ことは思えぬ質しつ素そな装しよう束ぞくなのだから。

　簀子のところで仁に王おう立だちをする暁に、ゆらゆらと扇おうぎを揺ゆらしながら縋子は言った。

「危ないではないか、東宮。妾わらわの女官に怪け我がをさせるおつもりか」

　言葉ほど責せめるような口調ではなかったが、暁はぎょっとしてあたりを見回す。

　簀子と廂ひさしの際きわで、女官が両手を前に出したままぼう然と立ち尽くしている。

「あ、どこかぶつけなかったか？」

　心配そうに尋ねる暁に、女官は恐きよう縮しゆく顔で首を横に振った。

「だ、大丈夫でございます」

「ならばよかった。すまぬな、乱暴なことをして」

　謝しや罪ざいを受けた女官はしばしぽかんとなり、やがてはにかみながらうなずく。

　この展開に、昼御座ひのおましに控ひかえていた他の女官達はうっとりと頰ほおを染める。

　彼女等の反応を楽しげに見つめたあと、からかうように縋子は言う。

「本当にどうなされた、東宮。いつもなら中ちゆう門もん廊ろうから庭を突き抜けてくるのに」

　やんわりと日ごろの不ぶ作さ法ほうぶりを指し摘てきされ、暁は渋しぶい顔をする。やむにやまれぬ事情で立ち回ってはいるが、基本的にこれ以上ないというほど高貴な育ちの人間である。自分の行動やふるまいが、非常識で礼れい儀ぎ知らずであることは百も承しよう知ちしている。

　しかし今日の場合は時間が時間だったので、いつものように庭から直ちよく撃げきせず、一応中門廊で縋子の起き床しようを確認したうえで渡殿を通ってきたのだ。

「まあ、そんなところにおらず中にお入りなさい」

　自身にむけて扇を振りながら、縋子は暁を招く。むすっとしたまま廂に足を踏み入れると、先ほど謝罪を受けた女官が縋子の正面に素早く茵しとねを用意する。

「どうして塔とう子こ女によ王おうを、昭しよう陽よう舎しやに移動させたのです」

　腰を下ろすなり切り出した暁に、縋子は平然と答える。

「東宮付きの尚侍ないしのかみなのだから、あたりまえではないか」

「私は彼女を妃きさきにはしませんよ」

　間かん髪はつ容いれない、しかも不自然なほどにきっぱりとした声こわ音ねだった。

　あからさまに怪け訝げんな表情をする縋子から、暁はそっと視線をそらす。

　そんな暁を意味深に見やり、おもむろに縋子は尋たずねた。

「妃にせぬとは、どういうことじゃ？」

　とうぜんの問いだったが、暁は答えることができなかった。

　なにしろ塔子の入じゆ内だい話が持ちあがったとき、暁はこれまで頑かたくなに妃を拒こばんでいたのが噓うそのようにあっさりと了りよう解かいしたのだ。

　理由は塔子が女によ王おう、すなわち皇こう家けの娘むすめだからだ。

　帝みかどの外がい祖そ父ふとなることで長年勢せい力りよくを保ってきた摂せつ関かん家けだったが、近年は嫁とつがせる娘に恵まれず、あるいは入内させても皇み子こに恵まれず、その影響力は衰おとろえつつあった。

　きっかけは、法皇の外祖父たる先の先の関かん白ぱくの早そう世せいだった。抜ばつ群ぐんの政治力を持つ若き帝は、藤とう家けのしがらみを取り払ったことで皇こう家けに勢力を取り戻し、長年帝てい王おうの地位にあり続けたのだ。

　今きん上じようの母は摂関家の娘だったが、三年前彼がようやく即そく位いするころには、外祖父たる先の関白はとっくに他た界かいしていた。ちなみに、塔子の父高たか槻つき親しん王のうの母は、女によ王おうである。

　しかしここで自分が摂関家から妃を迎え、彼女との間に皇子でも生なせば完全に元もとの木もく阿あ弥みだ。

　塔子に有力な後うしろ盾だてらしきものがない、というのもまた打ってつけだった。

　暁にとって左大臣の娘、元伊い勢せの斎さい王おう・塔子女王はその程度の存在にすぎなかったのだ。

　だが思いがけない形で彼女と出会い、人柄に触ふれたことで、暁の中で塔子の存在はみるみるうちに変化していった。

　だからこそ妃にはしない、いや、してはいけないのだ。

　それは彼女への想いを自覚してから、ずっと自分に言い聞かせてきた言葉だった。

　熊くま野のでのびのびと育った塔子に、権けん謀ぼう渦うず巻まく窮きゆう屈くつな宮きゆう中ちゆう生活は似合わない。

　まして自分の境きよう遇ぐうを考えれば、たとえ即そく位いをしてもその前ぜん途とは多た難なんを極めるだろう。そんな状況に、あの純じゆん朴ぼくな少女を巻きこむわけにいかない。

　そもそも塔子自身入内を望んでいないし、なにより彼女には故こ郷きように想う男がいる。

　さまざまな思いを胸のうちに押しこめ、まるで吐はき捨すてるように暁は言った。

「なんの茶ちや番ばんですか。あの左大臣の娘なんて、迎え入れられるわけがないでしょう」

　塔子の父・高たか槻つき親しん王のうと暁は、叔お父じと甥おいの関係でもあるが、次じ期き帝みかどの地位をめぐる政せい敵てき関係でもあった。高槻親王は自分の娘むすめ・梅うめ壺つぼの女によう御ごが産んだ（と思っていた）五ごの宮みやを東宮の地位に就つけたがっていたのだ。

　この暁の厳しい言葉に、女官達は顔を見あわせる。

　縋子は扇の上からじっと暁を見つめていたが、やがてぱちんと音をたてて扇を閉じた。

「東宮」

　暁はちらりと視線を戻しただけで、返事をしなかった。しかし縋子に気を悪くしたふうはなく、それどころかからかうような余裕さえもって告つげる。

「新参者の女官をその場で気き遣づかえる人間が、そのような悪あく態たいをついたところで誰も本気にせぬぞ」

「………」

「それにここの女官のほとんどは、そなたがまだ振ふり分わけ髪がみのころから、気き性しようを存じておる」

　ぐっと言葉を詰まらせる暁に、女官達は袖そでで口くち許もとをおおいぷっと噴き出す。昼御座に控える女官のおおかたは、縋子が賀か茂もの斎さい院いんに立ったころから仕つかえる古こ参さんの者達だった。

「それにそなたがすでに塔子と知りあっていることは、妾わらわも存じておるぞ」

　思いがけない言葉に、暁はあんぐりとする。

　左さ衛え門もんの少しよう尉じようを名乗って動き回っていることは、縋子にも知らせている。しかし今回の呪じゆ詛そ事件で、塔子と協力しあったことを話した覚えはなかった。

「え？　な、なぜ？」

「直なお霧ぎりに聞いた。一緒に熊野まで行ったそうじゃな」

「………」

　乳ち兄きよう弟だいの思いがけない裏切りに、暁は口をへの字に曲げる。

　しかし暁が身分を偽いつわっていろいろと立ち回っていることは縋子も承しよう知ちしているから、直霧も告つげ口ぐちした認にん識しきはなかったのだろう、そんなふうに自分に言い聞かせていたときだ。

「直霧が断だん言げんしておった。明槻親王は、間違いなく塔子女によ王おうに惚ほれておるとな」

　暁は心の中で、素早く前言撤てつ回かいした。いま目の前に直霧がいたら、間違いなく締めあげていただろう。まったく人を選ばないにもほどがある。よりによって縋子にそれを告げるなど、背はい信しん行為以外なにものでもない。

「だから妾がひと肌脱いでやろうと思うて東宮御ご所しよに呼んだのじゃ。添そい臥ぶしの相手でさえ他人任まかせだったそなたが惚れた相手じゃ。たとえ物ものの怪けでも協力するつもりでおったが、会おうてみればなんとも愛らしい姫ではないか。しかも内親王宣せん下げはされてないとはいえ、皇こう女じよであれば身分としても問題はない。まことそなたの妃にふさわしい姫ではないか」

　恩着せがましく縋子は言うが、物の怪比で愛らしいと言われても、塔子も嬉うれしくはないだろう。そもそもそんなことでひと肌脱ごうなどと、この人は自分のことを元げん服ぷく前の初う心ぶな少年だとでも思っているのだろうか？　確かに女性に贈るような和わ歌かは苦手だし、手しゆ蹟せきも褒ほめられたものではないが。ひねくれ半分に暁はそんなことを思う。

　それにしても恐おそるべきは、直霧の洞どう察さつ力りよくだ。自分は塔子に対する感情など、なにひとつ話した記き憶おくはないのに、態度やそぶりだけで本心を見抜いてしまったということか？

　二十一年来の付き合いになる乳兄弟の鋭するどさは頼たのもしいが、よりによってこの猶ゆう母ぼにそれを告げる迂う闊かつさは腹立たしい。

「直霧を叱しかってはならぬぞ」

　心中を見み透すかしたような、絶妙な時じ宣ぎで縋子は言った。

「直霧の妹が、五ご節せちで舞まい姫ひめをやることになっているのは東宮も知っておろう。その縁でたびたびこの三条院に来ておったのでな、そのさいちょこちょこっと………」

「丸めこんだというわけですか」

「人聞きの悪い。妾は舞姫を献けん上じようするための援えん助じよを申し出ただけじゃ」

　閉じた扇の先を胸にあて、すました表情で告げる縋子には、臆おくしたようすや悪びれたようすはかけらもない。長年斎院の地位に就いていた叔母は、味方としてこれ以上ないほど頼もしい相手だが、腹立たしいこともこのうえなかった。

　とはいえ五節の件を出されると、暁は反論に窮きゆうしてしまう。

　新にい嘗なめ祭さいに奉ほう納のうされる五節舞ごせちのまいを踊る四人の舞姫は、公く卿ぎよう、殿てん上じよう人びと、受ず領りようの層そうからあわせて四人が選ばれる。暁の乳兄妹でもある直霧の妹は、受領の層から選ばれたのである。

　五節の舞姫を献上するには、実は莫ばく大だいな費用がかかる。いくら豊かな資し産さんを持つ受領層でも、後こう見けんがあるに越したことはない。

　本来であれば乳兄妹である自分が引き受けなければならないところだったのだが、呪詛事件に絡からんだ一連の出来事にかまけすぎて、縋子に丸投げしていたのだ。

「舞姫の件では、猶母様には本当にお手間を取らせました」

　腹立たしさを交えつつも、暁は渋々頭を下げた。

　しかしここで殊しゆ勝しように頭を下げたことが、暁にとって失敗だった。

「本当にそう思うておられるのなら、妾の頼みを聞いてくれぬか？」

　ものすごく嫌な予感に囚とらわれ、暁は顔をあげる。

「頼み？」

「まず、一つ目は」

「一つじゃないんですか！」

　思わず突っこんだ暁を無視して、縋子は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。




「塔子との間に、子供を作りなされ」



















　あまりにも気軽に言われすぎて、一瞬言葉の意味が理解できなかった。

　もちろん耳にタコができるぐらい周りから言われつづけた言葉だったが、こんなふうに鶯うぐいすの雛ひなでも増やすかのように言われたのははじめてだった。

「は？」

「そうしなければ、東宮の男だん色しよく疑ぎ惑わくが本当のものになってしまう。少なくとも塔子は本気で信じておるぞ」

　暁は頭を抱かかえこんだ───勘かん弁べんしてくれ、あれだけ必死に否定したのに。

　もちろん塔子は、暁のことは男色だとは思っていない。面めん識しきのない東宮を、噂と思いこみだけで男色と決めてかかっているのだ。それは承知しているが、このまま〝東宮〟が誤解されたままでいることは、なぜか分からないが猛もう烈れつに嫌だ。

　煩はん悶もんする暁を見かねたのか、たしなめるように古参の女官が言う。

「斎院宮様もよろしくありませんわ。塔子女によ王おう様の疑いを否定もせずに、それどころか同意してしまうのですから」

「は!?」

　女官の言葉に暁は仰ぎよう天てんし、きっと縋子をにらみつける。

「どういうことですか、猶母様？」

　暁の追及に、縋子はしれっと答える。

「いや、指摘されてみれば、疑われてもしかたがないと思ったのでな」

「疑われているのならなおさら、本当のことを知っている人が真実を告げてください！」

　絶ぜつ叫きようする暁の剣けん幕まくに押されたのか、さすがの縋子も茵しとねの上で身動ぎする。

　いっぽうの暁は、肩で息をしていた。たいして長い言葉でもなかったが、あまりにも渾こん身しんの力で叫びすぎたからだろう。

　一瞬しおらしく見せはしたものの、すぐに元の調子を取り戻して縋子は反論する。

「誤解を解きたかったら、妾の力を借りるより、すぐにでも塔子を入内させて子作りに励はげんだほうが早………」

「猶母───！」

　内親王とは思えぬ露ろ骨こつな台詞に、あやうく暁は癇かん癪しやくを起こしかける。

「斎院宮様」

「いくらなんでも、はしたのうございますよ」

　女官達があわてて縋子を諫いさめるが、彼女の態度は馬ば耳じ東とう風ふうだった。

　暁はこほんとひとつ咳せき払ばらいをして、なんとか気を取り直した。

「無理ですよ、彼女はいま喪も中ちゆうです」

　自分で口にした言葉が思いのほか堪こたえた。

　喪中により入内を待たい機きしているという現状は、暁にとって実にやるせない状況だった。

　入内が決まってすぐに後こう宮きゆう入りをしてくれたのなら、塔子の想いなど気にかけず、淡たん々たんと妃に迎え入れることができたのだろう。

　だが彼女のことを知ったいま、妃にしてはいけないと強く思うようになった。

　呪詛事件の真しん相そうは、塔子の提てい案あんでほとんど公おおやけにされてしまっている。おかげで塔子は宮中でも針はりの筵むしろ状態なはずなのだが、ぞんがいに平然としていた。本人曰いわく、もともと怨おん霊りようの娘として敬けい遠えんされていたのだから、いまさら評判が悪くなったところで衣ころもの染しみが茶から灰色に変わった程度のことなのだという。

　安心はしたが、それも彼女が自分の局つぼねに引きこもっているからこそとも思う。表向き東宮不在の現状で、東宮付き尚侍である塔子には仕事らしきものがないのだ。

　だからこそ東とう宮ぐう妃ひとなったりしたら、そのときこそ現実を思い知らされるのだろう。

　いっそいますぐ熊野に帰すことができたのなら、未み練れんも想いも断ち切れるかもしれない。

　まして塔子は暁の正体を知らない。自分が東宮だと知ったとき、これまでずっと騙だましてきたことを一いつ本ぽん気ぎな塔子はどう思うだろう。

　好きだからこそ、妃にはできない。

　相あい反はんする苦しい想いを隠すため、わざとひねくれたふうを装よそおい暁は言った。

「男色疑惑を晴らすためだけであれば、別に相手はあの左大臣の娘でなくとも、それこそそのあたりの女官でもいいでしょう」

　大おお勢ぜいの女官を前にしてなんとも不ふ誠せい実じつな台詞だが、縋子は不快なようすも見せず、むしろ声をあげて笑った。

「戯たわむれを。東宮がそんなことができるお人かどうかぐらい、この場にいる女官のほとんどが知っておるわ」

　誠実さを認められているのだろうが、むしろ朴ぼく念ねん仁じんをからかわれている気がして、暁は微妙な気持ちになった。

「とにかく早く子供を作りなされ。可か愛わいい猶ゆう子しが男色の疑惑をかけられたままでいることは、妾もしのびないのでのう」

　一瞬にして広げた扇で鼻から下を隠し、縋子は嘆なげいたふりをする。

　絶対に面白がっているくせに───心の中で反論しつつ、暁は投げやりに応おうじた。

「時期がきたら、きちんと考えます。私も自分の立場は認にん識しきしておりますから」

　二十一歳という年齢はすでにその時期だろうとは思う。摂関家は大だい納な言ごんの娘、つまり左さ近こん衛えの大だい将しようの姪めいを東宮妃にあげようと躍やつ起きになっている。いずれは迎えなくてはならない相手だとは思うが、せめてもう少し自分の政治的地位を固めてからにしたい。

　どう受け止めたのか、扇のむこうで縋子はふんふんとうなずく。

「分かりました、その件はそなたに任せましょう」

　おもむろに述のべた縋子に、暁はほっと胸を撫でおろしかけた、のだが。

「二つ目の頼みは───」

　不意打ちのような要求に、思わず暁は額を押さえた。

　迂う闊かつだった。一つ目の願いが衝撃的すぎて、次の願いの存在をすっかり忘れていた。

　心構えができないでいる暁に、畳たたみかけるように縋子は言った。

「新嘗祭には主上のために、陵りよう王おうを披ひ露ろうしておあげなさい」
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　昭しよう陽よう舎しやに移って三日後に、大だい雪せつ～閉そら塞さむく冬ふゆと成なる～に入った。

　朝晩の冷えこみはいっそう厳しくなり、霜しも月つきという月の名が示すとおり、青々とした椿つばきの葉には塩を振ったような霜が降おり、吐はく息も霧きりのように白くなった。

「う～～、寒い」

　赤々と炭を燃やした火ひ桶おけに手をかざし、塔とう子こはぶるりと身を震わせた。

　京の冬が厳しいことは、野のの宮みやでの潔けつ斎さい期間に知っていたつもりだったが、今年はことさら厳しいような気がする。

「熊くま野のなら、もっと暖かいんだろうなあ」

　言ってもしかたがない愚ぐ痴ちをつぶやきながら、塔子はようやく温まってきた手を火桶から離した。紅こう梅ばいの匂におい（一の衣から五の衣まで、濃のう色しよくから薄はく色しよくへとぼかしてゆく配色）襲がさねの上に羽は織おった葡ぶ萄どう染ぞめの小こ袿うちぎの襟えり元もとをぐいっと引き寄せる。

「さあ、今年中に衣そと通おり姫ひめまで終わらせるわよ」

　袖そでまくりをせんばかりの勢いきおいで、塔子は文ふ机づくえにむかう。

　ちなみに衣通姫とは、允いん恭ぎよう天てん皇のうの娘でその美しさが衣ころもを通して外に光り輝かがやいたという意味からその名で呼ばれている。同どう母ぼの兄、木き梨なしの軽かるの皇み子ことの禁きん断だんの愛に堕おち、二人揃そろって非ひ業ごうの最さい期ごを遂とげるという話だ。古代日本では異い母ぼ兄妹までの結婚は許されたが、同母は禁きん忌きである。

　しかし気合を入れてもすぐに、気持ちは他のことに囚とらわれてしまう。

　先日会ったときの暁あかつきは、あきらかにようすがおかしかった。東とう宮ぐうの出しゆつ生せいにかんして彼の反応はあまりにも過か敏びんで、発言もおよそ第三者のものとは思えなかった。

（そういえば、暁の家族のことって聞いたことがなかったわ）

　彼自身、家族になにか思うところがあるのだろうか？　あるいは恋人か───。

　思いつくなり塔子の胸に、彼が告つげた和わ歌かが思い浮かぶ。

　───紫むらさきの匂におへる妹いもを憎にくくあらば、人妻ゆえにわれ恋秘ひめやも（万まん葉よう集しゆう巻一）。

　恋してはいけない人への想いを詠よんだ、天てん武む天てん皇のうの有名な古ふる歌うた。

（もしかして暁は、好きになってはいけない女性に想いをよせている？）

　だとしたらその懊おう悩のうは、父親の尚しよう侍じとなった榠めい子こ内ない親しん王のうを思し慕ぼする主上おかみの想いにつながるのではないのだろうか？　だから強引に想いを貫つらぬいた主上に対して、あれほど辛しん辣らつな態度を示しめした？

　───本当のことを知ったら、私のことを嫌いになるかもしれませんよ。

　塔子の頰ほおに手を触ふれ、寂さびしげにつぶやかれたあの言葉は、禁忌の恋を自じ嘲ちようしてのものではなかったのだろうか？

（いったい誰のことを？）

　悶もん々もんとしつつ、塔子は物思いから立ち返る。

「あ～～、もう。また考えている」

　文机に片頰を乗せ、南面の御み簾すに視線をむけて塔子は愚ぐ痴ちる。

「こんなんじゃ駄だ目め………」

　あれ以来、暁のことばかり考えている。励はげますつもりで口にした〝大丈夫〟という言葉は、残念ながらあまり影えい響きようを及ぼさなかったようだ。

「まあ、私と叔お父じ様の存在を同じに考えることが、そもそも図ずう々ずうしいんだけどね」

　自分にとって貴たか哉なりの存在は絶ぜつ大だいだったが、暁にとって自分がそんな存在になれるとは最初から思っていない。年齢、性別に加え、包ほう容よう力りよくの大きさも人格もちがいすぎる。

「はあ、叔父様に会いたいなあ………」

　机に頭を乗せたまま塔子はつぶやく。いま心の中に渦うず巻まくもやもやした思いを断ち切るには、貴哉の包容力に頼たよるしか思いつかなかった。

　貴哉と一緒にいたころ───熊野にいたころ、いや都みやこに入る前の自分が懐なつかしかった。

　斎さい王おうになるよう命めいじられ、都から野宮で潔斎をさせられているときも、伊い勢せ入りをしたときも、塔子自身はなにも変わらなかった。

　だけど二度目に京都に入ってからは、なにかがちがっていた。

　いくら自分に言い聞かせても悶々と思い悩む気持ちは変わらないので、いっそのこと開き直って気のすむまで考えることにした。文机から頭を離し、脇息にもたれ、ときには床に転がったりして、ころころと姿勢を変えながら思案している最中だった。

「斎王尚侍ないしのかみ」

　御簾のむこうで女によう官かんの呼ぶ声がした。

　ちょうど床に転がっていた塔子はあわてて起きあがった。

「は、はい？」

「左さ近こん衛えの大だい将しよう様が、ご面会を希望されております」

　危うくあげそうになった悲鳴を、塔子は辛かろうじて吞のみこむ。

　それまで暁のことばかりで悶々としていた頭が、一気に沸ふつ騰とうしたようになった。

（あいつ、今度はなにを企たくらんでいるのかしら）

　最初からまともな用件だとは思っていないあたりがなんともだが、これまでの彼の行いを考えればまったくしかたがない。顔を見るのも嫌いやな相手なので仮け病びようでも使おうかと思ったが、はじめから逃げの姿し勢せいは性しようにあわない。そもそも御簾越しではろくに顔も見られないのだから、ある意味好都合だ。

（よし、来るならこい）

　こぶしを握りしめた塔子は、もはやすっかり臨りん戦せん態たい勢せいである。

　左近衛大将を案内するように告つげると、塔子は南面の御簾にむきなおった。

　ほどなくして、御簾むこうの簀すの子こに左近衛大将が姿を見せた。衣ころもに薫たき染しめたと思われる伽きや羅らの香りがふんわりとただよう。

　簀子に腰を下ろすと、近衛大将はなめらかに頭を下げた。

「尚侍には御ご機き嫌げん麗うるわしく」

「おかげさまで、左近衛大将様もご壮そう健けんのようで。それで本日はなんのご用件でしょうか」

　もはや女官を介かいそうともしないどころか、いきなり本題を切り出した塔子に、左近衛大将は特に呆あきれたそぶりも見せなかった。それどころかやけに機嫌のよい声で告げる。

「尚侍とお話をするときは、事が早く進んで助かりますねえ」

　皮ひ肉にくも多分にあるのだろうが、あながちそれだけとは思えぬ声こわ音ねだった。

　胡う散さん臭くさい男ではあるが、野や心しんにあふれ頭も切れる人物だ。色いろ恋こい沙ざ汰たならともかく、実じつ施し的てきなことでは余計な手順をはぶいたほうが彼の性にはあっているのかもしれない。

　胡散臭げを通り越して、あからさまに疑いの眼まな差ざしを塔子はむけたが、御簾越しのために左近衛大将には伝わらなかったようだ。もっとも伝わったところで、堪こたえるような男だとも思えないのだが。

「で、お話とは？」

「その前に、お人払いを願えますか？」

　廂ひさし内にいた女官が戸惑うように塔子を見る。短い思案ののち、塔子は女官に立ち去るよう命じた。退席を確認してから、あらためて大将は言った。

「私と結婚しませんか」

　その瞬間、塔子の頭の中は間違いなく真っ白になった。

　いや、空白とでも表したほうがふさわしいかもしれなかった。唇くちびるを半開きにし、ぼう然と大将を見つめる。やがていくばくか思考能力がよみがえってきたが、そのせいでかえって頭の中は混乱していた。

（け、けっこん、って、血けつ痕こんじゃなくて結婚っ？）

　驚きのあまり、にわかに漢字につながらない。女子にしては漢字が得意なつもりだったが、もちろん問題はそんな知識的なことではない。

　御簾越しにでも動どう揺ようが伝わったのか、なだめているのかからかっているのか分からぬ口調で左近衛大将は言った。

「尚侍が驚かれるのも、もっともなことかと」

　あたりまえでしょう！　と怒ど鳴なりつけたい気持ちを抑おさえ、塔子はひとつ息をつく。

「左近衛大将様が、それほど冗じよう談だんがお好きだとは存じませんでしたわ。お好きなことはてっきり噓うそのほうだとばかり思っておりました」

「いやいや、冗談でも噓でもありませんよ」

　平然と左さ近この衛えの大だい将しようは訂てい正せいする。とはいえ噓つき呼ばわりされたというのに、少しも怒る気配を見せないあたりは天あつ晴ぱれである。もちろん傷ついたそぶりもない。

（ていうか、本気で言っている？）

　もちろん真剣に想いをよせられているなどとは思っていない。本気というのは、左近衛大将になんらかの意図があり、その目的を果たすために塔子への求きゆう婚こんが必要だという意味での本気である。

「東とう宮ぐう様の件は心配なさらなくとも結けつ構こうですよ。正式に入じゆ内だいした姫ならともかく、内定の現状であれば、父関かん白ぱくに頼めばなんとでもなりますから」

「左近衛大将様も斎さい院いんの宮みや様に負けず劣おとらず、珍しいものがお好きだったのですね」

「ええ、歳のせいか近ごろいろいろと趣味が変わってまいりましてね」

「～～～っ!!」

　頰に扇おうぎをあて、しれっと左近衛大将は告げる。ちなみに彼は二十六歳という話だった。

　早々と塔子はいらついてきた。もともと駆かけ引ひきが不ふ得え手てなのに、まして天てん敵てきともいうべき人間が相手では、すぐに忍にん耐たいも限界に近づく。

「というのは冗談でして、なに、結婚といってもほんの形だけでいいんですよ。そもそも私には正せい妻さいがおりますし、一、二年もしたら自然な形で別れてしまえますよ。それに私も、さすがにそこまで変わった趣味ではございませんから」

「あのねっ！」

「実は先ほど、主上が譲じよう位いの意向を示されたのです」

　塔子の限界を測はかっていたかのように、大声を出す寸前で左近衛大将は切り出した。

　なかば身を乗り出していた塔子だったが、そのまま身体からだを硬こう直ちよくさせ、危うく御簾のむこうに転がり出そうになった。左手を床について、寸すん前ぜんで身体を支える。あわただしい所しよ作さに気がついたのか、御簾のむこうで左近衛大将が嘲ちよう笑しようをもらした。

（む、むかつく！）

　恥ずかしいのと腹立たしいのが入り混じって、頭の中がかーっと熱くなる。

　床を押すようにして体勢を立て直すと、塔子はあらためて左近衛大将をにらみつけた。

「主上が譲位の意向を示されたって、御ご即そく位いなされてから三年しか経たっていないではありませんか」

「別に珍しくはないでしょう。もともと政まつりごとには関心の薄うすい御おん方かたですし」

　そんなものかと塔子は思った。政せい争そうに敗やぶれるか、あるいは巻きこまれて短たん期きで譲位を強しいられた話なら聞くが、政治に嫌いや気けがさして自ら譲位を望むなどあまり聞かない。

　無責任であることは否定のしようがないが、確かにあの優しげな主上に天てん子したる地位は荷が重いのかもしれない。以前であればけしてしなかったであろう同情を、塔子は主上によせていた。

（私だって、逃げ出せるものなら逃げ出したかったもの）

　三年前、とつぜん斎さい王おう就しゆう任にんを言い渡されたときは本当に逃げ出したかった。

　塔子の就任は現在の主上の即そく位いに伴ともなうものだったから、ほぼ同じ年月を意いに添そわぬ地位で過ごしたことになる。

　その辛つらさ、気持ちが分かるから、無責任の一言で片づけることはできなかった。

（法ほう皇おう様はなぜ、父上ではなく主上を東宮に指名したのかしら）

　暁も、そしていま目の前にいる左近衛大将も言っていた。法皇は主上よりも、弟宮である高たか槻つき親しん王のうの政治的手しゆ腕わんを高く評価していた。だから誰もが東宮には高槻親王が指名されるものだと思っていた。

「それがどうして、あなたが私に求婚する理由になるのです？」

　法皇の思おも惑わくは気になるが、ひとまず当面の問題はそこではない。

　東宮妃に内定している自分に、よりによってなぜこの左近衛大将が求婚する───。

「あ！」

　口くち許もとに手をあて、塔子は短く声をあげた。

　御簾越しに、左近衛大将がうっすらと微笑ほほえんだのが分かった。

「お気づきですね。東宮様が即位すれば、あなたの入内はほぼ決定的になります。しかも帝の………そうですね、ひとまずは女によう御ごあたりでしょう」

　そうなったら、もう逃のがれられない。

　突きつけられた現実に即そくして、塔子の脳のう裏りに真っ先に浮かんだものは、熊くま野のの風景や貴たか哉なりではなく、───暁の姿だった。

　彼がいるから都にいてもいいと思っていた。いや、いたいと思ったほどだ。

　だけど東宮妃になってしまえば───。

（どうしよう………）

　恐怖すら伴ともなう動揺に耐たえようと、塔子は唇を嚙かむ。

「た、確かに私は以前、あなたに東宮妃になりたくないと申しあげました。それは東宮様が父を陥おとしいれた人だと思っていたからです。ですが現実に東宮様はなにもされていなかった。それどころかあの件にかんしては一方的な被ひ害がい者しやでした」

　出会った当初、左近衛大将は東宮が父の仇かたきであるかのように話をした。そして塔子が入内を厭いとうように誘ゆう導どうしたのだ。

　もちろんそんな話をされる以前から、熊野に帰りたがっていた塔子は入内に乗り気ではなかった。しかしそのあたりの事情を左近衛大将は知らないはずだから、東宮への疑いが晴れたいま、塔子が入内を嫌がる理由はないと思うはずなのだが───。

「では、東宮妃、いえ、帝の妃きさきになってもかまわないと？」

　意味深な物言いに塔子は眼めを見み張はる。もちろんそんな表情は、御簾むこうの左近衛大将に見えているはずがないのだが。

「正直になりましょう、尚侍。前回もでしたが、あなたがもっと自分のことだけを考えることができれば、私の話は前回の件も含めて悪いものではないはずですよ」

　くすくすと笑いながら左近衛大将は言う。

　見み透すかされている───ぎくりとする塔子に応おうじるよう、左近衛大将はつづける。

「もしあなたが入内を了りよう承しようしているのなら、叔お父じ君ぎみの言葉にあんな反応を示すはずがありませんからね」

「………叔父様の言葉？」

「東宮様が呪詛事件に関与していないと分かったあとで、私に報ほう復ふくをしたいのならあなたが入内して皇み子こを産むことがいちばんだと言われて怒っていたでしょう。まったく当人を目の前にしていい度ど胸きようですね。さすが尚侍の叔父君だ」

　あまり怒ったようすもなく左近衛大将は言った。

　冷静に考えればもっともな指し摘てきだ。確かに塔子は、あのからかい半分の貴哉の言葉に対して、反論めいて声を大きくしてしまっていたのだ。

　暁があれほど拒きよ絶ぜつした（結果的には一緒に聞いていたのだが）殿でん舎しやにあがることをあっさりと承しよう諾だくするなど、どうも貴哉には恐おそれ知しらずというか、天然な部分がある。もっともこの話を第三者が聞いたのなら、ほとんどの者が口を揃そろえて「血は争あらそえない」とでも言うのだろうが。

　しかしこの場合感心するべきは、貴哉の度胸のよさより左近衛大将の鋭さだろう。

　自分の罪つみが暴あばかれようとしていたあの状況で、戯ざれ言ごとにも近い貴哉の言葉尻じりを捉とらえ、塔子の反応からそんなことまで見抜いてしまうなんて。

「いかがですか？　主上が譲位の意向を示されたいま、あなたの入内はほぼ決定的だ。しかし私と結婚をしてしまえば、あなたは東宮妃にならずにすむ。そしてほとぼりが冷めた一、二年後、あの叔父君のもとにお戻りになればいい」

「………」

「美び男だん子しでしたね」

　御簾のむこうで、左近衛大将が笑った気がした。

　表情を強こわ張ばらせる塔子に、左近衛大将は御簾に息を吹きかけるようにしてささやいた。

「あなたのご気き性しようからそう長々と悩むこともないとは思いますが、お返事は新にい嘗なめ祭さいまでお待ちしましょう」
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　子ねの刻こくを知らせる太たい鼓こが鳴った。

　塔とう子こは衣きぬの裾すそをあげ、物音をたてないようにして簀すの子こに出た。几き帳ちようのむこうで火ひ鉢ばちを囲む女によう官かん達は、おしゃべりに興きようじて気配に気づかない。漆しつ黒こくの闇やみの中で吐はく息は白く、頰ほおや手に触ふれる夜や気きの冷たさに身み震ぶるいしつつ、暗い壺つぼ庭にわの先に目を凝こらす。

　少し先で、ゆらりと灯あかりが蠢うごめいた。

「暁あかつき？」

　塔子の呼びかけに、ふわふわとただよっていた灯がぴたりと止まる。

　やがてそのむこうから、聞き覚えのない男の声がした。

「いえ、ちがいます」

　塔子はぱっと口くち許もとを押さえる。未来の東とう宮ぐう妃ひが、他の男と密みつ会かいしているなどと知られたら大だい醜しゆう聞ぶんである。顔を見られては一大事、そう思った塔子は急いで踵きびすを返そうとした。

「女によ王おう様、お待ちください」

　名指しで呼び止められ、塔子は足を止める。

　宮きゆう中ちゆうにおいてたいていの者は、塔子のことを尚侍ないしのかみと役職名で呼ぶのに、この男は女王と呼んだ。そしてその呼び名で塔子を呼ぶ者は、これまで暁しかいなかった。

　だがあきらかに、いまの声こわ音ねはちがっていた。

「………誰？」

　暗闇にむかい用心深く問いかけると、止まっていた灯がふたたび動きはじめた。

　次第に近づいてきた灯に照らされていたのは、直垂ひたたれを着た一人の青年だった。

「あなたは………」

「少しよう尉じようの部下で、平たいらの直なお霧ぎりと申します」

　青年は手にした灯を消すと、きびきびとした所しよ作さで白はく砂さに膝ひざをつく。

　そうだ、先日暁を呼びにきた青年だ。装しよう束ぞくからしておそらく滝たき口ぐちの武ぶ士しかと思ったのだが、左さ衛え門もん府ふ少尉である暁の部下というのならちがうのだろうか？

「今こ宵よい、少尉に文ふみを出されましたよね」

　直霧の物もの言いいは淡たん々たんとしていたが、塔子は呼び出したことを咎とがめられている気がした。

　暁を呼び出すとき、これまでは彼の気持ちや仕事面の都合ばかりを考えていた。

　しかし若い男が東宮妃候こう補ほから呼び出されることが世間にどう評価されるのか、考えてみればとんでもない誤ご解かいを招きかねない。

（迂う闊かつだった………）

　塔子は自分のあさはかさを責せめた。暁の部下と言うのなら、彼に不都合なことは口こう外がいしないだろうが、今後はいろいろと自じ重ちようしなければならない。

「少尉、来られないの？」

「ここには───」

　含みを持たせて答えると、白砂に顔を伏せたまま淡々と直霧は告げる。

「どうぞ、あちらに車を用意しております」

「車!?」

　頓とん狂きような声をあげる塔子に、直霧ははじめて顔をあげた。きれいな卵形の輪りん郭かくに、すっきりした切れ長の一ひと重えまぶた。引ひき締しまった口くち許もと。凜りんとした雰ふん囲い気きの、清せい潔けつ感かんただよう若者だった。

（そういえばこの人、熊くま野のに行ったときにも一緒にいたわ）

　いまさらながら塔子は思い出した。

「お静かになさいませ。女官達に気づかれると、なにかと面めん倒どうです」

「………というか私が勝手に抜け出したら、あの人達がお咎めを受けるじゃない」

　格子のむこうにある廂ひさしに、塔子は目をむける。お付きの女官達が火鉢を囲んでいるはずだ。直霧は承しよう知ちしているとばかりに、すぐに首を横に振った。

「宮きゆう中ちゆうでのあとのことは心配いりません。私がきちんと取り計らいます」

　揺るぎない態度で言われ、塔子は目を白黒させる。

「取り計るって………」

　以前熊野行きを告げたとき、暁が似たような反応を示した。彼や女官達に咎めが及ぶことを心配した塔子に、暁は断だん固ことして〝大丈夫〟だと言ったのだ。

　そして実じつ際さいに大丈夫だった。いったい暁はどんな手回しをしたのだろう？　そもそも左さ衛え門もんの少しよう尉じよう程度の暁に、そのような権けん力りよくがあるとは思えないのだが。

「お早く、暁様がお待ちです」

「で、でも、私と会ったことがばれたりしたら………」

　自分から呼び出しておいて、いまさらその現実に気がついて塔子は躊躇ためらう。

　先月までは暁のほうにも、呪じゆ詛そ事件の解かい明めいという密みつ命めいがあった。仮に会っていたことが公おおやけになったとしても、いくらでも言い訳はできただろう。

　しかし今回の塔子の要よう請せいは、あくまでも私的な面会だ。

　きっと暁も、東宮妃候補の女性との密会に応じることがどのような誤解を招くのか、その危険性に気がついたのだろう。だからこそ直霧を使いとして寄よ越こし、しかも場所の移動まで要求してきたのだ。ここは東宮御ご所しよでもある昭しよう陽よう舎しやだ。場所を変えられるのなら、そのほうがいくらかでも危険は回かい避ひできるのだろうが。

「大丈夫です。あとのことはお任せください」

　直霧の断言に、塔子はふと冷静になる。呼び出したのは確かに自分だが、ここまでして応じようとしてくれる暁の真意を考えた。

「分かったわ。あとのことは任せていいのね」

　断固としてうなずいた直霧に、塔子はもう迷わなかった。

　不安がないわけではなかったが、暁を含め周りに累るいが及ばなければ、自分はどうなってもいいという開き直りがあった。たとえお咎めを受けても、もともといたくもなかった宮中だ。追放されるのならむしろ大だい歓かん迎げいだ。

　直霧に先せん導どうされ車くるま寄よせまで行くと、物見のない小ぶりな糸いと毛げの車くるまが準備されていた。

　使用される糸の色によって利用の幅はばがあり、皇こう后ごうから典てん侍じまで使われる車である。だがあたりはすでに暗く、直霧が持つ紙し燭しよくだけでは色まではよく分からなかった。

　榻しじを踏み台にして後ろから屋や形かたに乗りこむと、素早く簾すだれが下げられる。

　やがてゆっくりと車が動きだすと、塔子は壁にもたれて大きく息を吐いた。

「やっちゃった………」

　どうなってもかまうものかと開き直りはしたが、それと緊きん張ちようしないことはまったく別だ。

　女官が後こう宮きゆうを無む断だんで抜け出すなんて、これが宋そう国こく（当時の中国）なら、死し罪ざいに等しい大たい罪ざいである。まあ薬くす子この変へん以降、殺せつ生しようを禁きんじる仏ぶつ教きよう思し想そうの影響で、日本での死罪は有ゆう名めい無む実じつ化かしているのだが。

（宦かん官がんもいないし、男子禁きん制せいでもないし、本当に日本の後宮ってゆるゆるよね）

　しみじみ考えているうちに、やがて車が停とまった。着いたのかと思うのと同時に、前の簾が巻きあげられた。

「到着しました」

　車の外で直霧がささやく。すでに牛は放たれ、車の口には榻が置かれている。

　おそるおそる車を降りた先は、どこかの邸やしきの中門だった。

（え、ど、どういうこと？）

　塔子は瞳ひとみをぱちくりさせる。確かにたいていの客人はここで車を降り、そのまま寝しん殿でんの中庭にむかうことが常つねではあるのだが。

「ち、ちょっと、こ、ここどこ？」

　塔子は側そばに控ひかえていた直霧に問いただした。中ちゆう門もん廊ろうの構えや、その先に広がる庭や寝殿の造つくりから、この邸が相当に立りつ派ぱなものであることは瞭りよう然ぜんとしていた。左衛門府の武ぶ官かんの家だとは到とう底てい思えない。

「東ひがし三さん条じよう院いんでございます」

「はぁ～～～[image: ]」

　塔子は時間も考えずに悲鳴をあげる。

　先日強きよう烈れつな出会いをしたばかりの、縋すが子こ内ない親しん王のうの邸である。

「な、なんで斎さい院いんの宮みや様のうち？」

「暁様にお訊ききください」

　取りつく島もない物言いだったが、混乱した塔子は気を悪くする余裕もなかった。

　中門の扉が押し開かれ、中庭のほうから暁が出てきたからだ。

「よかった、無事に着きましたね」

　胸を撫なで下ろしながら暁は言う。どこから指し摘てきしてよいのか分からぬほど、二に重じゆう三さん重じゆうにも大だい胆たん不ふ敵てきな行動だ。

「昭陽舎で話すことは、さすがにまずいかと思いまして………」

　それは塔子も認にん識しきしていたが、だからといって何な故ぜここなのだ？

　というより昭陽舎よりまずいのではないか？　そう指摘したかったが、なんの疑問も感じていないような暁の態度に言葉が出ない。

（な、なんなの!!　この人）

　どうしてこんなことを思いつくのか、ということより、なぜそんなに平然としているのかが疑問だった。

　そのとき小さなため息が聞こえた。見ると直霧が沈ちん痛つうな面おも持もちで額に手をあてている。

　暁は怪け訝げんな眼差しをむけたあと、やや不安げに問う。

「直霧、どうした。頭ず痛つうでもするのか？」

「………ええ、まあ」

　ぶっきらぼうに直霧は答えるが、暁に怒ったようすはなかった。

　先ほどの塔子に対する返答もそんな感じだったから、きっと彼はそのような話し方をする人間なのだろう。

「それなら早く休め。遅くまですまなかったな」

「………ありがとうございます」

　暁の労いたわりの言葉に、一いつ拍ぱくおいてから直霧は苦く笑しようで返す。そのあと彼は塔子にむかって一礼し、中門から車くるま宿やどりのほうに出て行った。

　いますぐ問いつめたい気持ちを根性で抑おさえ、二人のやり取りを見守っていた塔子は、直霧がいなくなるや否いなや暁の袖そでをつかみ、まるで引きよせるように彼に詰めよる。

「ど、どういうことなの？　どうして斎院宮様のお邸で待ち合わせなの？　こんなことしてあなたや女官達にお咎めはないの？　直霧さんは大丈夫だって言ったけど、理由はあなたに訊けって」

「大丈夫にはちがいありませんが、説明をするとたいへんに長くなりまして………」

　矢や継つぎ早ばやに尋ねる塔子は、いまにもつかみかからんばかりだ。暁は両手を壁のようにかざして、興奮して毛を逆立てる猫ねこに対するかのようになだめた。

　塔子が少し落ち着いたようすを見せると、暁は庭から中門越しに塔子を招きよせる。

　中門をくぐり抜けると北から南へ小川のように遣やり水みずが流れ、やがて大きな池となって庭一面に広がっていた。灯のない暗い池には、中島がよりいっそう濃こく浮かびあがっている。

「私がこの宮におります理由は、本日の斎院宮様の清きよ水みず詣もうでに衛え門もん府ふ武ぶ官かんとして付つき従したがったからです。女によ王おうの文ふみは居残りの者が届けてくれたのですが、さすがに昭陽舎に顔を出すのはまずいと思いまして───」

　歯切れ悪く告げる暁に、塔子は少しばかりしゅんとなる。

　薄うす々うす気がついてはいたが、やはり東宮御所でもある昭陽舎では、面会は以前よりもさらに緊張感を保たねばならないようだった。まして東宮が帰き京きようでもしたら、暁と会うことは彼の社会的立場を損そこないかねない。

（やっぱり、もう会えなくなるのかな………）

　考えると気が滅め入いりそうだ。暁がいるから都にいることも我が慢まんできたのに、東宮が帰ってくればもう彼と会うこともできないのだ。

「それで昭陽舎でお会いするよりは、いっそのこと女王にこちらに来ていただいたほうが安全かと思いまして」

　わりと平然と暁は言うが、それはそれで大いに問題がある。

「て、私の脱だつ走そうがばれたらどうするのよ？」

「いえ、それは大丈夫です」

「なんで!?」

「それをいま言ってしまうと、ちょっと面めん倒どうなので、申し訳ありませんが先に女王のご用件から述のべていただけませんか。そのあとでお話しますから」

　指摘され、塔子はあらためて自分から暁を呼び出していたことを思い出した。

　今日の左さ近こん衛えの大だい将しようからの申し込みについて、相談しようと思っていたのだ。

　どこまでも胡う散さん臭くさい男だが、彼が塔子の入内を阻はばみたい理由は摂せつ関かん家けの三男として明めい確かくだった。妃きさきを一人も持たない東宮が塔子との間に皇み子こでも生なせば、二代つづいて摂関家の血を引かぬ帝みかどの誕生につながりかねないからだ。

　彼等の野や望ぼうが、入じゆ内だいをしたくないという塔子の希き望ぼうと合がつ致ちした。

　ならば手を組んでもよいのではと思うが、相手が相手だけにやはり躊ちゆう躇ちよしてしまう。未み遂すいに終わったとはいえ、目的のために人一人殺あやめることさえ厭いとわなかったあの男の本質を考えると、やはり信頼をしてはいけないと思う。

　だが形だけでも左近衛大将の妻となれば、入内からは逃のがれられる。

　二年おとなしくして、ほとぼりが冷めたころに離り縁えんをすれば、塔子はもう自由だ。

　熊くま野のに帰ることも、そして暁に会うことも───。

「実は、左近衛大将から妻にならないかと言われたの」

　その瞬間、暁の思考は間違いなく停止したようだった。

　まあ、とうぜんだろう。ほんの半日前、自分とて同じ反応を示したのだから。

　一度瞬まばたきをすると、暁は確認するように問うた。

「さ、左近衛大将って、あの左近衛大将ですよね」

「うん。新あら手ての嫌いやがらせかと思って、張り倒したい衝しよう動どうを抑えるのに必死だったわ」

「気持ちはよく分かります」

　憤ふん然ぜんとして言う暁に、塔子は目を円まるくする。なんだか彼も相手を張り倒さんばかりの勢いだった。てっきり〝なにを企たくらんでいるのか〟と冷静に訊かれるかと思っていたのに、どうも真剣に怒っている。

「もちろん本気の求きゆう婚こんじゃないわよ。ただ、私にとっても微び妙みように美お味いしい話も含まれているから、ちょっと悩んでしまって………」

　気まずげに告げると、塔子は上うわ目め遣づかいに暁を見あげる。曖あい昧まいとはいえ結婚に対して肯こう定てい的てきな言葉を告げた塔子に、暁は信じられないものを見るような表か情おをする。

　こちらもとうぜんの反応だろうと、言い訳でもするように塔子は告げる。

「大将の言い分としては、自分と形だけでも結婚すれば、私は入内をしなくてすむということなのよ」

「………」

「今回は前のときとちがって、大将の目的もはっきりしているのよね。摂関家からすればそりゃあ私の入内は阻止したいだろうし、私も入内はしたくないし、目的は一いつ致ちしているから、本当なら二つ返事で引き受けたいところなんだけど、あの男の人間性を考えるとどうかと思って………」

　裏があるとかないとかではなく、人として赦ゆるせないと思った相手を、自分の都合や利りのために受け入れることが、塔子にはどうしても抵てい抗こうがあった。

「ねえ、どう思………」

　意見を求めようとして、塔子は暁を振ふり仰あおいだ。

　しかし次の瞬間、がしっと肩を押さえつけられた。

「やめてください！」

「へ？」

　篝かがり火びに照らされた暁の顔は、怖いくらいに真剣だった。理り屈くつも理性もすっ飛ばして、まさに本心をさらけ出したという感じである。ひょっとして投げやりにでも左近衛大将と手を組みたいような発言をしたことがよくなかったのだろうか？

「あ、暁？」

　しどろもどろになりながら、塔子が呼びかけたときだった。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、そちらにおいでですか」

　母も屋やから呼ぶ声に塔子は仰ぎよう天てんする。

「え、ど、どうして？」

　見ると母屋側の遣水の端はしに、ぼうっと灯あかりが浮かんでいる。

　なぜ自分がここにいることを、この宮の者が知っているのか？

「斎王尚侍、いらっしゃいますか？」

「は、はいっ」

　反射的に返事をした塔子に、いつの間にか肩から手を離した暁が深々と頭を下げた。

　なんだか水でもかけられたように、冷静さを取り戻している。

「すみません。私が女によ王おうの名前を使って、斎院宮様に文を出しました」

　意味が分からずにいる塔子に、まるで隙すきをつくように暁はつづける。

「興味深い書物がございますので、今宵は斎院宮様と語りあいたいという内容で」

「はぁ??」

「斎院宮様はたいへん乗り気で、さっそく女王を呼び出す文を後宮に寄越したそうです」

　想像もしなかった事態に、塔子はものも言えなくなる。斎院宮と女王の文を偽ぎ造ぞうするなど、大胆にもほどがある。あの左近衛大将だって、そこまでは考えつかないのではないのだろうか？　これはいくら相手が暁でも、さすがに抗こう議ぎをしないわけにはいかない。ぱくぱくとさせていた口を一度結び、塔子がなにか叫ぼうとしたときだった。

「おお、塔子。参ったか！」

　聞き覚えのある声に、まさかの思いで顔をむける。高こう欄らんのむこうに、なんと簀子まで出てきた縋すが子この姿が見えた。こんな暗くら闇やみの中で彼女の姿が認識できた理由は、釣つり灯どう籠ろうと周りを囲む女官達の紙し燭しよくの明かりに照らされていたからである。

　こちらは明かりを持っていないので、むこうから姿は見えないだろう。

「そなたの誘い、たいそう興味深いものだった。文をもろうてから、まだか、まだ来ぬかと待ちわびておったぞ」

　さすがに表情までは分からないが、高欄から身を乗り出さんばかりにしていることは分かる。しかも声があきらかに浮かれている。

（か、語りたい本なんて、なにも持ってきていないわよ！）

　あたふたする塔子の手に、暁がぎゅっとなにかを押しつけた。

「頼みます、これで話をあわせてやってください」

　反射的に受け取ったものは『続しよく日に本ほん記ぎ』だった。渋すぎる選択の理由を問う余裕はなかった。

「ち、ちょっと、私漢かん文ぶんはそんなに読めな………」

「すみません、文もん句くはあとでいくらでも聞きます」

　言うや否いなや、暁は脱だつ兎との勢いきおいで中門を抜けていった。

（え～～??　ち、ちょっと、暁！）

　声にできない言葉を、塔子は心の中で絶ぜつ叫きようする。こんなところで男と話していたことが知られたら、おたがいに大おお事ごとである。

　寝殿のほうから、気持ちよいぐらいはきはきとした縋子の声が聞こえてきた。

「はよう来るがよい。今宵は冷えるゆえ、妾わらわの御み帳ちよう台だいで酒でも飲みながら一晩中、語りあおうぞ」
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　四方を帳とばりで囲み、入り口以外の三方にも几き帳ちようを置いた御み帳ちよう台だいはけして広い空間ではなかったが、夜語りをするにはちょうどよい。二に帖じよう敷いた繧うん繝げん緑べりの畳たたみの上に、女二人で恥じらいもなく足を伸ばしている。

　土ど塀べいで囲まれた塗ぬり籠ごめの中では、大きな火ひ桶おけに火が熾おこされ、先ほどから勧すすめられるまま口にしていた酒のおかげで、塔とう子この身体からだはぽかぽかと温かかった。

「斎さい院いんの宮みや様がこのように漢かん文ぶんに通じていらっしゃるとは、存じあげませんでした。文もん章じよう博はか士せですら舌を巻いた、というお話は本当のことでしたのね」

「なんの、なんの。塔子もその若さでなかなかのものじゃ」

　母娘おやこ以上に歳の離れた皇こう族ぞくの女性二人は、すっかり意気投合している。白の小こ袖そでに衾ふすまを引っかけるという、いつでも寝るぞ態たい勢せいで話しはじめた二人だったが、酔よった勢いきおいもあってとうぶん寝そうもないほどに盛もりあがっている。少なくともいまの塔子には、紅こう梅ばい匂においの襲かさねを脱いで御帳台に招き入れられたときの緊きん張ちよう感かんはかけらもない。

　酒の影響も多分にあるとは思うが、博はく識しきな縋子の話は興味深かったし、なにより彼女の奔ほん放ぽうかつ大だい胆たんな気性は塔子と馬があうようだ。

　いろいろと話をしているうちに、内容は次第にこみ入ったものになってくる。

「主上おかみが譲じよう位いをほのめかしたというお話は、もう皆様ご存じなのでしょうか？」

　塔子の問いに、縋すが子こはそっと眉まゆ根ねを寄せた。

「まあ、朝ちよう参さんでお話しになられたそうじゃからなあ。物もの忌いみで出しゆつ仕ししておらぬ者達のところにも連絡がいっておるだろうよ」

　ふんっと腹立たしげにつぶやくと、縋子は立てた右みぎ膝ひざの上に顎あごを乗せた。

「おかげで関かん白ぱくどもが大わらわじゃ。まあ、しかたないな。このまま主上が譲位をなされて東とう宮ぐうが即そく位いをすれば、次の東宮が不在という異い例れいの事態になる」

　縋子にそんなつもりはなかったのだろうが、東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほとして責任の一いつ端たんを求められているような気がして、塔子は少しばかりいたたまれない気持ちになる。

「せめて東宮様がお戻りになられるまで、公表を待つことはできなかったのでしょうか？」

　遠えん慮りよがちに塔子は尋ねた。世よ継つぎの皇み子こを持たないという現状は、即位にあたって少なからず東宮の立場を厳しいものにするだろう。それを承しよう知ちしたうえで、主上が譲位の意志を公表したとしたら───。

（やっぱり主上は、東宮のことを疎うとんじているのかしら？）

　暁には直感で否定したものの、このような話を聞くとさすがに自信が揺らいでくる。

　少々暗い気持ちになった塔子の耳に、縋子のため息が聞こえた。

「心を御お保たもちになれなかったのであろう。ここ数カ月に起きた立て続けの騒そう動どうで、主上はすっかりまいっておられる。それでなくとも政まつりごとの駆け引きや権けん謀ぼうが苦手なお方じゃ」

　七つも年上の兄あに帝みかどに、まるで幼いわが子にでも対するような物言いだった。

　呪じゆ詛そ事件からはじまった、弟と妃きさき（梅うめ壺つぼの女によう御ご）の死。疫えき病びようの蔓まん延えん、怨おん霊りよう騒そう動どう。

　そして九年間わが子と思っていた五ごの宮みやが、実は赤の他人だったという真相は、あの気弱な主上の心をすっかり打ちのめしてしまったにちがいない。

「なぜ法ほう皇おう様は、私の父ではなく主上を東宮に指名されたのでしょうか？」

　いまさら言ってもしかたがないことだが、塔子は口にせずにはいられなかった。

　政治的に優すぐれた手しゆ腕わんを持つ父が、東宮ひいては帝の地位にあれば、一連の事件の顚てん末まつはまったく変わったものになっていたかもしれない。いや、事件そのものが起きなかったかもしれないのに。

　やるせない気持ちになる塔子を一いち瞥べつすると、縋子はひとつ息をついた。

「高たか槻つきの兄上が帝の地位に即ついておったら、いまごろは戦いくさが起きておったやもしれぬ」

「え？」

「そうよな、壬じん申しんの乱らん、あるいは藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろの乱らんぐらいの国を二分するような………しかしあのころとちがって、いまの時代は武士という武を生なり業わいにする存在がある。弓ゆみや刀かたなの性せい能のうも格段とよくなっておるから、下へ手たしたら戦の規き模ぼは広がり、被害もさらに甚じん大だいなものになるやもしれない」

　物ぶつ騒そうな台詞せりふに、塔子は手元に置いた『続しよく日に本ほん記ぎ』に目をむける。

　大やま和と朝ちよう廷ていを二分した二つの政変のうち、後者はこちらに記しるされているだろうか？

　孝こう謙けん（重ちよう祚そにより称しよう徳とく）女じよ帝ていの寵ちよう愛あいを笠かさに権けん勢せいをふるった藤ふじ原わら南なん家けの当とう主しゆ仲麻呂は、やがて女帝の寵愛を代わって得た道どう鏡きようの失しつ脚きやくを狙ねらって謀む叛ほんを起こす。この事変で藤原南家は滅ほろび、やがて現在の摂関家の先せん祖ぞとなる北ほつ家けに権勢は集約されてゆく。

　つまり、父・高槻親王が帝位に即いていたのなら、摂関家との対立は顕けん在ざい化か───国を二分する事態を引き起こしかねなかったと縋子は言いたいのだろうか。

　塔子は『続日本記』をぱらぱらとめくりながら、独ひとりごちるようにつぶやいた。

「だけど男皇み子こがいながら内ない親しん王のうを立りつ太たい子しさせるというのも、すごいごり押しですよね」

「光こう明みよう皇こう后ごうの立りつ后こうといい、時の藤とう家け（摂せつ関かん家け）の勢いを表しているような話じゃな」

　藤原家出身の妃きさきや女によう官かんがひしめく内だい裏りでは、絶対に口にできない話である。

　聖しよう武む天てん皇のうの后きさき・光明皇后は、時の太だ政じよう大だい臣じん藤ふじ原わらの不ふ比ひ等との娘むすめで皇族ではなかった。

　当時皇后は皇族しかなれないものとされており、彼女の立后と、その娘である安あ倍べの内ない親しん王のうの立太子はかなり強引なやり方だった。なにしろ聖武天皇には県あがたの犬いぬ養かい氏しの娘との間に安あ積さか親しん王のうという男子がいたのだから。

　そして史上初の女皇太子となったことで、阿部内親王は若くして生しよう涯がい独どく身しんを決められてしまう。

「そう聞くと、気の毒な方ですよね」

「他ひ人と事ごとのようになにを言うか。妾わらわとて同じようなものだし、そなたとてそうなる可能性はあったのやもしれぬのだぞ」

　長きに斎さい院いんの地位にあったことで、婚こん期きを逃のがしてしまった縋子の言い分は一いち理りある。塔子とてたまたま解かい任にんされはしたが、なにかの具合で一生伊い勢せの斎さい王おうであったのかもしれないのだから。

（かといって東宮妃になりたいわけでもないし、まして左さ近こん衛えの大だい将しようなんて絶対嫌だしっ！）

　昼間のことを思い出しただけで、酒の力でなしに頭が沸ふつ騰とうしそうだった。

　あの男にしては目的が明めい解かいだったが、だからといって話に乗るには生理的嫌けん悪お感かん並びに道どう徳とく観かんが激しく邪じや魔まをする。

「まあ意いに添そわぬ男といるより、独りでいるほうが気楽ではあると思うておるがな」

　やけに説得力のある発言をしたあと、縋子はふと表情をあらためた。

「たとえ〝三さん千ぜん寵ちよう愛あい在ざい一いつ身しん〟でも、榠めい子このように生きるのはごめんじゃ」

　嫌悪感をにじませた物言いに、塔子は目を瞬またたかせる。

　榠子とは亡くなった先の東宮妃、現東宮の実母の名前だ。そして帝みかどと法ほう皇おうの双そう方ほうから求きゆう愛あいを受け、結局双方の妃となった美び貌ぼうの内親王のはず。彼等の娘であり妹である縋子からすれば、確かに気持ちのよい存在ではないだろう。

「魔ま性しようの女とは、まさしくあのような者を言うのであろうな」

　なんとも過か激げきな言葉に塔子は反応に戸と惑まどう。縋子の嫌悪感は身内として分かるが、塔子からすれば、むしろ法皇と主上の男側の行動のほうがいかがかと思うからだ。

　かといってそう正直にも言えず、途と方ほうに暮れる塔子に縋子は苦笑した。

「すまぬな、感情的なことを言って。妾とて分かっておる。父上は七しち殿でん五ご舎しやすべてに妃をお持ちで、そのうえ白しら拍びよう子しまではべらせておった。主上だって六人のお妃がおいでだし、榠子だけが非ひ難なんされるのは不公平なことじゃ」

　一般的な男女の見けん解かいからずいぶんと外れた言葉だったが、塔子は深く同意した。

　高貴な方々が何人の妃を持とうと、立場を考えればとうぜんだと思う。

　それと同様に自分の意志だけで結婚を選べない女性が、人から命めいじられるまま複数の夫を持ったからといって、それはけして非難されるべきことではない。聡そう明めいな縋子は、そのことを十分承しよう知ちしているのだろう。

「だが東宮のことを考えると、妾はなかなか榠子に対して寛かん大だいにはなれぬのじゃ」

　自じ嘲ちよう気味な縋子の言葉は、意外なほど深く塔子の胸に突つき刺ささった。

　言うまでもなく、この件にかんして最大の被ひ害がい者しやは東宮だ。にもかかわらずこれまでの塔子は、東宮の気持ちを想像することがなかった。加か害がい者しやともいうべき主上の気持ちはあれほど慮おもんぱかったのに。

（やっぱり、入じゆ内だいを避さけたい気持ちが多少なりとも影響しているのかしら………）

　会ったこともない相手を拒否することは、実はなかなか根性がいる。だから東宮を存在としてだけ捉とらえ、一人の人間として考えることを避さけていたのだろうか？

「もちろん咎とがは法皇様にも主上にも等しくあろうが、あのお二人は少なくとも東宮に対して罪ざい悪あく感かんのようなものを抱いだいておられる」

　息巻く縋子に、訝いぶかしげに塔子は問う。

「榠子様はそうでなかったのですか？」

「お二人の求愛を受け入れたことを、お断りなどしたらお気の毒だから、などと言うておったらしい」

「………」

「結果的に主上のもとに入内されてから身み籠ごもっていることが分かり、どうなさるおつもりか問うた妾になんと答えたと思う？」

「さあ？」

「天てん女によのような微び笑しようを浮かべ、私の子であることに代わりはない、と答えおった」

　真しん理りといえば真理である。もちろんそういう問題ではないのだが。

　憤ふん然ぜんとする縋子に、首を傾かしげつつ塔子は返す。

「………えっと、それは〝なにがあっても私は母親だ〟ということですか？」

「そういう意味であれば、これほど腹を立てたりせぬわ。子供の父親が誰であろうと、自分にはいっこうに不都合はないという意味じゃ！」

　縋子の剣けん幕まくに塔子は身をすくめた。酒の勢いきおいもあるのだろうが、すでに亡くなった相手に対してまるで喧けん嘩かを売るような勢いである。

（よっぽど榠子様がお嫌きらいだったのね）

　言葉だけを聞けば、わが子を守ろうとする母の気き概がいに聞こえる。しかし縋子の憤いきどおりぶりから、けしてそういう物言いではなかったのだろう。

　開き直りなのか、あるいは本気でそう受け止めていたのかは不明だが、その話だけを聞くとどうも榠子という女性は、普通の人間があたりまえに持っている道どう義ぎ心しんや責任感のようなものが欠けていたように取れる。

「まあ、二人の男に言い寄られたことは榠子のせいではないが………」

　いくらか落ち着きを取り戻したのか、おのれを戒いましめるように縋子は言った。

「せめて当事者が父上か兄上かのどちらか一方であれば、妾ももう少し穏おだやかな気持ちになれるのじゃが………」

「それは考え方だと思いますわ。宋そう国こくのむこう、遼りようや西せい夏かでは、寡か婦ふを夫の家族が後ご妻さいに迎えるのはあたりまえだと聞いておりますし」

　なだめるつもりで述のべた塔子に、縋子は目を円まるくする。

　寡婦を亡くなった夫の家族が妻として迎え入れることは、遊ゆう牧ぼく民みん国こつ家かではしごくあたりまえのことなのだという。たいして儒じゆ教きようの影響が強い宋国では、妻は夫に殉じゆんずるものとされ、夫に先立たれた妻は殉じゆん死しすることが模も範はんとされている。

　もちろんいくら宋国でも、そこまで極きよく端たんなことをする者はあまりいない。

　しかし女が再婚することはやはり好まれていない。まして近きん親しん婚こんを極きよく端たんに嫌う風ふう潮ちようなので、血のつながりがない義ぎ理りの関係でも、家族内で女性をやり取りするなど考えられないのである。

　匈きよう奴ど（モンゴル高原を中心とした遊牧民族）に嫁とついだ前ぜん漢かんの王おう昭しよう君くんや吐と蕃ばん（当時のチベット）に嫁した唐とうの文ぶん成せい公こう主しゆが悲劇の女性とされた理由は、いわゆる蛮ばん族ぞくに嫁がされたこともあるが、夫亡きあと彼の身内と結婚という、儒教の思想でいえば近親婚を、しかも再婚という形で強しいられたとされているからでもある。

　とはいえ日本は、数百年前まで母親さえちがえば兄きよう妹だいでも結婚ができていた国である。

　そういう観かん点てんでは、塔子のいまの言動は突とつ飛ぴでもないかもしれない。

　ちなみに現在の日本は、宋国をはじめ外国とは国交を断たっている状態だ。まして宋を飛び越して、遼（当時のモンゴル東南部）や西夏（中国北西部）の国名が出てくるとは縋子も考えてもみなかっただろう。

　だが塔子の変わり者ぶりは縋子も承知していたようで、その思想ではなく妙みような方向への博はく識しきぶりを指摘した。

「遼や西夏とは、なぜそんな遠とおつ国くにの事情を知っておるのじゃ」

「叔お父じから教えてもらったのです。海のむこうには常とこ世よや補ふ陀だ洛らくではなく、ちがう言葉を使う同じ人間が住む国があるのだと言っていました」

「………聞いた話だが、たしかそなたの叔父は熊くま野のの神しん官かんではなかったのか？」

　疑うように縋子は訊きく。神官が神しん道とうにおける海のむこうの世界を全否定なのだから、縋子の反応はもっともなものと言えよう。ついでに言えば補陀洛にいたっては、熊野の海に昔から伝わる伝説である。

「はい。叔父はとても博はく識しきで、都みやこの文もん章じよう博はか士せも一目置いたほどの秀しゆう才さいなんです。明みよう経ぎよう、明みよう法ぼう、算さん道どう、紀き伝でんは言うに及ばず───」

　聞いてもいないことを得とく々とくと語る塔子は確かにかなり酔よっていたが、別に素面しらふであっても彼女の貴たか哉なり称しよう賛さんは同じようなものだっただろう。いっぽう縋子はすっかり酔いが醒さめたようにつぶやく。

「なるほど。話には聞いておったが、確かに強きよう敵てきじゃ」

「は？」

「いや、いや、こちらの話じゃ」

　ひらひらと手を振りながら縋子は笑う。釈しやく然ぜんとしない面おも持もちをする塔子に、縋子は思いついたように告げた。

「それほどの人物なら、その叔父とやらに一度会おうてみたいものじゃな」
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　丑うしの刻こくを告つげる太たい鼓こが響いた。

　室内の明かりのほとんどが消えており、暗い廊ろうを搔かい灯ともしの明かりが照らし出す。

「斎さい院いんの宮みや様」

　襖ふすまのむこうで女によう官かんのひそめた声がする。御み帳ちよう台だいの白い帳とばりを、高たか燈とう台だいの橙だいだいの光が照らし出す。

「大丈夫。ずいぶんと酒を飲んだから、よく寝ておるわ」

　縋すが子この返答に襖が開く音がした。しんっと静まった寝しん所じよに衣きぬ擦ずれの音が響き、あたりに甘あま酸ずっぱい香こうの匂いがただよう。御帳台のすぐ先で衣擦れの音が止まり、白い几き帳ちように人影が浮かびあがる。

「猶は母は様、御手数をおかけしました」

　涼すずやかな声に縋子が右手で几帳をまくりあげると、円座わろうざもなにもないそこに腰を下ろした暁あかつき───東とう宮ぐう・明あか槻つき親しん王のうがいた。

　重ね着をしているとはいえ小こ袖そでに厚手の衾ふすまを引っかけただけのかっこうで、縋子は御帳台を出てきた。冷静に考えればとても女が男の前でする姿ではないが、親子同然の関係と歳の差、室内の暗さのため二人ともほとんど気にしていなかった。

「かまわぬ。塔子とは一度腹を割って話してみたいと思うておったのじゃ。思った以上に楽しい姫じゃ。東宮が気に召めすのも無理はない」

　最後の一言に暁は渋しぶい表か情おをしたが、事実なので反論できない。

　しかもこんな夜よ更ふけに塔子を呼び出すために、後こう宮きゆう宛あてに文ふみを書いてもらい、待ちあわせ場所と宿まで提てい供きようしてもらうという多大な迷めい惑わくをかけているのだ。ちなみに自分が塔子の名を語り、縋子宛ての文を書いたという話はもちろん偽いつわりである。

「すみません。さすがに昭しよう陽よう舎しやに変へん装そうした私が姿を出しては危ないかと───」

　宣せん耀よう殿でんならなんとかごまかしきれたが、さすがに昭陽舎では自信がない。

　同感とばかりに縋子はうなずく。

「まあ、あそこには、そなたの顔を知る女官や蔵人くろうどがごろごろおるからのう」

「もう、いいかげん限界ですよ」

　格こう子しのむこうで控ひかえていた直なお霧ぎりが不満げに告げた。

　なにか言いかけた暁に、たしなめるように縋子は言った。

「直霧の申すことはもっともじゃ。東宮は明日にも帰き京きようすると、内だい裏りには伝わっておる。そうなればいくらなんでも、塔子に正体を告げぬわけにはいかぬであろう？」

「それだけではございません。主上おかみが譲じよう位いの意を示したいま、これほど不在が長きにわたれば、明槻様の地位を脅おびやかす者が現れかねません」

　懸け念ねんをあらわにして直霧は言うが、そんな者がいたら最初から自分は東宮になどなっていないと暁は思った。

　他に押せる親王がいないから、主上は自分を東宮に立てたのだ。もちろん祖そ父ふ法ほう皇おうの圧力も大きかったのだろうが、失しつ脚きやくした五ごの宮みやがもっと早く産まれていたのなら、曰いわくつきの出しゆつ生せいを持つ自分よりも彼が立りつ坊ぼうされていたにちがいない。結果として五の宮は皇こう族ぞくではなく、東宮どころか親王の資格すらなかったわけだが。

　もちろん出生に疑惑を持つ自分が、東宮にふさわしいとは暁も思っていない。

　だからといって公く卿ぎよう達が聞こえよがしにささやくように、自らの存在を恥はじて東宮を退しりぞくべきだとも思ってはいなかった。

　出生の疑惑は自分に非があってのことではない。その点にかんして人から責せめられる謂いわれはなにひとつない。だというのに責任の一いつ端たんを担になう帝は自分を敬けい遠えんし、母はまるでまったく無関係の人のようにふるまった。

　そのことを考えると暁は、やり場のない怒りに囚われる。唯ゆい一いつ祖父法皇だけは気にかけてくれたが、絶対な権力を持つ彼がそうすることで、ますます明槻親王は法皇の子供という説の信しん憑ぴよう性せいが強まってしまっていた。

「どうぞ早急に内裏だいりにお入りになり、速すみやかに東宮としての務つとめを果はたされますよう進しん言げん申しあげます」

　忠ちゆう義ぎ者ものの乳ち兄きよう弟だいの言葉に、暁は即そく答とうできなかった。

　正直暁は東宮の地位にそれほどこだわっていなかった。幼少のころなど出生を理由にした陰かげ口ぐちに耐えかね、東宮の地位を降りたいと思ったこともあったほどだ。

　だが長ちようじるにつけ、自分の出生に罪ざい悪あく感かんではなく憤いきどおりを感じるようになった。

　東宮の地位を降りることは、自分には責任のない罪つみを認めることだ。

　だからなにがあっても自ら東宮の地位を降りたりしない。そのうえで帝としての責せき務むを存分に果たしてみせると誓ちかったのだ。

「分かっている。朝ちよう廷ていに伝えたとおり、明日には内裏に戻る」

　きっぱりと答えた暁に、念押しをするかのように縋子が告つげる。

「大だい納な言ごんが譲位の条件として、自分の娘を東宮妃にするよう主上に要求したそうじゃ」

「存じております」

　大納言とは関かん白ぱくの長男、すなわち左さ近こん衛えの大だい将しようの長兄だ。常ならざる事態を理由に、ここぞとばかりに摂関家は自分達の娘を入じゆ内だいさせるよう言ってきたのだ。

　表向きは幼よう帝ていでもない帝みかどに妃きさきがおらぬという、前ぜん代だい未み聞もんの状態を避さけるためだが、本音は喪も中ちゆうですぐに入内ができない塔子よりも先に自分達の娘を入内させ、あわよくば親王誕生を狙ねらいたいというところだろう。もちろん男皇子を身み籠ごもるなど、当人達の意志だけでどうこうできるものではないのだが。

「関白の三男、左近衛大将が塔とう子こ女によ王おうに求きゆう婚こんしたそうです」

　暁の告白に、縋子と直霧は衝しよう撃げきを受けた顔をする。

　左近衛大将の目的は呆あきれるくらい明めい確かくだ。塔子の入内がなくなれば、摂せつ関かん家けの血を引かぬ皇み子この誕生を阻そ止しできる。加えて東宮妃にと望む大納言の姫の妃としての地位は安定する。摂関家の子し息そくとして実に分かりやすい行為だろう───。

　だがあの抜け目ない左近衛大将が、政せい敵てきでもある兄の支し援えんを素直に請うけあうものだろうか？　前回の呪じゆ詛そ事件のときとて、父や兄を出し抜こうとして五の宮に目をつけたくらいの人物だったのに。

「東宮」

　いくぶん緊きん張ちようした声で縋子が呼びかけた。

「喪の慣かん例れいなどこのさい早めてもよい。早急に塔子を妃として迎えるのじゃ」

　自分の心のうちを読まれたような気がして、暁は眉まゆ根ねをよせる。

「さすれば妃がいないことを理由に、そなたの即位を反対する者達はなにも言えぬ」

「私は彼女を妃には迎えません」

　依い怙こ地じとも取れる暁の態度に、直霧が怪け訝げんな表情をする。

　いっぽう縋子は、暁が以前も頑かたくなに塔子の入内を拒こばんだことを知っているからか、ただ困りはてたようにひとつ息をついた。

　ひどく子供じみたことを言っている気がして、暁は自じ己こ嫌けん悪おを覚えた。

　世継ぎ誕生は結果論だとしても、妃を迎えないままの即位などこの年と齢しで通じるはずがない。女によ王おうである塔子か大納言の娘。どちらかを娶めとらなければ世間は納得しない。

　塔子を入内させることは考えられない。彼女は熊くま野のに、なにより彼女が慕したう貴たか哉なりのもとに帰してやらなければと思っている。ならば大納言の娘を迎えるしか即位を認めさせる術すべはないのだろう。しかし現状を考えれば、もう少し時間が欲しいところだ。

　なによりも、この間合いで譲位を口にした主上に暁は納得できていない。

　いや、むしろこちらのほうが本音かもしれない。

「ではどうなさるつもりじゃ？　誰ぞ妃に迎えないかぎり、摂関家の者達はそなたの即位を認めぬぞ」

「即位しなければよいのです。主上にはもう少し帝てい位いにいてもらいましょう」

「東宮」

　縋子は眉根をよせて咎とがめるような眼まな差ざしで告げた。

「主上はもう限界じゃ」

「なぜ、私があの方を気き遣づかわなくてはならないのです！」

　かっとして暁は反論する。口にしたあと、自分の心の深しん淵えんにある思いを自覚した。

　現状で主上が譲位を望めば、後継ぎを持たぬ自分が窮きゆう地ちに立たされる。そんな元げん服ぷくしたばかりの少年でも分かることを、主上はあえて口にした。自分の思いを貫つらぬくことばかりに懸けん命めいで、ここまで頑に妃を持たずにきた暁の思惑に対する気遣いはまったくない。

（あの人はいつもそうだ）

　母を妻にしたときもそうだった。後先のことも考えず自分の気持ちばかりを優先し、その結果生しようじたことから目をそむけている。

　それは母も同じ、いや、彼女の場合はさらに始し末まつに負えなかった。

　なにがあっても貫こうとする情熱などないからなのか、信じられないほど浅はかに人の激しい想いを受け入れる。あげくその結果を、生まれつき罪ざい悪あく感かんや道どう徳とく観かんが欠けつ落らくしているとしか思えぬ軽さで受け流すのだ。

　両親のことを考えると、いつも暁は冷静さを保てなくなりそうになる。

　常であればそうなる前に思考を打ち切るのだが、今こ宵よいばかりはその制せい御ぎよが利きかない。

　大納言の娘のことだって、産まれるかどうかも分からぬ皇子に用心して先さき延のばしにするより、思いきって迎え入れて結果に対たい処しよすればよいではないか。

　理り屈くつでは分かっているが、主上の身勝手のために、なぜ自分が折れなければならないのかという現実が悔くやしくて受け入れられない。くだらない、子供じみた意地だということも分かっているのに、理性で感情を抑え切れない。

　膝ひざの上でこぶしを震わせる暁を、直霧は不安げに見つめる。

　短い沈ちん思しのあと、縋子はふうっと息をついた。

「少し頭を冷やしたほうがよさそうじゃ」

　しごくもっともな指摘に、暁は冷静さを欠いた自分を羞しゆう恥ちした。

「………猶は母は様」

「直霧、伴ともをせい」

「は？」

　同時に声をあげる暁と直霧の目の前で、すっくと縋子は立ちあがった。彼女は衾の袖そでに腕を通し、小こ袿うちぎのようにしっかりと着こんでいた。

　訳の分からぬ表情をする暁の前をすり抜け、縋子は自ら襖を開く。

　反射的に直霧も立ちあがり、縋子の後ろにつづいた。

　ぱたんと音をたてて襖が閉ざされ、塗ぬり籠ごめの中に暁は一人取り残される。

「頭を冷やすって、誰が？」

　てっきり自分に対する戒いましめだと思っていたのに、縋子のほうがこの寒い中外に出ていってしまった。

　ぼう然とする暁の耳に「うんっ……」と短い呻うめき声が聞こえた。

　はっとわれに返って御帳台に目をむけると、帳とばりの隙すき間まから白い小さな手が見えた。暗闇に慣れた暁の目は、萎しおれた花のようにだらりと開いた指先をしっかりと捉とらえた。そういえば縋子が、ずいぶんと酒を飲ませたように言っていたが───。

（具合でも悪いのか？）

　矢やも楯たてもたまらず暁は腰を浮かし、御帳台ににじりよる。両手を畳たたみの縁へりにつき、上半身を突き入れるようにして帳の中をのぞくと、すぐ先にこちらに顔をむけた塔子が横たわっていた。寝姿にどきりとして身み動じろぎかけたが、穏やかな寝息にほっと胸を撫でおろす。

「よかった、よく寝ている」

　冷静に考えれば、力なく開いた指も熟じゆく睡すいしているのならあたりまえだ。

　安心して後こう退たいしようとした暁だったが、次の瞬間、畳についた手がまるで縫ぬいつけられたかのように身動きできなくなる。

　女性の、しかも若い娘の寝顔を見るなど、甚はなはだ礼れい節せつを欠く行為である。

　だがまるで魅み入いられたかのように、視線を外すことができない。

　肩に背中に、そして畳の上にまで扇のように広がる丈たけなす豊かな黒髪。暗い中でも分かる搔かい練ねりのように滑なめらかな肌。水すい蜜みつのようにふくよかな唇くちびるはうっすらと開いており、いまにもなにか語りかけてきそうだ。

　暁は息を詰め、塔子の寝顔を見下ろした。

　緩ゆるく開いた小袖の襟えり元もとから、華きや奢しやな首筋と白い胸元がのぞいている。暁は逃げるように視線をそらし、帳のむこうでぼうっと灯った高たか燈とう台だいの明かりに目をむける。

　悪いた戯ずらを見つかった少年のように、鼓こ動どうが激しく高鳴っていた。

　もう一度、あの白い肌とふくよかな唇を見たい。

　罪悪感を伴う不思議な熱ねつ情じようが、自分の内側で激しくたぎっていた。

　───なにか辛いことがあるの？

　あの唇からふたたびあの言葉を聞いたのなら、自分はなにもかも告げてしまうかもしれない。両親のこと、出しゆつ自じのこと、そして自分の秘めたる想いを───。

　だがすぐに自じ嘲ちよう的てきに思う。そんなことをして、なんの意味があるのだ？

　彼女を妃に迎えないと誓ったから、自分の正体も告げていないのに。

　どのみち正体を知られれば、塔子は激しく怒るだろう。河か陽やで出会った当日も言われたが、自分はこれまで何度も彼女を騙だましている。一いつ本ぽん気ぎで誇ほこり高い塔子は、何度も欺あざむいてきたことを簡単に赦ゆるしはしないだろう。

　早くこの場から立ち去れ。自分には彼女に触れる資格はない。

　そう言い聞かせながら、手で畳を押すようにして腰を浮かしかけたときだった。

　動いたはずみで指先に艶やかな黒髪が触れた。扇おうぎのように広がった豊かな黒髪は、まるで川の支し流りゆうのように畳の上でうねっていた。

　取り戻そうとした理性が、危うくまた奪うばわれかける。

　こぶしをぎゅっと握り、暁は自分の内に起きた嵐のような衝動を、波が静まるのを待つように懸けん命めいにやり過ごそうとした。それはしごくわずかな時間だったのだろうが、暁にとってとてつもなく長い時間に感じられた。

　やがて大きな嵐が静まり、それでも心の中に小さなざわめきを残しながら、暁はふうっと息を吐ついた。

（頭を冷やすのは、やはり自分のほうだ）

　あるいは直霧と示しあわせて、あの猶は母はがわざとこの状況を作りあげたのかもしれない。御帳台を前にまんまと取り残されてしまったことも、なんらかの作為を感じる。だとしたら、見事にこちらの心しん境きようを見抜かれていたものだと思う。

　愛いとしく思う少女を前にしたたいていの男は、あらゆる誘ゆう惑わくに駆られずにはいられないだろう。

　だが残念ながら自分は『源げん氏じ物もの語がたり』の主人公光ひかるの君きみのような男にはなれない。かといって出生の暗さが常に人生に影を落とす、冷れい泉ぜい院いんや薫かおるの君きみにも特に共感しないのだが。

（まあ、あえて言うのなら夕ゆう霧ぎりかな）

　父ちち帝みかどの寵ちよう愛あいを一身に受け、破は格かくの待たい遇ぐうで出世を重ね、多くの女性と浮うき名なを流した光ひかる源げん氏じの長ちよう子しでありながら、従じゆ六ろく位いから出しゆつ仕しをはじめ勤きん勉べんさと秩ちつ序じよを重んじる性格で功こうを成なし、筒つつ井い筒づつの仲の従姉いとこ・雲くも井いの雁かりとの想いを貫いた。男性についてあまり語られることがない源氏物語だが、暁はあの作品の登場人物の中では夕霧がいちばん好きだ。

　物語の人物に想いを馳はせることで落ち着きを得ると、暁はふたたび塔子の顔に目をむける。先ほどは動揺してろくに見もしなかったが、よく見ると衾が肩から下にずり落ちていた。苦笑交じりに手を伸ばし、衾を首筋まで引きあげたときだ。

「………叔父様」

　かすれるような塔子のつぶやきに、暁は表情を硬かたくする。

　寝ね言ごとだった。なんの夢を見ているのかも分からない。とたんに惨みじめさと怒りと、なによりも罪悪感が胸にこみあげ、この場にいることがいたたまれなくなる。

　逃げるように立ちあがりかけた暁の手に、平野の川のように流れる塔子の黒髪が触れた。

　暁は息を詰め、その光景をじっと見下ろした。

　やがて暁はそっと塔子の黒髪を手に取り、自身の唇に静かに押しあてた。
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　帳とばりの隙すき間まから、金色の帯が射さしこんでいた。

　まぶしさに目を眇すがめつつ、光をよけようとくるんと寝返りをしたときだった。

「お目覚めでございますか？」

　御み帳ちよう台だいのむこうから聞こえた声に、塔とう子こはぎくりとして身体からだを起こす。

（そ、そうか。昨夜は東ひがし三さん条じよう院いんに───）

　あたふたとしてあたりを見回すが、縋すが子この姿はない。よもやと思うが自分一人が御帳台を占せん領りようし、縋子を追い出す結果になったのではあるまいか。

　なんの偶然か、昨夜見た夢は熊くま野ので貴たか哉なりと同じ衾ふすまをかぶって寝た夢だった。

　もちろん祖そ父ふと母が存命中で、たがいにうんと子供のころの話だ。六歳違いで兄きよう妹だい同然に育ったので、それがとうぜんのことだった。しかし彼が十三歳を超えたあたりから、塔子がいくら言っても同じ褥しとねでは寝てくれなくなったのだが。

（そういえばあのときはちょっと、いや、かなり哀かなしかったなあ………）

　いまになって考えれば、年ごろの少年としてあたりまえのことだ。祖父と母はまったく気にしていなかったようなので、あれは貴哉の自主的な判断だったのだろう。

　自分も含め、大おお雑ざつ把ぱで豪ごう快かいな人間ばかりが揃そろった家族の中で、なぜ貴哉ばかりがあれほど自己抑よく制せいと思し慮りよ深ぶかさに富とむ人間なのかよく分からない。

　それはともかく、斎さい院いんの宮みや様ともあろう御おん方かたであれば、あんなふうに誰かと寝しん所じよを共にしたりはしないのだろう。起こすことをしのびなく思い、自分のほうが退出してくれたということだろうか？

（て、それかなりまずいんじゃ？）

　酒の勢いきおいでやらかしてしまった（かもしれない）失しつ態たいに、塔子は青くなる。

「それでしたら、盥たらいなどお持ちしましょうね」

　返事をするより先に、衣きぬ擦ずれの音が遠ざかっていった。昨晩縋子がどうしたのか、そしていまどうしているのかを、せめて訊きたかったがしかたがない。腹をくくって塔子は、御帳台の中に見苦しく乱れた衾や枕などを片かた隅すみによせはじめた。

　そのはずみに、鼻び腔くうをかすめた香りにはっとする。

「金きん木もく犀せい？」

　甘あま酸ずっぱい芳ほう香こうはほんの一瞬で、すぐに冬の冷たい空気に飛ばされるように消失した。

　塔子は衾を両手で握り、しばしぼう然とする。

「暁あかつき………」

　名をつぶやき、すぐに否定する。どこにでもある香こうではないが、舶はく来らいの禁きん制せい品ひんでもあるまいし、たまたまここの人間が同じ香を使っていても不思議ではない。まして正しよう七しち位いの人間が使う程度の香であれば、本当のところはそれほど珍しい品ではないだろうから。

　そもそも庭で『続しよく日に本ほん紀ぎ』を押しつけさっさと逃とう亡ぼうした暁が、こんなところまであがってくるはずがない。昨夜のことを思い出して、塔子は地味に怒りを覚えた。

「まったく、今度会ったら一言言ってやらないと」

　いつもの調子を取り戻して息巻きはしたが、どうも釈然としない。

　暁はこの邸に呼び出したことを清きよ水みず詣もうでのついでのように言いはしたが、どうせ外に呼び出すなら、他にもっと適した場所がありそうなものだ。

　もちろん縋子の文ふみを偽造したことを考えるのなら、辻つじ褄つまは合うのだが………。

　やがて帳のむこうにふたたび衣擦れの音が戻ってきた。塔子は小こ袖そでの襟えり元もとを正し、上半身を御帳台の外に突き出した。塗ぬり籠ごめの襖ふすまは大きく開かれており、先ほど感じた朝日はここから射しこんできたものらしい。

　朝の準備を整えにきた女によう官かん達は、先ほどの三倍はあきらかに増えている。

「尚侍ないしのかみ、どうぞ早急にお召し替えを」

「は、はあ………」

　衣装や化粧道具をすでに持っているあたり、さっさと身み支じ度たくをしろという無言の意志表示らしい。しかし女官達が用意している衣装は、昨日塔子が着ていた紅こう梅ばいの匂におい襲がさねの五いつつ衣ぎぬと葡ぶ萄どう染ぞめの小袿とはあきらかにちがっている。

　塔子は御み衣そ櫃びつから衣い架かにかけられ調ととのえられた五つ衣と唐から衣ぎぬを見る。裳も唐から衣ぎぬ姿は宮中に出仕する女性の正せい装そうである。

（これを着ろってことかしら？　でもそれで、いまさら縋子様に御お目め通どおりしてどうするのよ？）

　小袖に衾ふすまを引っかけただけという、あられもない姿で酒まで飲み交わしたというのに。

　塗籠を出ると、待ちかねていたように女官達が塔子の身支度に取りかかった。

「あの、それ私の衣きぬじゃ………」

　いまさら遠えん慮りよがちに問うてみる。

「斎院宮様のお申しつけでございます。ご了りよう承しようくださいませ」

　反論することなど一切考えていない物言いに、塔子はさすがに閉へい口こうした。

　とはいえ縋子に対していろいろとこちらにも強気に出られない部分があるので、ここはおとなしくされるままでいることにした。なにしろ先に寝入ってしまったうえに、結果として彼女を御帳台から追い出してしまったのだ。

　なにを考えているのかいっこうに分からぬ相手ではあるが、左さ近こん衛えの大だい将しようのように相手を破は滅めつさせることをなんとも思っていない人間とはちがうだろう。

　萌もえ黄ぎの薄うす様よう（上より下へ薄くなる、白色までぼかした襲かさね）の五つ衣に、表おもて蘇す芳おうに裏うら紅べにの椿つばき襲がさねの唐衣を重ねて裳を着ける。いわゆる女によう房ぼう装しよう束ぞくは美しいが相当に重い。

「それでは、おいでください」

「どこに？」

「主しゆ殿でんで、斎院宮様と御父上であらせられる法ほう皇おう様がお待ちでございます」

　さらりと告げられた名前に、塔子は悲鳴をあげそうになった。

　法皇といえば現帝と縋子、そして塔子の父・高たか槻つき親しん王のうの父親にあたる人物だ。

　卓たく越えつした政治能力を駆く使しし、公く卿ぎよう達の力を抑えこみ、帝みかどとして絶大なる力をふるった。

　三年前の出しゆつ家けをきっかけに帝位を退しりぞき、法皇になってからは、制約のなくなった立場を利用してさらにその権けん勢せいを確かつ固こたるものにしている、いわゆる『治ち天てんの君きみ』である。

「な、なんでそんな御おん方かたが私に………」

「尚侍には御お祖そ父ふ君ぎみにあたるお方ではございませんか？」

　単純すぎる真実をつかれ、ぐうの音ねも出ない。

　確かにそのとおりだが、もともと父親に対する意識が希き薄はくなうえに、あまりにも天の上の人すぎてそんな意識はかけらも持たなかったのだ。

「まさか、法皇様が孫まごに会いたいとでもおっしゃったとか」

「そのとおりでございます」

　なかば皮ひ肉にくのつもりで言ったのに、まともに肯こう定ていされ塔子は絶ぜつ句くする。

　なんの酔すい狂きようだ。少なくとも塔子が内だい裏りに入ってから、法皇が宮きゆう中ちゆうに来たことはない。

　譲じよう位いして上じよう皇こう、あるいは法皇となられた帝は、大内裏だいだいりを出て里内裏さとだいりで過ごされる。一般的に、仙せん洞とう御ご所しよと呼ばれる場所だ。

（仙洞………）

　そういえば直なお霧ぎりにはじめて会ったとき、暁に〝仙洞の御方が〟と言っていた。

　直霧が言っていた人物は、もしや法皇のことだったのだろうか？　もちろん衛門府えもんふの武ぶ官かんである暁と直霧が、法皇御所に行ったからといって不思議ではないのだが。

「さ、お急ぎください」

　いまひとつ納得できないでいる塔子を促うながすと、女官は一人先に廂ひさしの間を抜ける。

　急いであとを追いかけた塔子だったが、心中はいろいろと複雑だった。

　野のの宮みやでの潔けつ斎さい期間も含め、入にゆう京きようしてから三年近い年数が経たつというのに、これまで法皇がなにか言ってきたことはなかった。それを今ごろ、孫だから会いたいなどと言われてもぴんと来ない。

（斎院宮様といい、本当に高貴な方々ってなにを考えているのかしら）

　重い裳唐衣を引きずりつつ簀子をしばらく進むと、母も屋やの昼御座ひのおましの前にたどりついた。

　廂との間には御み簾すが垂らされ、塔子は用意された茵しとねに腰を下ろす。

　正面を見ると、一段高い席に法ほう服ふくを着た人物が座っていた。間違いなく法皇その人であろう。塔子から見て右隣には縋子がいる。

「そなたが塔子か？」

　御簾のむこうで、しわがれた声がする。

　しかしその声は大きく、年齢は感じさせてもけして弱々しくない。

「は、はい。御お二ふた方かたには御ご機き嫌げん麗うるわしく………」

　深々と頭を下げたあと、縋子に昨夜の詫わびを言うべきかと悩む。

　だが、それより先に法皇が口を開いた。

「昨夜はずいぶんと飲んだようじゃな」

　いきなり耳の痛い指し摘てきに、塔子は恐きよう縮しゆくする。

「は、はあ………」

「父上、若い娘むすめをからかわれるものではありませぬ。それに昨夜は妾がどんどん勧すすめたもので、塔子も断りきれず」

「ほう、そなたに付き合えるのなら、塔子は相当にいける口じゃな」

「どうでしょうか？　昨夜は本当に気持ちがよく楽しいお酒だったものですから」

　なんの気なしに答えた塔子に、縋子が笑い声をあげた。

　なにがそんなにおかしいのか塔子はよく分からなかったが、ひとまず昨夜の無礼を怒っている感じではないことにほっとする。

「御簾を」

　法皇の命めいに、母屋に控ひかえていた女官が立ちあがって御簾を巻きあげた。

　くるくると三分の二ほど巻きあがった御簾のむこうで、法皇の姿があきらかになる。

　年齢のわりには大きな身体からだを、麴きく塵じん色いろの僧そう綱ごう襟えりの袍ほうと絹製の袈け裟さで包んでいる。剃てい髪はつした地肌は青々と輝き、張りのある頰ほおもまるで青せい年ねん僧そうのようだ。

　反面油ゆ断だんなく光る眼めと深く刻まれた皺しわからは、したたかさと狡こう猾かつさがにじみ出ており、卓たく越えつした政治家としての貫かん禄ろくが色濃く出ている。なんとも不思議な雰ふん囲い気きを持つ老人に、塔子が圧あつ倒とうされていると───。

「高たか槻つきの娘か、よく似ておるの」

　塔子の心を一気に白しらけさせる一言を、法皇は告つげた。

　縋子も主上おかみも同じことを言っていたから、やはり自分は父親に似ているのだろう。もちろん喜びも懐なつかしさもかけらもないわけだが。

「斎院宮様にも同じことを言われました」

　他に言いようがなく塔子が答えると、法皇は上じよう機き嫌げんで縋子のほうを見る。視線を受けた縋子は、同意したとでも言うようにうなずいた。

　金きん箔ぱくをふんだんに使った豪ごう奢しやな扇を胸の前であおぎ、法皇はしみじみと述のべる。

「高槻の血を引くそなたが産んだ子が、いずれ天てん子しになることがわしの望みじゃ」

　御簾をあげているにもかかわらず、塔子はあからさまに眉まゆをよせてしまう。

　塔子が東とう宮ぐう妃ひになることを前ぜん提ていにした発言なのだろうが、この言葉は意外なほど怒りを煽あおった。

「ならば最初から父が帝てい位いに即ついていたほうが、早かったのではありませんか？」

　抗こう議ぎというほど露ろ骨こつではなかったが、塔子の返答は周りの女官を青ざめさせた。

　いまの主上おかみを後あと継つぎに選んだのは、目の前の法皇だ。有ゆう能のうな父をさしおいての人選に、誰もが驚いたと聞いている。結果として父は失しつ脚きやくし、主上は慣れぬ立場に精神的に追いつめられた。どんな意図があったのかは分からないが、素直に父を東宮、帝にしておけば、ここ数カ月間の一連の騒そう動どうは起きなかったのではないだろうか？

　いまとなって塔子はその決けつ断だんを責せめているのだ。

　不意をつかれたように目を円まるくする法皇の横で、縋子がやれやれとばかりに天てん井じように目をむける。

　法皇の皺に囲まれた瞳ひとみが驚いたように塔子を見つめ、一瞬猛もう禽きんのように鋭くなる。

　どきりとして身構える塔子だったが、すぐに法皇の瞳は和なごんだものになった。

「なるほど。聞いたとおりかしこい娘じゃな」

　意外な言葉に驚く塔子に、法皇は言葉をつづける。

「確かにそなたの言うことには一理ある」

「………」

「しかし若いころの高槻を、あのまま東宮の地位に即つけておったら、皇こう家けと藤とう家け（摂せつ関かん家け）の間で戦いくさが起こっておったやもしれぬ」

　縋子と同じことを法皇は述のべた。

　対して塔子は臆おくすることなく答える。

「藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろの乱らんのようにですか？」

「言いい得えて妙みようじゃな」

　法皇はくっくっと笑った。

「さながら担かつぎ出された塩焼王しおやきのおおきみが、いまの主上というところじゃな」

　塩焼王とは天てん武む天てん皇のうの孫で、騒そう乱らんのおり仲麻呂側に帝候補として担ぎあげられ、最終的に討とう伐ばつ軍ぐんに殺されている。今上に対してなんとも不ふ埒らちな喩たとえである。法皇だからこそできる発言だろう。

「高槻は頭も切れ、政治家として有能だったが、無用に敵を作りすぎるのでな」

「………」

「その点で主上は優すぐれておられる。宮きゆう中ちゆうに争いが起きぬよう、自分を犠ぎ牲せいにしてでも気を配ることができる御方じゃ。まあ、必要な争いからまで逃げようとなさるのは、どうかと思うがのう………」

　苦笑交じりに法皇は言うが、後継者選びに対する彼の深い苦く悩のうがうかがえた。

　確かに父が帝位に即いていたのなら、権けん勢せいはもっと早く皇家に集約されたかもしれないが、ひょっとして内ない乱らんが起きていたかもしれない。半世紀前の摂関政治全ぜん盛せいのころならともかく、いまの時代は皇家も公く卿ぎようも武家を配下に従したがえている。内乱が起きれば、縋子が言うように被ひ害がいは甚じん大だいなものになっていただろう。

「高槻の娘の前で言うのもなんじゃが、わしは主上を東宮に据すえたことは正解だったといまでも思うておるよ」

　しみじみと法皇は述のべた。確かにそのような側そく面めんで考えるのなら、法皇が主上を東宮にしたことは正解だったのだろう。だが主上にとってはどうだったのだろう？　もともと興味のない政まつりごとに駆り出され、あきらかに自分より有能な弟宮の采さい配はいを目まの当あたりにする。兄きよう弟だいがいない塔子には分からないが、それは兄としてけして愉ゆ快かいなことではなかっただろう。

「ですが兄上、いや主上には、天てん子しという立場は少々荷が重すぎたのかと………」

　塔子の疑問に答えるかのような言葉を、縋子が言った。

　主上が譲じよう位いを望んでいることは、とうぜん法皇も知っているはずだ。

「ここ数カ月の出来事ばかりが原因ではなく、立りつ坊ぼうしたころからそのようなことはおっしゃっておられましたゆえ」

　主上が立坊したころというと、三十年近くも前の話である。

　政や責せき務むに対する重圧は、それほど長きにわたり主上の心を蝕むしばんでいたのだろうか？

「そうよな。後継ぎたる男子ができぬのは、おのれの至いたらなさが原因とまで言っておられたそうじゃからな」

　東宮の存在を無視した発言に、彼の猶ゆう母ぼたる縋子は表情を歪ゆがめた。

　とはいえ他に有力な親王がいれば、わざわざ問題の多い現東宮を立りつ太たい子しさせることはなかっただろう。しかし主上には他に有力な男子ができなかった。実は彼には、他に親王が二人いるのだが、母親は摂関家出身ではない更こう衣いである。ようやく誕生した五ごの宮みやも、彼の血を引く子供ではなかった。いろいろと負おい目めを抱かかえているだけに、主上は自分の地位に対する重圧を日々募つのらせていたのだろう。

　東宮のことを出されたからなのか、縋子は反発するように身を乗り出しかけた。

「それは───」

「縋子、そなたは内親王じゃ。賀か茂もの斎さい院いんとして三十年にわたり神に仕つかえ、結婚も出産も諦あきらめることを余よ儀ぎなくされた。結果として三年で終わったとはいえ、それは伊い勢せの斎さい王おうであった塔子も同じじゃな」

　娘と孫の顔をそれぞれに見比べ、法皇は言った。結婚などしなくて良かった、そう嘯うそぶいていた縋子はなんとも複雑な表情をする。だが縋子の言い分はあくまでも結果論で、斎院に任にん命めいされたときの彼女に拒きよ否ひする権利はなかったはずだ。

（私と同じように───）

　三年前、とつぜん伊勢斎王への就しゆう任にんを命めいじられた。

　田舎いなか者ものの庶しよ子しに過ぎない自分に断る術すべなどないと考えていたが、宮中で育った内親王である縋子とてそれは同じだった。

（そっか、斎院宮様もそうだったのか………）

　塔子が思ったとき、まるで見計らったように法皇が告げた。

「主上とて同じことじゃ。そなた達に責務があったように、主上にも皇族としての責務を果たしていただかなければならない。別に皇族でなくとも、人間はすべてそうじゃ。そして運命は人に適性など求めてはおらぬ。あらゆる困こん難なんに適てき応おうできる柔じゆう軟なんな精神こそ必要なのじゃ」

　その言葉は驚くほどすんなりと、塔子の胸の深い部分にまで落ちてきた。

　被ひ害がい者しや意識とまで言うと大おお袈げ裟さだが、斎王就任と入じゆ内だいの件に関しては、人から強しいられたという現実が塔子の胸にいつまでもこだわりを残しつづけていた。それゆえ依い怙こ地じになり、素直になりきれず、いろいろと進みきれないでいた部分があったように思う。だがそれが自分一人の不運ではなく、すべての人に等しく課かされた業ごうだとしたら───。

「そう、ですね」

　ぎこちない部分を残しつつ同意した塔子に、法皇は目の回りの皺をさらに深めて微笑ほほえんだ。二人のやり取りを神しん妙みような面持ちで聞いていた縋子だったが、やがて思いあまったかのように言いつのった。

「ですが此こ度たびの件で、主上はすっかりまいっておられます」

「確かにな。今回の譲位の希望は、わしもしかたがないと思うておる」

　縋子の抗こう議ぎをあっさり受け入れると、法皇は短い沈ちん思しのあとに答えた。

「二十一歳の東宮が即位することに問題があるとは思えぬ。だが問題は、東宮妃と次の東宮が不在になるということじゃな」

　話の矛ほこ先さきが嫌いやな方向にむいてきたと、塔子は顔をしかめる。

「大だい納な言ごんが自分の娘を東宮妃として入内させるよう、主上をせっついておるようです」

「なるほど。それが譲位を認める条件か───」

　やれやれ、というように法皇は言った。令として譲位に公く卿ぎよう達の了りよう承しようがいるかどうかはともかく、彼等の意向を完全に無視して譲位を強行すればのちのちに禍か根こんを残すだろう。必然後を継ぐ東宮に、その禍わざわいはかかってくる。

「東宮はそのことを、主上から聞かされておるのか？」

　法皇の問いに縋子はしかめ面つらで首を横に振った。

「もともとの関係が関係じゃ。自分のために入内話を吞のんでくれとは、主上も切り出せずにいるのでしょう」

　だからといって他人の口から伝えられたほうが、よほど東宮は気を悪くするような気がする。譲位をするために東宮の結婚が必要ならば、主上が直接東宮に頼むことが筋すじだとは思うのだが、それは自分が口をはさめることではない。

「しかし塔子より先にあちらに入内されると、ちと厄やつ介かいなことになるのお」

　ため息交じりの法皇の言葉に、思わず塔子は身を乗り出した。

「あの、別に私に気を遣つかわないで、必要であれば先に大納言の姫君に入内していただいてもけっこうです………と、東宮様にお伝えください」

　法皇と縋子は同時に目を瞬まばたかせたあと、困こん惑わくした表情でたがいを見つめあう。

　もちろん塔子とて、先に藤家の娘に皇子を産んでもらっては困る、という彼等の事情は分かっている。しかし塔子としてはいまでも入内を回かい避ひする気満々なのに、そんな自分に遠えん慮りよをして、大納言の姫君が婚こん期きを遅らせるなど申し訳ないと思ったのだ。

「いや、塔子。問題はそこでは………」

「いっそ入内だけさせて、褥しとねでは手だけ握らせておくか？　東宮ならできるじゃろ」

　いくぶん投げやりに法皇が言う。二十一歳の男性に対して失礼な言葉であるが、彼が男だん色しよくというのならそれも致いたし方かたないと塔子は思った。

　対して縋子は、ダメダメとばかりに左手を振る。

「東宮のほうは可能かと思いますが、さすがに大納言の姫にそれは通らないでしょう」

「箱入りの姫ならば、数カ月くらいは誤ご魔ま化かせるかもしれぬぞ」

「父上、そのようなことはありませぬ。産まれたときから入内を前ぜん提ていとされておる藤家の姫君は、京の町娘よりよほどその手の知識にはたけておりますゆえ」

　縋子の言い分の真しん偽ぎは分からぬが、塔子もさすがに法皇の提案は無理があると思った。

　だいたい幼よう児じ婚こんでもあるまいし、裳も着ぎをすませた女性にそれはあまりにも失礼だ。そう考えた塔子は、こぶしを握りしめて主しゆ張ちようする。

「いくら東宮様が男色だからって、結婚したからには義務を果たさないとだめですよ」

　男色と義務という二つの言葉に、父娘は二人とも絶ぜつ句くする。やがて縋子がぷっと噴ふき出し、説明を求めるような表か情おをする法皇に、笑いを抑えながら言った。

「父上はご存じなかったのでしょう？　世間ではそのような噂うわさがまことしやかに流れておるそうです。東宮がいつまでも妃きさきを取らないのは、男色の気けがあるからだろうと───」

　法皇はしばしあ然としたあと、それこそ妙みよう案あんでも思いついたように扇おうぎを打ち鳴らす。

「ではいっそのこと、男色を理由に入内させた姫に手をつけずにおくか？」

「だからさっき言ったではありませんか！　たとえ男色でも、結婚したからには夫としての義務を果たさなきゃ駄目です」

　人の話を聞いているのか？　とばかりの剣けん幕まくで塔子は抗議をしたが、たじたじとなる二人に、さすがに言いすぎたかと焦あせった。

　ひとまず非ひ礼れいに対してだけは謝っておこうと、深々と頭を下げる。

「すみません。出過ぎたことを申しました」

「いや、いや。そこが塔子の頼もしいところじゃ」

　上機嫌で縋子が口をはさんだが、はたして褒ほめられているのかどうか真剣に疑問だった。

　しかし法皇のほうにも怒ったようすはなく、むしろ頼もしげに塔子を見つめているではないか。こう出られるとほっとはするが、逆に不気味な思いに囚とらわれてしまう。

　困惑する塔子の前で、法皇はぽりぽりと額をかいた。

「まあ即位をするのなら、大納言の娘を入内させることは避さけられぬであろうな。できたら塔子のほうに先に入内してもらい、藤家の血を引かぬ皇み子こを産んでもらいたいところじゃったが………」

　言い分は理解できるが、この言葉に塔子は微び妙みように反発した。

　異い母ぼ姉し・梅うめ壺つぼの女によう御ごが不ふ妊にんを理由に犯おかした過あやまちは記き憶おくに新しい。

「確かに入内をしなければはじまりませんが、首しゆ尾びよく子供、しかも皇子ができるかどうかなんて誰にも分かりません。大納言の姫君も、そして私も───」

　皮肉っぽくならぬよう、口調に十分注意をしながら塔子は言った。

　もちろんなんとか入内を避けようと画かく策さくしている塔子には、自分が東宮の妻となり身み籠ごもる姿など想像すらつかないのだが。

「父上、確かにこればかりはどうにもなりませぬ」

　縋子の同意に塔子がほっとしていると、首をひねりつつ法皇が問う。

「しかし塔子、そなたは天子を産んで国こく母もになりたいと思うたことはないのか？」

　塔子はぽかんと唇くちびるを開いたまま言葉をなくす。あまりにも予想外の質問だったので、とっさに意味が理解できなかったのだ。

「入内の話が持ちあがった娘は、たいてい自分こそが皇子を産むと意気込んでおるものかと思うておったのじゃが………」

「ありません。これだけ陰いん謀ぼう権けん謀ぼう渦うず巻まく渦か中ちゆうに、自分の子供を放りこみたいなどと思うはずがないではありませんか！」

　迷いなく塔子は即そく答とうする。塔子にとって、出産も母親になることも想像できないことだ。だが世間的な常識からちょっと考えてみれば、自分の子供がそんな目にあうことはけして望まないというだけだ。

　やがて苦々しげに縋子がつぶやいた。

「───榠めい子こに爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませてやりたい発言じゃな」

　彼の立場上とうぜんだろうが、法皇は気まずげな面おも持もちをした。別に法皇を非ひ難なんするつもりなどなかった塔子は、彼等の反応に少々焦ってしまう。そんな塔子の心中に気づくことなく、先ほどと打って変わった上機嫌顔で縋子は言った。

「塔子、やはりそなたこそ、東宮のヤマトヒメ命ノミコトじゃ」

「へ？」

「父上、そう思いませぬか？　塔子が伊勢斎王であったということも、なにやら縁えにしをお感じになられませぬか？」

　一人で興奮する縋子に、勝手に決めないでくれ！　と塔子は心の中で絶ぜつ叫きようした。

　なにしろこっちは入内する気などさらさらないのだから。

「あ、あのですね、斎院宮様………」

「塔子」

　おもむろに法皇が呼びかける。

「は、はい？」

「そなたを母として産まれる子供は幸せじゃな」

　しみじみと言われた言葉が、塔子はどうにもぴんっとこなかった。出産も妊娠も他人事のような気持ちでいるのに、いきなり子供の将来を言われても結びつくはずがない。

　反応に戸と惑まどっていると、ふたたび法皇が告げた。

「塔子、天子という者は常に孤こ独どくな存在なのじゃ」

「………」

「味方は得えられても、胸きよう襟きんを開いて話す相手となるとなかなかできぬものじゃ。わしもそうであったし、主上も東宮のころよりそれを感じておるのであろう」

　豪ごう放ほうな法皇の、思いがけない寂さびしい発言に塔子は目を瞬かせる。

　その反応をどう思ったのか、法皇は微び苦く笑しようを浮かべて言った。

「主上があれほど榠子に執しゆう着ちやくした理由は、美び貌ぼうだけではなく、彼女がすべてを受け入れる女によ人にんであったからだろうと、わしは思うておる」

　法皇の口からはじめて出た榠子の名に、塔子は少しばかり緊張した。

　縋子の口から語られる罵ば詈り雑ぞう言ごんはまだ聞ける余裕があるが、法皇や主上による彼女の話題は想像しただけで生々しい。

　主上の榠子内親王に対する執着は、きっと周りの者を驚きよう嘆たんさせたにちがいない。

　想いの強さに圧あつ倒とうされた法皇は、なんの咎とがめもなく榠子を譲ゆずることを決めたのだろうか。帝の妃を奪うばうなど、普通に考えれば流る罪ざいに値あたいする罪だというのに、当時の主上はなんの咎めも受けなかったのだという。

　それは誰よりも主上という立場の孤独を、法皇が知っていたからだったのか？

「ですがあの方は、すべてを受け入れはしてもけして受け止めぬ御ご仁じんじゃった」

　刺とげ々とげしく縋子は言った。

「主上もやがて気づかれたであろうよ。あの御仁は底のない桶おけと一緒じゃ。いくら水をそそいでもけして満たしてはくれぬ」

　辛しん辣らつな言葉だったが、なんとなく榠子という女性の人となりがつかめた気がした。

　一見では、人を受け入れるだけの器き量りようがある包ほう容よう力りよくを備そなえた人物のように感じてしまう。

　しかし父親の分からぬ子を身籠るような事態になっても、道義心に欠けるから動じない。そして責任感もないから、子供が将来蒙こうむるであろう艱かん難なんに知らぬふりができる。

　死してなお、縋子がよく言わない理由が漠ばく然ぜんとだが理解できた。

　そして縋子の辛辣な評価を、法皇ははたして否定しなかった。

「まあわしらは自じ業ごう自じ得とくじゃが、このままでは東宮があまりにも気の毒じゃ」

　ため息交じりの法皇の言葉に、縋子はなんとも複雑な表情をする。東宮を猶ゆう子しに迎えたという彼女の行為は、彼の境きよう遇ぐうに並々ならぬ想いを抱いだいてのことだろう。その理由は、自分の父と兄が原因の一いつ端たんを担になっているという部分も大きいのかもしれない。

「帝の地位は主上にはもう限界であろうが、正直東宮にとってはまだ時期尚しよう早そう」

　法皇の断言に縋子は眉根をよせるが、塔子は彼の真意が分からなかった。

　どういう意味かと思う塔子に、法皇はさらに言葉をつづける。

「藤家の血を引かぬ東宮が即位したところで、現状では孤立することが目に見えておる」

　ただでさえ孤独な天子という地位に、出生の疑惑がさらに拍はく車しやをかける。自身には責任のない理由で、さらなる苦労を背負わされる東宮が気の毒だという法皇と縋子の思いはもっともなものだし、そこまで言われればさすがに塔子も東宮に同情してしまう。

「なあ、塔子」

　呼びかけに塔子が顔をむけると、諭さとすように法皇は言った。

「だからこそわしは、そなたに国母となってほしいのじゃ」
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　塔とう子こが東ひがし三さん条じよう院いんを出たのは、正午過ぎの未みの刻こくに入ったころだった。

　出たときと同じ糸いと毛げの車くるまに揺られて内だい裏りに入る。物見がないので外の景色は分からなかったが、車くるま副ぞいとしてついていた直なお霧ぎりが後あと簾すだれのむこうで内裏に入ったことを教えてくれた。

　暁あかつきの算さん段だんで、とつぜんの夜間外出の理由は〝縋すが子こに呼び出された〟ということになっているはずだ。いろいろな意味で好こう奇きの眼まな差ざしを避さけられない言い訳で、よくもまあそんな話を考えついたものだと感心していたのだが、ふとわれに返り自分を叱しつ責せきする。

（ちょっと、それで終わらせちゃ駄だ目めでしょ！）

　よくよく考えてみれば、縋子は塔子のほうから誘われたと思っているはずだ。なにしろ暁が塔子の名を騙かたり、縋子に誘いの文ふみを出したと言うのだから。一度しか面識のない、しかも宮きゆう中ちゆうで並々ならぬ権けん勢せいを持つ斎さい院いんの宮みや相手に大だい胆たんすぎる。縋子に疑った感じはなかったが、いくらなんでも、さすがにこれは問題だろう。

（しかも縋子様には、あの字が私の手しゆ蹟せきだと思われたわけだし）

　字の美しさだけには自信がある塔子は、あまり達たつ者しやとはいえない暁の手蹟を思い出し少しばかり腹立たしくなった。

　奇き矯きようなふるまいで評判を取ることは開き直っているくせに、悪あく筆ひつの評判が立つことは許せないというのだから、傍はたから見たらさぞ奇き妙みような自じ尊そん心しんと映るだろう。

　昭しよう陽よう舎しやに戻ったら、直霧に言って暁に来てもらうように告つげよう。二人きりで会うことがまずいのなら、いっそ昼の日中で直霧に同席してもらえばいい。その状況で男女の密みつ会かいを疑う人間はいないだろう。

　それにしても暁のやったことは、どう考えたって正しよう七しち位いの一官かん吏りが思いつくことではない。明るみに出れば断罪されかねない策略（？）だ。それなのに、彼からは焦りも緊張もまったく見えない。

　そんなことを考えていると、前方の簾が巻きあげられた。

　初冬のぼんやりとした陽ひ射ざしを受け、轅ながえの間に立つ人物に塔子は目を円まるくした。

　暁だった。表瑠る璃り色いろ、裏薄うす色いろ（薄紫）の秘ひ色そく襲がさねの狩かり衣ぎぬは、普段彼が着ている青あお鈍にび色いろの褐かち衣え姿すがたよりあらたまって見える。

「ど、どうしたの？」

　一言言ってやらなければ、そう意気込んでいたのもつかの間、日ごろとちがう彼の装よそおいに塔子はどぎまぎした。

「昨夜の件で、きっと私に文もん句くをおっしゃりたいだろうと思って待っていました」

　塔子は瞳ひとみをぱちくりさせ、まじまじと暁を見つめる。そんな視線を、悪びれたようすもなく暁は受け止める。口にした言葉は殊しゆ勝しようだったが、物言いやふるまいはやけに潔いさぎよい。先ほどまで感じていた憤りが、あっという間に萎なえてしまった。

「いや、それはもういいから………」

「は？」

　今度は暁が瞳を瞬またたかせた。傍から見れば、暁は塔子の下げ車しやを手伝いに来たように見えるだろう。車くるま寄よせではしごくあたりまえの光景だが、塔子は不安げに眉まゆをよせる。

「ここであんまり長話をすると、変に勘かんぐられてしまうから………」

　暁はなるほどという表情をする。

「大丈夫ですよ。女によう官かん達は明日の舞まい姫ひめ参入の準備で、みな常じよう寧ねい殿でんに出払っております」

「みなって、全員？」

　まさかという顔をする塔子に、暁はこくりとうなずく。

　あまりにも簡単に肯こう定ていされ、塔子は反論の意志を挫くじかれてしまう。

　新にい嘗なめ祭さいの翌日に執とり行われる豊とよの明あかり節のせち会えで五ご節せちの舞まいは披ひ露ろうされるが、四人の舞姫はその三日前に参入し、帳ちよう台だいの試こころみ（常寧殿で天てん皇のうが舞姫の舞を御ご覧らんになる儀ぎ式しき）等の予行演習ともいうべきさまざまな行事に臨のぞまなくてはならなかった。

　新嘗祭を三日後、豊明節会を四日後に控ひかえたあわただしい宮中では、奇き矯きようなふるまいで評判の東宮妃候こう補ほの行動などいちいち気き遣づかってはいられないということか。

（それにしたって………）

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくでかまえる暁を前に、塔子は外の気配をうかがおうと意識を研とぎすませた。

　物見のない車からは、外の景色を見ることができない。物音から周囲に人がいる気配はなさそうだったが。

　自分が異性と噂うわさを立てられることは恐おそれていない。むしろこれがきっかけで、退出、ひいては入じゆ内だい中止の方向に動いてくれれば幸いというぐらいには開き直っている。もちろんありもしない不ふ貞ていの罪つみで、遠えん流るになど処しよせられては適かなわないが。

　しかし官吏の暁はそんなわけにもいかない。たとえ事実関係がなくとも、東宮妃候補との不貞の噂うわさなど命取りにも等しい醜しゆう聞ぶんだ。慎しん重ちようにふるまわなくてはといまさら用心深くかまえる塔子を前に、昨晩の用意周しゆう到とうさが噓うそのように暁は堂々としている。もっとも周到とはいっても、行動そのものは大だい胆たん不ふ敵てきとしか言いようがなかったが。

　不ふ審しんげな塔子に、暁は諭さとすように告つげる。

「本当に大丈夫ですよ。いまこの周りには私と直霧しかいませんから」

　迷いのない言葉に塔子は首を傾かしげる。五ごの宮みやの件で熊くま野の行きを決行したときもそうだったが、暁からはたまに、開き直りとはちがう余裕のある大胆さを感じる。

（本当に大丈夫なのかな………）

　これまで何度もそう思わされてきたが、現実としてすべて大丈夫だった。

　塔子は暁の背中のむこうに控ひかえる直霧を見つける。少し離れた位置で、あたりの様子を注意深く見守っている姿を見て、塔子は腹をくくった。

「じゃあ、中に入って」

「は？」

　塔子は猫ねこを招きよせるように、ひょいひょいと手を揺らした。

　悟さとったのか暁はあたりを見ることもなく、榻しじを踏んで車の中に入ってきた。

　このようなためらいのない行動に、塔子はたびたび驚かされてきた。考えなしではけしてなく、慎重すぎる部分もあるぐらいなのに、根っこの部分でなにがどうなっても大丈夫だというような落ち着きを感じるのだ。

（この人、何者なんだろう？）

　いまさらながら塔子は、この目の前の青年に対しての認識をあらためていた。

　正七位の武ぶ官かん、そしてなんらかの複雑な生おい立たちを持っていそうな言動。よく考えなくても、塔子は暁のことをそれぐらいしか知らない。

　暁は半身をねじったなりで、後ろ手で御み簾すを下ろした。車内が一気に薄うす暗ぐらくなる。

　塔子は左側の壁にもたれたまま、ぼんやりと後ご光こうが射さすように輝かがやく暁の姿を見つめた。

　改めて目の前の人物が塔子の知ってる暁とは違って見えたのだ。

　彼は片かた膝ひざをついた姿し勢せいで、苦く笑しよう交まじりに言った。

「さ、遠えん慮りよなく文句を言ってください」

「あなた、誰？」

　切れ長の暁の眼めが大きく見開かれる。

　ほとんど無意識で口にした自分の台詞せりふに、塔子は思わず口くち許もとを押さえる。

　短い見つめあいのあと、暁は落ち着きを取り戻そうとするようにゆっくり息をつく。

「それは………」

「や、やだ、ごめん。なにを言っているのかしら、私」

　しどろもどろになりつつ、塔子は答えた。

「で、でも、あなたも悪いのよ。びっくりするような大胆なことをするから」

「え？」

「そ、それに変なことばかり言うし………」

「変なこと？」

　訝いぶかしげにつぶやく暁に、塔子はこくりとうなずいた。

「本当のことを知ったら、嫌きらいになるって」

　つい先日、彼が告げた言葉を口にする。

　短い沈ちん思しのあと、暁は喉のどの奥に詰まっていたものを吐はくようにぎこちなく言った。

「………変なこと、でしたか？」

「変に決まっているでしょう！　最初の出会いから騙だまされていたのに、いまさらなにがあったって、私があなたを嫌いになるわけがないじゃない」

　頰ほおを膨ふくらませてわざと厭いや味みっぽく言うと、暁は聞き違えたのかと言うようにまじまじと塔子を見つめる。それがあまりになんの遠えん慮りよもない視線だったので、塔子はひどくどぎまぎしてたまらなくなってしまう。

「あ、あの………」

　苦しまぎれに、乾いた喉のどの奥からかすれた声をしぼり出す。

「もし、見当違いのことを訊きいているのならごめんねっ！」

「え？」

「そ、その………、誰か好きな人がいるの？」

　絶句する暁を前に、身体中の血けつ液えきが沸ふつ騰とうでもしたかのような気持ちになる。

　恥ずかしくて彼の顔をまともに見られず、打うち袴ばかまの上に置いたこぶしに目をむける。車内にぎこちない空気が張りつめる。暁がいまどんな表か情おをしているのか分からず、不安と恥ずかしさで胸がいっぱいになる。

「どうして、そう思うんですか？」

　うつむいた顔のむこうで、暁の声が聞こえた。

「天てん武む天てん皇のうの歌」

　矢やも楯たてもたまらず塔子が顔をあげると、暁は過去の古ふる傷きずに触ふれられたかのように眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「苦しい恋をしているのかと思ったの」

　暁が息を吞のんだ気配が伝わった。

　やはりそうなのかと思った。本当のことを知ったら嫌いになるかもしれない───あれは人に言えない、あるいは疾やましい恋をしているゆえの言葉だったのだろう。

　きれいではない想い、人に告げることが怖い想い、余計な混乱を生しようじさせ、誰かを傷つけてしまう想い───そんな罪ざい悪あく感かんと紙一重の恋心など正直塔子にはよく分からない。

　だけど主上おかみの榠めい子こに対する想いは、あるいはそんなものではなかったのだろうか。

「だから主上と榠子内親王様の恋に、あれだけ反応したのかと思ったのよ」

「………」

「あなたは耐たえているのに、主上は耐えずに想いを貫つらぬいたから───」

　言い終わらないうちに、がしっと手首をつかまれる。

　驚く塔子を軽く引きよせ、暁は顔をのぞきこんだ。

「軽けい蔑べつしますか？」

　怖いくらい真剣な暁の瞳に、塔子はごくりと息を吞んだ。

　彼の言う軽蔑という言葉が、主上と榠子の恋を言っているのか、あるいは暁自身のことを言っているのか、塔子には分からなかった。

　だが、いずれにしろ言えることはひとつだ。

　塔子は目の前の暁を真まっ直すぐに見つめた。

「しない。苦しんでいる人を軽蔑なんて、しないわ」

　しぼり出すように答えた塔子に、暁は大きく目を見開く。と同時に、手首をつかむ指に力がこもった。塔子は抗あらがわず、手首を預けたままでいた。

　痛いくらいに、熱いくらいに相手の存在を感じつつ、二人はじっと見つめあう。

　やがて暁はふっと力なく微笑ほほえんだ。彼が再三見せる寂さびしげな笑顔が胸をつく。

　かける言葉をなくした塔子を前に、暁の唇くちびるがゆっくり動く。

「女によ王おうも、ですね」

「え？」

「会いたくても会えない人がいるでしょう」

　暁の言葉が貴たか哉なりのことを指さしているのはあきらかだった。

　だが塔子の貴哉に対する想いに、罪悪感は一切なかった。もちろん会えないことはたまらなく寂しく、それが苦しみと言われれば確かにそうだが、会いたいという感情に疾しさなどない。しかし世間的には、入内が決まっている塔子が東宮以外の男性への恋れん慕ぼを口にすることは罪悪以外なにものでもない。つい最近までそんな簡単なことすら認にん識しきできていなかったため、暁と会うことになんの気き遣づかいもしていなかった。あるいは一方的に決められたことに対する怒りが大きくて、事の重大性を認識していなかったのかもしれない。

　だからといって貴哉への想いに、いまさら罪悪感など抱いだけるはずもない。

　貴哉に対する想いは、苦しい恋でも人に言えないものでもない。そんな気持ちから胸を張って塔子は告げた。

「大丈夫よ。叔お父じ様とはそんな軽いつながりじゃないから」

　次の瞬間、塔子はどきりとする。

　暁の瞳にはっきりとした失しつ意いが浮かんだからだ。

　だがそれは一瞬のことで、すぐになにかを振りはらったように笑顔に変わる。

（見間違い？）

　そう考えてはみたが、先ほどの失意の眼まな差ざしは塔子の脳のう裏りに深く焼きついていた。

　思いこみや見間違いとは思えないほど、鮮せん明めいにくっきりと───。

「ええ、そうでしたね」

　笑顔をたたえたままではあったが、視線が微び妙みようにずれている。そのことに気がついた塔子はたまらなく不安になる。

「あ、暁………」

　呼びかけにもすがるような眼差しにも、視線をそらしたままの暁は気がつかない。

　彼は気持ちを整理するように間をおくと、まるで自らに言い聞かせるように告げた。

「一年後、熊野に帰れば、あなたの苦しさは終わりますよね」

　しごくもっともな発言だったが、なぜか塔子は反論したい気持ちに駆かられる。

　そのいっぽうで言葉が明めい確かくに思い浮かばない。ただ暁の言葉に反発だけが募つのり、そうではない、それだけではないと心の中で叫んでいた。

「直霧」

　暁の呼びかけに前の簾が持ちあがった。とたん車の中に、白と金を交まじえた冬の光が射しこんでくる。まぶしさから目をすがめた瞬間、まるで隙すきをつくような間合いで暁は榻を踏んで車を降りていった。

　ばさりと音をたてて落ちた簾を、塔子はぼう然と見つめた。先ほどまできつく摑まれていた手首には、まだ熱い感かん触しよくが残っていた。
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　車くるま寄よせから門をくぐり、塔とう子こは直なお霧ぎりに先導されて昭しよう陽よう舎しやにむかっていた。

　暁あかつきが車から降りたあと、塔子は身を乗り出して彼を呼び止めようとした。しかしぼう然としている時間が長かったのか、あるいは暁が逃げるように去ってしまったからか、車外に彼の姿を見つけることはできなかったのだ。

　榻しじの前には直霧が控えており、塔子は彼に付き添われて中庭を抜けた。

　ひょっとして自分は、暁に対してとんでもないことをしてしまったのではないのだろか？　そんな不安がどうしても消せなかった。

　やがて殿でん舎しやに通じる渡わた殿どのが見えてきたところで、塔子はあらためて気づく。

（暁が言ったとおり、本当に誰もいなかったわ）

　そのことも含め、いろいろと前を行く直霧に訊きいてみたかったのだが、松色の直ひた垂たれを着た背中は全体で会話を拒きよ否ひしていた。彼はおそろしく無口な男で、車寄せから昭陽舎が見えてくる間、一言もしゃべらなかった。

　やがて温うん明めい殿でんにつながる渡殿を、誰かが歩いてくる姿が見えた。

「誰？」

　塔子がつぶやくのと同時に、直霧の背中がびくんっと震ふるえた。

　表情に乏とぼしい直霧の穏おだやかならぬ態度に、塔子は彼の肩から顔を出すようにして、渡殿を行く人物を見ようと背伸びをする。

　束そく帯たい姿すがたの二人の公く卿ぎよう───一人はあの左さ近こん衛えの大だい将しようだった。

　彼に求きゆう婚こんされていたことを思い出し、塔子は身震いした。別に無理やり迫せまられたとか、歯が浮くような台詞せりふを言われたわけでもないのだが、大嫌いな男に求婚されたという事実につい寒気がしてしまう。

（ていうか、まだ返事を考えていないし）

　全力で断るに決まっている、と言いたいところだが、それならあの場で即そく言いっている。

　入じゆ内だいを回かい避ひしたい塔子からすれば、正直左近衛大将の話は魅み力りよく的てきだったのだ。相手が彼でないのなら、一も二もなく飛びついていただろう。生理的嫌けん悪おと自じ尊そん心しんがそれを躊躇ためらわせているだけだ。

　期限は新にい嘗なめ祭さいまでと言われているが、いま顔をあわせるのは少々時じ宜ぎが悪い。そもそもいつであろうと、好このんで顔をあわせたい相手でもない。どこか前せん栽ざいの陰にでも身をひそめようとした塔子だったが、うめくような直霧の言葉に足を止める。

「主上おかみ………」

「え？」

　塔子は渡殿を振ふり仰あおいだ。

　左近衛大将と連れ立っていたのは主上だった。地位や身分を考えれば別に不思議でもない組みあわせだが、いかんせん相手が相手なのでつい勘かんぐってしまう。

（ていうか、ここにいたらまずい？）

　暁と二人でいるところを見られたらまずい。それと同じ理由で、この場を見られては直霧の立場がない。しかし二人のやり取りは気になる。即そく座ざに判断した塔子は、昭陽舎側の簀すの子この下にもぐりこんだ。

　直霧があっけに取られた顔でこちらを見たが、塔子は口くち許もとに人差し指をあて、声をあげないように彼を目で制せいした。気き圧おされたのか直霧は口をつぐむ。いまさら行動の突とつ飛ぴさに驚かれるはずもないだろうから、よほどすごい形ぎよう相そうをしていたのだろう。

　塔子は息をひそめ、こちらに近づいてくる左近衛大将と主上を待ちかまえた。

「主上が躊躇われるのはもっともなことです」

　優しげな、しかしどこかねっとりした物言いは左近衛大将のものだ。簀子の下にもぐっていても、扇を口くち許もとにあて、相手の頰ほおに顔をよせるようにしてささやいている姿が想像できる。対して主上は無言だったが、かまわず左近衛大将は言葉をつづけた。

「ご自分の御お子こか分からぬ相手に、その尊とうとき地位を譲ゆずってもかまわぬと？」

　らしすぎる発言に塔子が顔をしかめたとき、ざしゃん、と白はく砂さが割れる音がした。

　驚いて前を見ると、白砂の上に太た刀ちが転がっていた。そしてその前に、直霧が仁に王おう立だちで立っていた。

（え、ええ～～～[image: ]）
















　大だい胆たんな彼の行こう為いにも、叫び声をあげなかった自分を塔子は褒ほめた。

　あの堂々としたふるまいからして、粗そ相そうではなく直霧は故こ意いに太刀を放ったのだ。左近衛大将と主上に自分の存在を気づかせるために───。

「主上の御ご前ぜんだぞ、無礼ではないか！」

　さすがに左近衛大将は声を大きくしたが、すぐに拍ひよう子し抜ぬけしたようにつぶやく。

「おや、そなたは………」

　声だけを聞くと少し驚いているようだったが、どちらかというとまるで顔見知りに出合ったような物言いだった。

「大将、やはり出直してまいる」

　かすれるような主上の声が辛かろうじて聞き取れた。

「これはこれは、それでなくともお気の進まぬ梨なし壺つぼ（昭陽舎）にまで足をお運びいただき申し訳ございませんでした」

　慇いん懃ぎんな左近衛大将の言葉に、主上がなんと返事をしたかは分からなかった。

　ただ衣きぬ擦ずれの音が次第に遠ざかる気配が伝わり、それこそ逃げるように主上が立ち去った状況が分かった。

　やり取りから推すい察さつするに、左近衛大将は主上に譲じよう位いを思いとどまらせようとしているようだ。ならば塔子が主上に会った日、左近衛大将がやたらと挑発的な言動を主上に繰り返していたことも納得ができる。あれは主上を怒らせることが目的ではなく、東宮の出しゆつ生せい疑ぎ惑わくを強調して、なんとか譲位を思いとどまらせようとしてのことだったのだ。

　五の宮の事件以降、公おおやけにはしないまでも、主上は再さい三さん譲位の意向を口にしていたと聞いている。

　───だがそうだとしたら、左近衛大将はひとつ完全に思い違いをしている。

「東とう宮ぐうの乳ち兄きよう弟だいの姿に、主上はすっかりおびえてしまわれたようだよ」

「え、ええ～～～～！！！！」

　思考を中ちゆう断だんするかのごとく聞こえてきた左近衛大将の言葉に、塔子は悲鳴をあげて身体からだを起こす。とうぜんのごとく後こう頭とう部ぶを思いきりぶつけ、痛みと衝しよう撃げきで悶もだえかかった。

「あたた………」

　頭を抱かかえこむ塔子の耳に、詠うたうような左近衛大将の声が聞こえた。

「おやおや、えらく色いろ鮮あざやかな鼠ねずみだと思ったら」

　痛みが減げんじてきて顔をむけると、いつの間にか降りてきた左近衛大将が、簀子の床下をのぞきこんでいた。軽けい蔑べつだけならともかく、ものすごく愉ゆ快かいそうな表か情おをしていることが無性に腹立たしい。しかも逆光なのに、やけに鮮せん明めいに見えるのはなぜなのか？

　直霧が呆あきれと驚きを交まじえてこちらを見ているが、驚き呆れたのはこちらも同じだ。

「あなた、東宮様の乳兄弟だったの？」

　後頭部をさすりながら簀子の下から出てきた塔子の問いに、直霧は渋しぶ々しぶうなずいた。

　非常に複雑だった。もちろん東宮の乳兄弟が衛え門もん府ふに勤つとめていてもなんの不思議もないのだが、これまで彼の前でも東宮は男だん色しよくだとか、入じゆ内だい阻そ止しだとかさんざん息巻いてきただけに、気持ちのやり場に困ってしまう。

　どうしようかと思い悩む塔子の前で、直霧はゆっくり太刀を拾いあげる。そして塔子と左近衛大将のどちらにともなく一礼をすると、白砂を蹴けって足早に立ち去って行った。

　塔子は簀子の前で、呆気に取られたように立ち尽くした。

　あの落ち着きぶりからして、太刀を落としたことは故意の行動だったにちがいない。東宮を愚ぐ弄ろうする左近衛大将、ひいては同意しそうな主上に、乳兄弟である自分の存在を知らせるため、粗相したふりをして直霧は太刀を放り投げたのだ。

「やれやれ、武む者しやは礼れい儀ぎを知らなくて困りますね」

　扇おうぎをあてた口許をうっすらと吊りあげ、嘲ちよう笑しよう気味に左近衛大将は言うが、人間としての礼儀を欠いている者に、そんなことを言われる筋合いはないと思った。

「さすが、あの東宮様の乳兄弟だ」

　あきらかに軽蔑を含んだ物言いに塔子は眉まゆをよせ、挑いどむように軽蔑の眼まな差ざしをむける。

　しかし左近衛大将には、まったくの馬ば耳じ東とう風ふうだった。腹の底からいらだちがこみあげてきたが、東宮を拒きよ絶ぜつしている自分がここで抗こう議ぎをするのもなにかちがう気がした。

「主人思いの乳兄弟ですね」

　皮肉に気づかないふりをして、わざと空そらとぼけて答えると、左近衛大将は口くちの端はを持ちあげてにやりと笑う。

「ええ。主人のためには主上をおどすことも厭いとわないのですから、なんと恐おそれ多おおい」

「主上をおどしているのは、あなたも同じでしょう」

　かっとして塔子はやり返した。東宮の出しゆつ生せいを理由に、譲位を望む主上を思いとどまらせようとしているのだから、おどしているようなものだ。

「おやおや、これは異いなことを」

　左近衛大将は心外だというように、ひょいと肩をすくめてみせる。

　傷つきも立りつ腹ぷくもしていない、白しら々じらしい仕草にいっそういらだちがこみあげる。

「私は真実を申しあげたまでですよ。なにしろ日ごろから主上は、東宮様に顔向けもできない状態ですからね。きっと今ごろ、あの武者に私とのやり取りを東宮様に告つげ口ぐちされるのではとおびえているはずですよ」

「おびえるって、父が息子むすこに？」

　信じがたいというふうに塔子は言った。他に言いようがなかったのでしかたがないが、出生の疑惑を考えるとなんとなくしっくりこない台詞せりふだった。あんのじょう左近衛大将は皮肉っぽく笑った。

「ええ、お二人のご気き性しようを考えればしかたがありませんよ。東宮様の肝きもの据すわったご気性は、主上よりも法ほう皇おう様にそっくりですからね」

「なるほど。それならあなた達藤とう家けの人間は、東宮様に即そく位いされては困るわよね。自分達の血を引かないうえにご気性までそれじゃ、『治ち天てんの君きみ（法皇）』がお二人いるようなものだもの。それぐらいなら、いくら法皇様が院いん政せいを布しかれていても、おとなしくて政まつりごとに関心を持たない主上にご在位いただいたほうがいい」

　容よう赦しやない塔子の反撃に、左近衛大将は痛いところをつかれたように表か情おをしかめた。

　二人の間に張りつめた空気がただよう。やがて左近衛大将は、ふっと力が抜けたように微笑んだ。いきりたっていた塔子も冷静さを取り戻す。

「さすが、尚侍ないしのかみ。あいかわらず頭の回転が速いですね」

　以前にも一度聞いた評価だったが、あいかわらず褒ほめられた気がまったくしない。

　胡う散さん臭くさげな眼めをむけると、左近衛大将は視線を交かわすようににっと笑う。

「とはいえ、あなたはひとつ思い違いをしています」

　塔子は訝いぶかしげに眉まゆをよせた。

「個人的な考えを言わせてもらえば、私は別に東宮様に即位をしていただいてもかまわないと思っていますよ。現状であれば、ね」

　後半の言葉を妙みような節をつけて告げたあと、左近衛大将は口調をあらためた。

「ですが、兄の娘を娶めとられるのは困るのです」

　低く語られた言葉に、塔子はぎくりとする。内容ではない。それまで相手を揶や揄ゆするようだった左近衛大将の口調が、打って変わったように真剣なものになったからだ。

　あらためて見直すが、左近衛大将の面おも差ざしはいつもの取りすましたものだった。

　本ほん音ねを隠すことをよく躾しつけられた面おもてに、塔子は彼の真意を悟さとった。

　現状で左近衛大将個人がもっとも恐れていることは、自分達の身内ではない帝みかどの誕生ではなく、兄大納言に権けん勢せいが行くことだったのだ。

「うっかり忘れていたわ。あなたがそういう人だったってことを」

　なかば自じ嘲ちよう気味に言う塔子に、左近衛大将はすました表情であいづちを打つ。

　褒め言葉とでも捉とらえているような反応に、むかっ腹が立つ。

「その件がなければ、別に東宮に即位いただいてもかまわないのですよ。確かに東宮は聡そう明めいで意志の強い御おん方かたです。現在の主上より扱あつかいにくいことは確実だ。しかし藤家の後うしろ盾だてを持たない帝が、いまのこの国でなにができるというのです」

　傲ごう然ぜんとした自信に満ちた態度に、塔子はあ然とする。

　半世紀前ならともかく、法皇が院いん政せいを布しく現状で、そんな強気な台詞がでてくるなんて思いもしなかった。しかし、左近衛大将は自信満々に言う。

「あの法皇様でさえ、お若いときは関かん白ぱくを必要とされていた」

　法皇の母は藤家の娘で、彼も即位した当初のころは外がい祖そ父ふである先々代の関白を要ようしていた。しかしその関白が逝せい去きよして以降、法皇は藤家の政治介かい入にゆうを許さなかったのだ。今上の外祖父にあたる先の関白がいくらせっついても、頑がんとして譲じよう位いをしなかったことが何よりの証しよう明めいだ。とはいえそれも若いときに外祖父の後押しがあり、権勢を固めていたからこそできたことだろう。

「東宮様には法皇様がおいででしょう」

「そうですね。法皇様はことのほか、東宮様を気にかけておいでだ。こういってはなんですが、実の息子である主上よりも───」

　いちいち持って回った言い方をする左近衛大将に、塔子はどんどん不ふ愉ゆ快かいになる。敬けい遠えんしていたはずの東宮なのに、つい彼の味方をしたくなってしまう。

「私、今朝法皇様にお会いしてまいりました」

　左近衛大将は眉根をよせた。彼がなにか言うより先に、先手を取るような気持ちで塔子は言葉をつづけた。

「ご高こう齢れいとはいえ、法皇様はご壮そう健けんです。お若い帝がお祖じ父い様の尽じん力りよくを受け地固めをし、そして相そう応おうの年月を経へて自立する。まさに法皇様のお若いときを踏とう襲しゆうしているようではございませんか」

　自分が語った言葉を使っての塔子の反論に、左近衛大将は眉み間けんの皺しわを深く刻んだ。

　その表情が痛つう快かいではあったが、塔子はきっちりと身み構がまえていた。ここで油断して何度も手痛いしっぺ返しを食らっているのだから。

　あんのじょう左近衛大将は、すぐに余裕を取り戻した。

「当時法皇様の周りにいた公く卿ぎよう達は、まあ、私の祖そ父ふや大おお叔お父じ達ですが、自分達がからんだ樹じゆ木もくの大きさに気がつかなかったのでしょうね」

　比ひ喩ゆの意味が分からず、塔子は首を傾げる。

　そんな反応を最初から承しよう知ちしていたように、よどみなく左近衛大将はつづける。

「大たい化かの改かい新しん以降、わが藤家はその名が示すように、皇こう家けという木にからまって育ってまいりました。いまでは誰もが美しい紫むらさきの花にばかり注目し、もはや武ぶ骨こつな老ろう樹じゆになど見向きもしない」

　藤という植物は、支し柱ちゆうとなる木に巻きついて成長してゆく蔓つる植しよく物ぶつである。

　相手をからめとったのち、たわわに実った葡ぶ萄どうのような美しい紫の花を咲かせる。

　皇家という古こ木ぼくに寄り添い、やがて枝葉の自由を奪い、まるで最初からその木に咲いた花のようにふるまう───藤の花の生しよう涯がいは、藤家のやり方そのものだった。

「私は彼等とはちがいますよ」

　流れるような口調から一転、はっきりとした重みを持った言葉だった。

「私は知っています。カムヤマトイワレ命ノミコト（神じん武む天てん皇のう）の東とう征せい以降、いえ、もっと正確に言えばオオクニヌシ神ノカミの国譲りからかもしれませんね。皇家がこの国に巨大な木として在りつづけたように、藤家も大たい化かの改かい新しん以降、あらゆる闘とう争そうを勝ち抜いてきた一族だということを。権勢とは安あん穏のんとして得えられるものではなく、戦いを勝ち抜いた者にだけ得られるものなのです」

　一語一語を相手に押しつけてくるような左近衛大将の語りぶりに、塔子は気け圧おされかかった。それは日ごろの人を食ったような態度とは、まったくの別人だったからだ。

　だがここで圧されてはいけないと、塔子は自身を叱しつ咤たする。この男にだけは、観かん念ねんした姿など見せられない。

「では法皇様に実権を握にぎられてしまったのは、ご先せん祖ぞ様達が不ふ甲が斐いなかったからだとあなたはおっしゃりたいのね」

　おそらく父や兄に対しても、同じ思いを抱いだいているのだろう。

　でなければ先の五ごの宮みやの事件でも、彼等を出し抜こうなどと考えるはずもない。

「そして自分はそうならないと。東宮様の権勢を阻そ止ししてみせると？」

「私は、からむ木の大きさを見誤ったりしませんよ」

　直接答えることは避さけられたし、あくまでも藤がらみの表現を止めないが、前後を聞いていればあきらかに東宮に対する宣せん戦せん布ふ告こくだ。

　左近衛大将の立場を考えれば、東宮と対立するのはとうぜんのことだろう。

　もちろん塔子はどちらの味方をするつもりもない。法皇や縋すが子こはああ言ったが、東宮と一面識もない塔子にそんな要求をすること自体無理がある。彼の境きよう遇ぐうには同情するが、人となりを知らないで味方になどなれるはずもない。

（なれるわけがないでしょ、話したこともない人のヤマトヒメ命ノミコトになんて）

　そして人となりを知っているからこそ、この男には近づきたくない。決意をあらたにする塔子を、右手に持った扇の先せん端たんを口許にあてて楽しげに見下ろした。つい先刻の重々しい態度とは別人のように軽けい薄はくな雰囲気をかもし出している。いつまでも向きあっていると、それこそ蔓にからめとられてしまうような気がした。

「では、私は………」

　塔子が足を踏み出そうとしたとき、目の前に束そく帯たいの袖そでが伸びてきた。

　片腕を高こう欄らんに伸ばし、左近衛大将は行き手をはばむように立ちはだかった。

「あの………」

「先日のお返事は考えていただけましたか？」

「全力でお断りします！」

　間かん髪はつ容いれずに塔子は叫さけんだ。あまりに大声で叫んだので、息まで荒れてしまった。

　ぽかんとする左近衛大将は、間合いよりも剣けん幕まくに驚いたようだった。

　肩で息をしつつ自分をにらみつける塔子のさまに、左近衛大将はぶっと噴き出した。

「これは申し訳ない、私としたことが。いかにあなたが虫むめずる姫ひめのように風変わりな御方でも、一応姫君に求愛するのなら、歌の一つや二つお送りすべきでしたね」

「いりません！　そんなもの文字習いの手本にもならないし、かまどの焚たきつけにするには量が少ないでしょ！」

　焚きつけという言葉には、さすがに左近衛大将も表情を引きつらせた。

「だいたい、なんでそういうことになるのよ！　海が割れたって、犬が空を飛んだってありえないことだと断言できるけど、仮に、いいっ、絶対に仮にですからねっ！　絶対仮として、私があなたと結婚したら、大納言の姫君を手助けすることになるじゃないの！」

「姪めいの入内に、あなたの存在は関係ありません」

　仮にという部分を猛もう烈れつに強調する塔子に、辟へき易えきしたように左近衛大将は答えた。

「え、な、なんで？」

「別にあなたの存在や入内の時期に関係なく、兄は娘の入内を推おしてきます。しかし男だん児じを身み籠ごもるかどうかは、人がどうこうできる問題ではありませんからね。もちろん期間が長ければ多少確かく率りつはあがるでしょうが」

　理り詰づめで語ったあと、左近衛大将はぼそっとつぶやく。

「三百年経たっても同じ手段に頼りつづけるとは、まったく芸のない」

「!?」

　思いがけない言葉に、塔子は目を瞬またたかせる。

　娘を嫁とつがせ、帝の外祖父になって権勢を握るやり方は、藤家以前に蘇そ我が氏や大おお伴とも氏など数あま多たの有力豪ごう族ぞくが採とってきた手段だ。それをまるで芸がないことのように述のべるとは。

　しかし左近衛大将が指摘するように、これほど運任せの方法もない気がする。

　実際今上の誕生以降は運に見放され、藤家は男皇子を得られずにいる。

　ならば政権を取り戻す別の手段、運に頼らないもっと確実な手段を模も索さくするべきだと彼は考えているのだろうか？　だとしたら、ちょっと意外な発想なのだが───。

　毒どつ気けを抜かれたような思いでいる塔子に、左近衛大将は薄笑いを浮かべる。

　底の見えない笑顔に、塔子は夾きよう竹ちく桃とうの花束を突きつけられたような気持ちになる。夏に咲く花・夾竹桃は、牛すら殺す猛もう毒どくを含んでいる。

「とはいえ、もちろん兄の娘が入内して男皇子が産まれれば、私にとって脅きよう威いにはちがいない。それぐらいならあなたが親しん王のうを産んでくれたほうがまだ助かりますよ」

「あなたにそう言われると、なおさら入内したくなくなってきたわ」

「ですから、私と結婚しましょう」

「嫌だって言っているでしょ！」

「しかし東宮妃にもなりたくないのでしょう」

　痛いところをつかれ、塔子は言葉を詰まらせる。

　そんな塔子に、左近衛大将は心から愉快そうな笑顔で言う。

「もっと割り切って、かしこくお考えになられたらいかがですか。あなたが私を嫌っているのは存じあげておりますが、別に本当に妻になれと言っているわけではありません。前にも言いましたが、私もそこまで物好きではありませんから」

　虫むし唾ずが走る相手になにを思われてもかまわないはずなのに、やはり多少は不快に感じてしまう。かといって〝きれい〟とか〝愛しい〟などと言われたら、不快どころの騒ぎではないのだろうが。

「あなたが熊くま野のに帰りたいのなら、私の妻になるのがいちばん確実な方法ですよ」

「そんなことは分かっているわ」

　ふてくされつつも塔子はそれを認めた。

　しかも今回はこの話に乗ったところで、他の誰に迷めい惑わくをかけるわけでもない。

（本当に相手がこの男でなければ、一も二もなく話に乗るところなのに………）

　内心で歯は嚙がみをしつつ、虚きよ勢せいを張って塔子は答える。

「私が得る利りは分かるけど、あなたが私を妻にする利が分からないのだけど」

「仮の妻だとしても、あなたを迎えることは、きっと私の人生にこれまでにない刺激を与えてくれるでしょう」

「はあ？　あなたみたいに野や望ぼうと野心にぎらぎらしている人間が、そんな有ゆう閑かん貴き族ぞくみたいなことを言って信じると思っているの!?」

　何度目になるか分からぬ大声を塔子はあげた。しかしこれだけ怒ど鳴なっても誰も来ないあたり、本当に昭陽舎はもぬけの殻からなのだろう。

（暁の言ったことは、本当だったんだ）

　ふと塔子は現実を取り戻す。なんらかの根こん拠きよがあってあそこまで断言したのだろうが、なぜ彼がそれを知っていたのかが解げせない。

（暁って、本当に何者なんだろう………）

　正しよう七しち位いの左さ衛え門もん府ふ武官。加えて東宮の乳兄弟の上じよう官かん。それ以上のことはないと言われれば、それですんでしまう話なのだが………。

　しかし別れぎわの彼の態度を思い出すと、塔子は胸が詰まるような気持ちになった。

　あきらかに避さけられた理由は、なんらかの形で彼を失しつ望ぼうさせてしまったからだろう。

　だがその原因が分からない。いったいなにが彼を消しよう沈ちんさせてしまったのか？　現状を忘れて、塔子は悶もん々もんと考えこむ。

「なんですか、急におとなしくなって。新嘗祭を前に赤い雪でも降らせるつもりですか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような左近衛大将の言葉に、塔子は物思いから立ち返る。赤い雪というありえないものの喩たとえ発言は本来怒るところなのだが、暁のことを気にするあまり受け流してしまっていた。それどころか自分に求婚する左近衛大将の真意さえ、完全に念ねん頭とうから外れていた。

「あの、左近衛大将………」

「はい？」

　しおらしくとまで言うと大おお袈げ裟さだが、急におとなしくなった塔子に左近衛大将は物ものの怪けでも見るような眼をむける。しかし暁のことで頭がいっぱいになっていた塔子は、彼の奇異な眼差しに気がつかなかった。

「今日は昭陽舎がずいぶんと静かなようだけど、全員が常寧殿に出払っているの？」

「まあ、概おおむねは。なにしろ東宮命令でしたからね」

「え？」

　目を円まるくする塔子に、左近衛大将は珍しく悪意のない表情で言った。

「だって今朝早く、吉よし野のからお戻りになられたでしょう」
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　よりによって東とう宮ぐうが戻ったその日に、後こう宮きゆうを抜け出していた尚しよう侍じ。

　昭しよう陽よう舎しやに戻った塔とう子こを迎えたのは、元から悪かった評判をさらに貶おとしめるものだった。

　斎さい院いんの宮みや縋すが子こに呼ばれたという理由はあったわけだが、時じ宜ぎの悪さが二人の相性を表しているようで、女によう官かん達は面白おかしく陰かげ口ぐちをささやきあっているようだ。

「勘かん弁べんしてよ、もう」

　人ひと気けのない局つぼねで、ぐったりと脇きよう息そくにもたれて塔子はため息をついた。

　左さ近こん衛えの大だい将しようとの一戦から戻ってすぐ、東宮に挨あい拶さつに伺いたいと申し出たのだが、数カ月ぶりの帰き京きようと新にい嘗なめ祭さいの準備で忙しいという理由で断られてしまった。

「困ったな、御ご機き嫌げんを損そこねちゃったかな」

　入じゆ内だいにかんして、東宮ときちんと話しあいたいとずっと思っていた。彼も妃きさきを迎えることに気乗りしていないはずなのだから、話しあってなんとか入内を阻そ止しする方向に持っていけないものかと考えていた。

　しかし会うことすら拒きよ絶ぜつされては、話しあう機会すら作れないではないか。

　一応東宮妃候こう補ほなのだから、まさかこのまま会ってもらえないことはないだろうが、腹を割ってじっくり話しあうにはあまりにも不ふ穏おんな出だしである。

　それにしてもこうなると、ヤマトヒメ命ノミコトや国こく母もだとかの期待の言葉が虚むなしく響く。

「法ほう皇おう様と縋子様だけで盛もりあがられてもね………」

　肝かん心じんの東宮が、自分を受け入れる可能性がたいへんに低い。もちろん塔子は最初からそんなものになるつもりはないから、下手に受け入れられては逆に困ってしまうのだが。

　とはいえ東宮に味方を作ってあげたいという、縋子や法皇の親心（？）は痛いほどに分かる。

（東宮様って、想像以上に大変な環境にいたのね）

　ここ数日の間に聞いた境きよう遇ぐうを想像するだけで、本当に不運な人だと思う。しかもその原因がすべて本人に責任のないところにあるのだから、理り不ふ尽じんというより他ない。つい最近まで嫌われることばかりを考えていたが、これだけの事情を聞くと単純に気の毒だと思うし、なにか自分にできることがあれば力になりたいとは思う。

　だがそれは人間としてしごく普通の感情で、塔子から東宮という一個人にむけた感情とはちがっている。なにしろ自分は、いまだ東宮に会ったことがないのだから、好きだとか嫌いだとか考えようがない。だからこそ自分のようなお仕着せの妃候補ではなく、東宮が心から得えたいと思う相手がヤマトヒメ命ノミコトになってあげるべきだと思う。

「それに根本的な問題は、ヤマトヒメ命ノミコトじゃなくて大おお王きみのほうよね」

　ついに父親との関係を築けなかったヤマトタケル命ノミコト。彼に必要だったのは、ヤマトヒメ命ノミコトでも、妻であるオトタチバナヒメ命ノミコトでもミヤズヒメでもなかったのだと思う。

　左近衛大将は、主上おかみが昭陽舎にむかっていた理由を、東宮に会いに行こうとしていたからだと言った。普通であれば東宮のほうから赴おもむくべきだが、朝ちよう参さんがあったために帰京の挨拶が叶かなわなかったのだという。

　譲じよう位いの件を東宮に相談なく公表したことを、主上はずっと気に病やんでおり、あのときは経けい緯いを説明するため自ら昭陽舎にむかう最中だったと言うのだが───。

　───大将、やはり出直してまいる。

　簀子の下にもぐっていたので、あのとき主上がどんな表情をしていたのか分からない。

　だが東宮におびえ、顔向けもできないでいるという主上が、乳ち兄きよう弟だいである直なお霧ぎりの姿に臆おくしてしまったことは容よう易いに想像ができる。

　それに加えて、先ほど妙みような話を聞いた。

　主上と東宮の関係悪あつ化かに拍はく車しやをかけるような出来事が、あのあと起きたのだという。

　時間的には塔子が東宮に面会を断られた、少し前あたりのころだろう。それは主上が東宮を疎うとんじている───そんな噂をしている世間からすれば、やはりというような出来事だったにちがいない。

「あ～～、もやもやする」

　塔子が頭を抱かかえこんだときだ。

「尚侍ないしのかみ」

　御み簾すのむこうで女官が呼びかけた。

　いつの間にか西日が廂ひさしの間まで射しかかっている。日は暮れる寸前のようだ。

「文ふみが届いております」

　塔子はがばっと起きあがり、御簾を払いのけるようにして簀すの子こに顔を出した。もちろん高貴な女性の所しよ作さではない。しかし女官は慣れたもので、冷ややかな眼まな差ざしで奇き矯きようなふるまいで評判の姫に文ふ箱ばこを手渡す。

　文机の前に戻った塔子は、はやる心のまま文箱を開く。淡うす香こう色いろの薄うす様ようを短たん冊ざく状じように折り、色いろ鮮あざやかな榊さかきを挿はさんだ文は貴たか哉なりからのものだった。

　もどかしい手つきで薄様を広げ、西日にかざすようにして塔子は文を読み進めた。

　流れるような流りゆう麗れいな手しゆ蹟せきに目を走らせ、しっかりと内容を頭に刻みこむ。一文字一文字読むたびに、もやもやと広がっていた想いが次第に凝ぎよう結けつしてゆくように鮮せん明めいになっていく。やがて塔子は、こくこくとうなずきながら独ひとりごちた。

「そうか、やっぱりそうだったんだ………」
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　夜もふけたころから、ぽつりぽつりと雨が降りはじめた。

　屋根を打つ雨音が響くようになると、少し早めに蔵人くろうどが格こう子しを下ろしにきた。

　高たか燈とう台だいの明かりの下、塔とう子こは『続しよく日に本ほん紀ぎ』を広げていた。昨夜暁あかつきから押しつけられたものだったが、今朝会ったときに返すのを忘れていた。なにしろ車の中はそのような状況ではなかったのだから。

「これを読むかぎり、方法はありそうだけどねえ」

　悩ましげに塔子はつぶやく。しかしいくら妙みよう案あんを思いついたからといって、それを主上おかみに奏そう上じようできる立場になどない。東とう宮ぐうにお目にかかる機会もまだあとになりそうだから、言えそうな相手かつ有用な相手といえば縋すが子こぐらいだろうか。とはいえ彼女にも、まだ二回しかお目にかかっていないのだが。

「そもそも、それは私が考えることじゃないよね」

　そう言い聞かせ、未み練れんを残しつつも塔子はその件に関して思考を打ち切った。

「さて、もうひとつ」

『続日本紀』ではなく『古こ事じ記き』のほうを手に取り、塔子は畳たたみの上にうつぶせに転がった。

　塔子にとってはこちらのほうが切実だ。

「こっちは、私が考えてもいいことよね」

　暁が過去にどんな経験をし、それをどう思っているのか具体的には分からない。

　しかし東宮の境きよう遇ぐうに自分を重ねるようにして語っていた姿を思うと、暁が家族に対してなんらかの屈くつ託たくを抱かかえていることは確かなのだと思う。ならば貴哉の文で塔子が得た答えを告げることができれば、少しでも彼が救われるような気がしたのだ。

　女によ王おうが呼んでくだされば───。

　あんなふうに暁は言ったが、今日の車の中でのことを考えると、いまもあの言葉が生きているとは思えない。別れ際ぎわ、あきらかにそらされた目を思い出すと、塔子の胸はずきりと痛んだ。

「どうしよう………」

　うつぶせのまま、古事記をぱらぱらとめくる。

　───ヤマトヒメ命ノミコトにはかける言葉もなく、ただ黙って甥おいの嘆なげきを聞いていた。

　少しちがう。かける言葉はあっても、かけることができないのだから。

　うんざりして古事記を閉じたとき、御み簾すのむこうに人の気配を感じた。

　肘ひじをついて上半身を起こしてみると、思いがけない大おお柄がらな影に目を見み張はる。

（男？）

　まさか、の思いでいる塔子に、御簾のむこうの人影は腰を下ろす。

「誰？」

「私です、女によ王おう」

　聞き慣れた暁の声に、塔子は耳を疑った。殿てん上じよう人びとでもない身分の者が、しかも後こう宮きゆうに入りこむなど、見つかれば咎とがめを受けることは避さけられない。

　どうして？　というより先に、すばやくあたりを見回す。誰かに見つかっては暁の進しん退たいに関わってくる。女によう官かん達は下がらせているが、簀すの子こなど誰が通ってもおかしくはない場所だ。迷いなく立ちあがると、塔子は走りよって御簾を持ちあげた。そこには官かん服ぷくの褐かち衣えではなく、鳥とりノの子こ色いろの狩かり衣ぎぬを着た暁がいた。

　なにか言いかけた彼を無視して、問答無用で塔子は腕をつかむ。

「誰かに見つかったらまずいから、中に入って」

「あ、あの、女王………」

「いいから」

　体格差を考えれば信じがたい話だが、暁は塔子に引きずりこまれる形で中に入った。

　几き帳ちようの内側に来た塔子は、ぼんやりと立つ暁に小声でささやく。

「なにをしているの、早く座って。あなたは背が高いからすぐに影でばれちゃう」

「いえ、その………」

「いいから、事情はあとから聞くから」

　塔子に引っぱられた暁は、まるで海に沈むように几帳の陰に身を埋うめた。

　屛びよう風ぶで仕切られた空間には、高燈台が灯されている。

　二に帖じようの畳たたみには文机と脇きよう息そく。床には二に階かい厨ず子しや衣い架か、御み衣そ櫃びつ等々が配置され、赤々と炭が燃された火ひ櫃びつが置かれている。その中で特に人ひと目めを引いたものは、何冊もの本や巻物、そして大量の料りよう紙しを置いた白木造りの棚だった。

　物珍しそうにあたりを見回す暁に、塔子は膝ひざをにじらせながら顔をよせる。

「どうしたの、なにかあったの？」

　目の前に顔を突きつけられ、暁はぎくりとしたようにむき直る。

　正面をむいた彼の姿に塔子は息を吞のんだ。先ほどまで物珍しげに回っていた瞳ひとみは、よく見ると昼間よりも濃こい憔しよう悴すいの色が浮かんでいる。

　痛ましさで胸をいっぱいにしながらも、塔子はおのれに言い聞かせる。

　昼の件を彼がまだ引きずっているのなら、はっきりと訊きかなければいけない。自分の言動のなにがあなたをそんなに失しつ望ぼうさせてしまったのか。そしてこんな大それたことをしでかすほど、追いつめられることがあなたに起きたのか？

「なにがあったの？」

　塔子の問いに、暁は上うわ目め遣づかいに見やる。

「何日か前、言いましたよね。主上おかみは東宮を疎うとんじてはいないと」

「………え、ええ。言ったわ」

　昼に聞いた話が話だっただけに、少しばかり緊張しつつ塔子は答えた。

「ですが今日、主上は東宮からの帰き京きようの挨あい拶さつを拒こばまれたそうです」

「知っているわ」

　淡たん々たんと告つげた暁に、塔子も冷静に答えた。

　今日のうちに、あっという間に広がった話だった。

　今朝できなかった帰京の挨拶を昼すぎに東宮が願い出ると、主上は体調が優すぐれないと言って断ったのだという。そのうえで譲位の件を翻ほん意いしたいと伝えたのだという。

　やはり主上は、生なさぬ仲やもしれぬ東宮への譲位を躊躇ためらったのだ。

　そんな尾ひれをつけて、瞬またたく間に話は宮中に広がった。きっと京の町中にも、あっという間に広がるのだろう。

「これでお分かりでしょう。やはり主上は東宮のことを疎んじておりますよ」

「疎んじていたとしても、それは主上が東宮様に罪ざい悪あく感かんを抱いだいているからよ」

　塔子の指し摘てきに、暁は訝いぶかしげな表情をする。

　しかし貴哉の文ふみを読み終えた塔子は、これまで釈しやく然ぜんとしなかった主上の真意が見える気がしていたのだ。

　左さ近こん衛えの大だい将しようにかぎらず、みなが主上の真意を思い違えている。

「みんな見当違いもいいところね。主上は自分の血を引かない子供だから譲位を躊躇っているわけではなく、譲位をすれば東宮様に迷めい惑わくがかかるから躊躇っているのよ」

　暁は眉まゆ根ねをよせ、ますます訝しさを募つのらせる。切れ長の瞳から、これまで見たこともないきつい眼差まなざしが放たれていたが、もちろん塔子はおびえなかった。

「主上が心から東宮様を疎んじておられるというのなら、譲位を躊躇ったりしない。人は疎んじている相手の気持ちを、自分の希望より優先させたりしないわ」

　迷いなく告げたあと、塔子は一度言葉を切る。

「だって私、見たもの。昼にあなたと別れたあと、主上が東宮様に会いに、昭陽舎にむかっているところを」

　暁の切れ長の眼めが、驚きに見開かれる。

「時間的に東宮様が挨拶を申しこまれる前よ。左近衛大将が余計なことを吹きこんだおかげで、あなたの部下、そう、直なお霧ぎりさんの姿を見て驚いて戻っちゃったのよ。あの人、東宮様の乳ち兄きよう弟だいなんですってね」

　一息にまくしたてる塔子に、暁はぎこちなくうなずく。気け圧おされたというより、塔子の告白が意外すぎて、とっさに反応できないでいるようだった。

　いっぽう興奮していた塔子は、やけに静かな暁の反応にふとわれに返る。

　さすがに少しばかり気恥ずかしくなった。仮に暁が自身の境きよう遇ぐうを東宮に重ねあわせていたとしても、まったく同じ経験をしているわけでもあるまい。それなのにまるで目の前の暁を説得するようなつもりで、つい興奮してしまった。

　塔子はひとつ息をつき、夕刻に読んだ貴たか哉なりの手紙を思い出そうとした。

　流りゆう麗れいな手しゆ蹟せきは目にするだけで心が洗われる。塔子はそっと目を閉じ、淡うす香こう色いろの薄うす様ように書きつけられた文ふみの内容を瞼まぶたの裏によみがえらせた。春の小川のように自分の心が穏おだやかになるのを感じ取ってから、塔子はふたたび瞼をあけた。

「叔お父じ様から文をもらったの」

　貴哉の呼こ称しように、暁の眼に一瞬複雑な色が浮かぶ。しかし自分の想いを告げることにせいいっぱいの塔子は気がつかなかった。座ったまま上半身を反転させると、後ろに置いた文ふ箱ばこから文を取り出す。一緒に添そえられていた榊さかきは二階厨子の上に飾っていた。常じよう緑りよく樹じゆの榊は神しん道とうにおける永と久わの象しよう徴ちようである。

　塔子は脇息の上に文を広げ、まるで朗ろう読どくでもするかのように語った。

「おのれに罪悪感を持っている人は、償つぐないたいと思っていても相手の顔を見ることができないほど臆おく病びようになるものなんですって」

「臆病？」

　塔子は文から顔をあげた。

「でなきゃ主上ともあろう人が、衛え門もん府ふの一いち武ぶ官かんにおびえたりはしないでしょう」

「………」

　指摘されてみれば理りのある台詞せりふに、暁は複雑な面おも持もちを浮かべる。

　正しよう七しち位いの暁の部下だというのなら、あるいは直霧は無む冠かんなのかもしれない。いずれにしろ天てん子しが対面しておびえるような相手ではないのだ。だというのにあの反応は、主上の心に東宮に対する深い自じ責せきの念ねんと疾やましさがあるからにちがいない。

　人によってそれが被ひ害がい者しやに対する理り不ふ尽じんな攻こう撃げきとなるときもあるが、幸いにして主上はそんな人間ではなかったようだ。

「主上は自分の行いから東宮様に余計な苦労を背負わせてしまったことに対して、ずっと申し訳ないと思いつづけていたのよ。だけど一方的に自分が悪いと分かっているから、東宮様にどう対応してよいのか分からなかったのだと思うの───本当は少しでも東宮様に幸せになってほしいと願っているのに」

　最後の言葉に、暁ははっきりと眉み間けんに皺しわを刻んだ。

　険しい面持ちにひるまず、きっぱりと塔子は言った。

「でなければ主上が、私にあんなことを言うはずがないわ」

「あんなこと？」

「───東宮を頼む」

　暁は切れ長の眼を大きく見開いた。

　自分の言葉を暁がどう受け止めたのかは分からなかったが、かまわず塔子はつづけた。

「東宮様が少しだけ許す勇気を譲じよう歩ほしてさしあげたら、主上も勇気をお出しになれると思うわ」

「どうして東宮のほうが譲歩しなければならないのです」

　納得しかねると言うような暁に、塔子は諭さとすように告げる。

「東宮様に、非ひがないからよ」

「………」

「誰がどう考えたって東宮様に非はない。そんなことは子供でも分かる。そりゃあいろいろ言う人もいるだろうけど、そんな人達は放っておけばいい。あの方が体てい裁さいを気にしたり、見栄を張ったりする必要はどこにもないのよ」

　穏おだやかにつむがれる塔子の言葉を、暁はしばしぽかんとして聞いていた。

　やがて彼はそっとうつむき、考えを整理するように間をおく。

「叔父君からの文には、そんなことが書いてあったのですか？」

　塔子はきょとんとする。暁の眼差しは、塔子が脇息に置いた文にむけられていた。

　淡香色の薄様を一いち瞥べつすると、塔子はくすっと笑った。

「そこまで詳細にわたっては書いてないわよ。でも、概おおむねそんなところかな」

　そこで塔子はいったん言葉を切り、ひょいと肩をすくめてからかうように言った。

「なにより、私がそう思うの」

　一瞬虚きよをつかれたような反応をした暁は、やがて険しかった口くち許もとを和なごませた。

「あなたって人は、ほんとう滅め茶ちや苦く茶ちやですね」

　こぼれるように笑った暁に、塔子はぱっと顔を輝かがやかせた。

　床に手をつき、ぐいっと身を乗り出すようにして暁の顔をのぞきこむ。

「なにをしているんですか？」

「やっと笑ったと思って、嬉うれしくなったの」

　暁は瞳を瞬またたかせた。しかし思わせぶりな意図などない塔子は、きれいな花を見つけた女めの童わらわのように、心底嬉しそうに微笑ほほえんでいる。自分を見つめる暁の頰ほおがうっすらと赤くなったようだが、高燈台の明かりに照らされているので塔子にはよく分からない。

「まいったな」

　ぼそりと暁は言った。

「今日は絶ぜつ縁えんされるのを覚かく悟ごで来たのに………」

「え？」

　ため息のように小さな声を捉とらえることができず、塔子は短く声をあげた。

　しかし暁は再度同じ言葉を言おうとはせず、そっと瞼まぶたを伏せたあと静かに呼びかけた。

「女によ王おう」

「なに？」

「左近衛大将のお話をお受けなさい」

　とっさに意味が分からず、塔子はあ然とする。

　物も言えずにいるところに、暁はひどく優しげに、それ以上に寂さびしげに告げた。

「大丈夫。今回の左近衛大将の目的は、東宮に有力な妃きさきを迎えさせず、次の東宮を誕生させないことだから。おそらくなにがあっても、兄の娘むすめの入じゆ内だいも阻はばむ算さん段だんでしょう。だけど大丈夫、あなたに害は及びません」

　ひとつの台詞の中に、大丈夫という言葉を暁は二回繰り返した。だから噓でも虚きよ勢せいでもなく、彼が本当に塔子のことを思って言ってくれていることが伝わった。

　暁の〝大丈夫〟という言葉は信じている。

　だというのになぜだか、塔子は無む性しように泣きたくなった。

　心の中にある戸と惑まどいを払うことができない。信頼できない人間と手を組むことが、自分の倫りん理りに反するとかそういうことではなく───。

「あなた、それでいいの？」

　自分がどういうつもりでそんなことを訊きいたのか、口にしてなお塔子はよく分からなかった。左近衛大将と結婚するよう、暁の口から言われたことが衝しよう撃げき的てきで問わずにはいられなかったのだ。

「私ですか」

　うっすらと開いた唇から、暁はかすれるような声を出した。

　ひどく息苦しそうな声だと思った。

「………いいですよ」

「どうして？」

　またもや、なぜ自分がそんな問いを口にしたのか分からなかった。

　左近衛大将との結婚話はあくまでも偽ぎ装そうで、目的を果はたすための手しゆ段だんに過ぎない。

　相手への生理的嫌けん悪おと道どう義ぎ的てきな抵てい抗こうを割り切ることができれば、なんの問題もないはずなのに、なにをいまさら暁に求めようとするのか───。

（だって、左近衛大将の話を受けるということは………）

　───暁とは会えなくなる、ということではないか？

　だというのに彼は、結婚話を受けろと言うのだ。

　すがるような眼差しをむけると、暁は翳かげのある微び笑しようでそれを受け止める。

「あなたが熊くま野のに帰るには、それしかないからです」

「………」

　暁の答えに、塔子はついに観かん念ねんした。

　熊野に帰りたいという切せつ望ぼうは、いつの間にか自分の心に芽生えていたもうひとつの願いを打うち砕くだくものだった。

　───そのことをようやく塔子は自覚したのだ。

　胸を絞しぼるような痛みと、それ以上の衝撃にぼう然とするしかできない。

　暁はすっくと立ちあがり、背をむけて御簾のほうに歩いていく。人に見つかるとか、気をつけてなどと、口にするどころか気づく余裕もなかった。

　一度御簾が持ちあがり、一瞬雨音が強くなった。

　だがそれは本当にわずかな間のことで、局つぼねはすぐに元の静けさを取り戻していった。
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　新にい嘗なめ祭さいとは、霜しも月つきの二度目の卯うの日ひに催もよおされる宮中神事である。

　神しん嘉か殿でんで行われるこの儀式で、主上おかみはその年の秋に獲とれた穀物を神にささげ、自らも食し、その年の収穫と翌年の豊作を祈き願がんする。

　この祈願祭の翌日に開催される直なお会らい的な宴うたげを、豊明節会とよあかりのせちえと呼ぶ。

　会場となる紫し宸しん殿でんの庭には、朱の高こう欄らんがついた高舞台が設置されていた。節会の最大の見せ場でもある五ご節せちの舞まいはここで舞われるが、他にもさまざまな雅が楽がくや管かん弦げんが披ひ露ろうされる。

　塔とう子こは母も屋やの席から、この宴を眺めていた。

　午前中は局つぼねでぐずぐずしていたのだが、午後になって縋すが子こに強引に呼び出されてしまったのだ。公おおやけの場に出ることは気が進まなかったが、縋子には打診してみたいこともあったので、ちょうどよい機会だと自分を納得させていた。

「ほれ、塔子。飲んでみよ。この白しろ酒きの美び味みなこと」

　そういう縋子の頰ほおはすでに真っ赤で、口調も呂ろ律れつが回っていない。ようするに完全な酔っぱらいで、濃こき紫むらさきをいちばん上に濃淡を重ね、青（緑）と朱をのぞかせる、高貴な龍りん膽どう襲がさねの衣装も台無しである。ちなみに唐から衣ぎぬは光沢のある白である。

　塔子は丹に色いろと黄を重かさね、緑青の単ひとえをのぞかせる山やま吹ぶき襲がさねをまとう。唐衣は朱の糸で冬ふゆ葵あおいの花葉を模かたどった濃こき黄きである。

「斎さい院いん宮のみや様、宴はまだ長うございます。あまり聞きこし召めしては………」

　遠慮がちに塔子はたしなめたが、かまわず縋子はぐいぐいと杯さかずきをあおってゆく。

　前のときも思ったが、どうやら相当の酒豪のようである。まあ彼女の場合酔いつぶれても許される立場だろうが、こちらはそういうわけにもいかず、塔子はしきりに勧めてくる縋子の杯をかわしつつも、結構な量を飲まされていた。

　母屋中央には主上の席である高たか御み座くらが設しつらえられ、紫と赤の垂れ幕のむこうに倚い子しに座った帝と法皇の下半身が見えた。

　一段下がったところに彼等の妃達が控え、さらに下った廂ひさしの間には高位の女によう官かん達が席を占める。本来であれば塔子は彼女達と同じ席なのだろうが、縋子に連れられ妃達と同じ場所に座っていた。ちなみに斎さい王おう選びで難なん儀ぎしたように、独身の皇女は塔子と縋子、そして数年前に産まれた今上の内親王だけである。

　三分の二ほど巻きあげられた御み簾すのむこうの簀すの子こでは、公く卿ぎようや親王達が上機嫌で話を交わしている。高舞台では楽がく所しよの者達が、舞ぶ楽がくや管弦の雅楽を披露している最さい中ちゆうだった。

「あの、斎院宮様」

　はたしてまともな会話ができるものかと疑問に思いつつ、一応呼びかけてみる。

　ひっくと喉を鳴らしてから、縋子はこちらを見た。

「なんじゃ？」

「東とう宮ぐう様はおいでではないのですか？」

「おや、午前中はおったがのう」

　よく思い出せないのか、単に思考が働いていないのか縋子はしきりに首を傾げる。

「昨日の神事には出席なさったのですか？」

「むろん………というか、そなたまだ東宮に目通りしておらぬのか？」

　急に酔いが醒さめたかのように、しゃっきりとした口調で縋子は叫んだ。

　とうぜんだが、控えていた妃達や女官達の視線がいっせいに集まった。

（ひ～～、斎院宮様、堪かん忍にんしてください）

　ある程度噂うわさにはなっていただろうが、帰京して三日も経たつのに、いまだ唯一の東宮妃候補が、御目通りもかなっていない事実がこんな場所であきらかにされてしまった。侮ぶ蔑べつと同情を交えた視線が集中し、塔子は針の筵むしろに座っているような気持ちになる。

「なにをしておるのじゃ、あのたわけが！　猶は母はとして黙っては───」

「おや、斎さい王おう尚ないしの侍かみはまだ東宮様とお会いになっておられなかったのですか？」

　簀子から一人の公卿が侮ぶ蔑べつ交じりの声をあげた。

（誰？）

　上かみ座ざに席を得ているあたりから、高位の公卿だとは思うのだが。

　目を凝こらす塔子に、縋子はひどく不機嫌そうに言った。

「大だい納な言ごんじゃ。東宮に自分の娘を入じゆ内だいさせよ、と言うておる」

　つまり左近衛大将さこんえのだいしようの兄である。なるほど、敵意を感じるはずだと塔子は納得する。

「やはりおのれの後宮に入れる御おん方かたを選ぶのですから、東宮様も慎重になっておられるのでしょうな。男としては最初に後宮を飾かざる妃きさきには、素そ行こう、教養、美び貌ぼう、血筋とあらゆる面で吟ぎん味みした、最高の女によ人にんを選びたいものでございますからなあ」

　奇き矯きようなふるまいで評判の塔子に対して、なんとも辛しん辣らつな皮肉である。しかもこの一言では終わらず、大納言の嫌味はさらに鋭さを増してゆく。

「やはり怨おん霊りようや呪じゆ詛そに関わる等、悪い縁えんはついてまわりますからのう」

　父と異い母ぼ姉しがからんだ二つの事件まで引き合いに出され、さすがに殿でん舎しやに居合わせた公卿や女官がざわつく。とはいえ塔子自身は、大納言の言動にはさほど腹を立てていなかった。左近衛大将は、姪めいの入内に塔子は関係ないと言っていたが、大納言のほうは親心としてそんな悠ゆう長ちようにかまえてもいられないのだろう。塔子が東宮から気に入られたなどと聞けば穏やかではないだろうし、逆のほうがむしろ喜ばしいはずだ。

　自分も含めて父親との関係で悩む話が周りに多くあるので、単純に大納言の父心を好ましいくらいに、塔子は受け止めたのだが───。

「ふんっ！　黙って聞いておれば言いたいことを抜かしおって。ならばそなたの姫君は永久に東宮の後宮に入れられぬわ。血筋と素そ行こうはよいやもしれぬが、そなたの娘はそなたにそっくりだと言う話ではないか。そんな末すえ摘つむ花はなのような娘、大切なわが猶ゆう子しの妃にできるものか」

　末摘花とは言うまでもなく『源げん氏じ物もの語がたり』からの引用で、醜しこ女めの代名詞のようなものだ。

　辛しん辣らつを通り越して毒どく舌ぜつな縋子の発言に、あたりがしんと静まり返る。

　その中で、大納言が一人わなわな震えている。

「さ、斎院宮様とはいえ、あまりに無礼なっ！」

「そなたが塔子に言った言葉とどっこいどっこいじゃ！」

　右手で高貴な濃紫の表うわ着ぎの左袖をまくりあげ、縋子は立ちあがりかけた。

　すでに臨戦態勢に入った縋子の腰にしがみついて、塔子はなんとか諫いさめようとする。

「さ、斎院宮様！」

「ええい、離さぬか塔子！」

　耳に虻あぶが入った馬か牛のように暴れる縋子に、塔子はすごく納得できなかった。

　宮中にはこんな人がずっといるのに、私程度のふるまいで〝奇矯な姫〟と称しようされるだなんて、あきらかに公平性を欠かいているだろう。

「縋子、やめぬか！」

「兄上、お鎮しずまりください」

　見かねて縋子のほうを咎とがめたのは、主上ではなく法ほう皇おうだった。恐れをなしたのか、紫と赤の垂れ幕のむこうで主上は凍りついたかのように言げんを発さない。まったくとうぜんの反応だ。法皇の肝きもが太すぎるだけだ。周りに控えている妃や女官達も同じような反応を示している。簀子にいた公卿達もほぼ同じ反応である。

　その中でやんわりと大納言のほうを諫めたのは、弟の左近衛大将だった。

　悪知恵は姑こ息そくだが、度胸のほうはそこそこにあるようだ。

　父親に諫められては、さすがに縋子もそれ以上の攻撃はできないようだ。彼女は憤ふん然ぜんと腰を下ろすと、忌いま々いましげに眉根をよせる。

　反省の色もない縋子に呆あきれつつ、ふと塔子は思いつく。

（やっぱり、これぐらいの気き概がいがある人ならいいかもしれない）

　もちろんそんなことを進言する機会があればの話だが───。

　ご機嫌を取るような気持ちで、塔子は尋ねる。

「斎院宮様は、大納言の姫様に会ったことがあるんですか？」

「ない。会おうてみて本当に醜女であったのなら、気の毒でこんなことは言えぬわ」

　面白くもなさそうに縋子は言った。なんだかよく分からない言い分だが、感情的に納得できるあたりが不ふ思し議ぎだった。

「あ、そういえば、かばっていただいてありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる塔子に、縋子は瞳をぱちくりさせる。

　やがて彼女は、打って変わったような上機嫌顔で答える。

「なにを遠慮することがある。そなたは妾わらわの姪めいで、かつ猶子わがこの妃になる娘じゃ」

　返答に詰まり、塔子は口許をもぞもぞさせる。

「そ、それなんですけど」

　周りに聞こえないように気遣いながら、塔子は切り出した。

「東宮様は私を妃に迎えることを、けして望んではおられないと思います」

　銀の箸はしで干ほし鮑あわびを口に放りこんでいた縋子は、頰を膨ふくらませたまま目を円まるくする。

　唇くちびるを閉ざしたままゆっくりと嚥えん下げをすませると、息を吐はくように彼女は言った。

「なぜじゃ？」

「東宮様は、私のことを疎うとんじておいでですわ」

「いや、それは絶対にないぞ」

　間かん髪はつ容いれずに返され、塔子はどう答えてよいのか分からない。

「だ、だって、もともと男だん色しよくなら、妃を迎えることに気乗りするはずが………それにいまだに会っていただけないのに」

「それにはいろいろと事情があるのじゃ」

　まるで見てきたことのように言う縋子を、塔子は訝いぶかしげな眼まな差ざしをむける。

「とにかく妾に任せて、大船に乗ったつもりでそなたは入内しろ。幼よう帝ていでもないのに妃の一人もおらぬなど、即位のおり恰好がつかぬわ」

「ていうか、私は来年の水み無な月づきまで入内できませんけど」

　頼りがいがあるのか無責任なのか分からぬ縋子の言葉に、塔子は少しばかり声を大きくして反論する。それが聞こえたのか、ふたたび簀子から騒々しい声があがった。

「であるのなら、ぜひわが家の姫を先に東宮に───」

「だから末摘花の姫君などいらぬと───」

　大納言と縋子がふたたび言いあいかける。大納言などこちらに転がりこんできそうな勢いだ。立ちあがってがなりたてる大納言のむこうに、簀子に座り、兄の後ろで冷ややかな眼差しをむける左近衛大将の姿が見えた。

（うわ、出たっ！）

　急いで目をそらそうとした塔子だが、それより先に視線があってしまった。

　その瞬間、左近衛大将は、まるで古い友人に対するような愛あい想そうよい笑顔を見せた。

　間違いなく嫌がらせだが、新嘗祭まで求婚の返事を待つという言葉を思い出した塔子は、背筋が寒くなるような悪お感かんに襲おそわれた。本当の夫婦になることを求められているわけでもないので、ここまで嫌けん悪おしなくてもよさそうなものではと自分でも思う。だいたい以前の塔子であれば、偽装結婚の敢かん行こうを少しは考えていたかもしれない。たとえ相手を腹の底から嫌がっていようと、入内を阻はばむには最適の方法だからだ。

　だが暁あかつきの言葉を聞いてから、感情の制御がつきにくくなっている。

　───左近衛大将のお話をお受けなさい。

　あの言葉は石のようになって、塔子の胸に不快な感触を残していた。

「両名とも静まれ」

　いがみあう縋子と大納言を、ついに主上が諫いさめた。いくら存在感が薄いとはいえ、天てん子し直じき々じきの言葉に、鶏とり合あわせの雄おん鶏どりのようにいがみあっていた二人もさすがに押し黙った。

「東宮妃の件は心配いらぬ。あれから考え直した。朕ちんはまだ譲じよう位いせぬ」

　なだめるような主上の言葉に、殿舎の中にざわめきが広がる。

　内ない々ないにその噂は伝わっていたが、公おおやけに口にしたのははじめてのはずだ。

「兄、いえ主上！」

　あ然とする塔子の横で、血けつ相そうを変えて縋子が叫んだ。

「ご無理をなされるな。身体を壊こわしてしまっては元も子もありませぬぞ」

　興奮する縋子の表情も声こわ音ねも、心から兄あに帝みかどを心配してのものだった。

　母を同じくするこの兄妹は、噂どおりよほど仲がよいようだった。

「斎院宮。御お許もとの心遣い、嬉しく思うぞ」

　穏やかな主上の声音に、いきりたっていた縋子は水をかけた炭のようにおとなしくなった。

　目を疑うような変貌ぶりだったが、特に驚いたふうもなく主上はつづける。

「しかし心配はいらぬ。朕はもう大丈夫じゃ。ここ数カ月いろいろありすぎたので、少々気弱になっておったやもしれぬ」

「さすが主上。賢明なるご決断に、この左近衛大将感かん服ぷくいたしました」

　左近衛大将の言葉をどう受け止めたのか、垂幕に阻まれ主上の表情はうかがえない。

　いっぽうわざとらしい称しよう賛さんを送る弟を、隣席の大納言が苦にが々にがしい顔でにらみつけていた。

　大納言の一の姫は主上の女によう御ごとして入内して十年経たつが、いまだ御お子こには恵まれていない。大納言としてはこれ以上一の姫に期待するより、若い二の姫を東宮に入内させて望みを託たくしたいというところなのだろう。

　しかし肝心の東宮には、頑がん固こに入内を拒否されていた。このたびの即位にあたり、帝に妃がいないという状況は、大納言にとって娘の入内を推し進めるのに恰かつ好こうの理由となるはずだった。しかし主上が譲位をひるがえしたのなら、それも叶わなくなる。

「し、しかし、主上………」

「騒がせてあいすまなかった。宴をつづけよ」

　穏やかだが断固とした物言いに、大納言は反論の言葉をなくしてしまう。戸と惑まどいの空気は残っていたが、それ以上なにか言おうとする者はいなかった。

　やがておずおずと宴が再開された。

　すべての御簾が巻きあげられ、楽所の奏者達が演奏をはじめる。

　笙しよう、篳ひち篥りき、竜りゆう笛てき等の管楽器と、琵び琶わ、筝こと等の弦楽器が奏でられる。優雅な音色にそれまでざわついていた宴の席は、次第に落ち着きを取り戻していった。

「やはり、そうなられましたか………」

「ここにきて、躊躇ためらわれているとはお聞きしておりましたが」

「やはり生さぬ仲………」

　こそこそささやきあっていた女官達は、縋子のひとにらみでしゅんと押し黙だまる。

　先日の面会拒否事件もあり、主上と東宮の不仲説は一気に拡散したようだった。

　譲位を撤回した理由も、主上が生さぬ仲の東宮に、自分の位を譲ることが惜おしくなったからと解釈されているようだ。

　しかし縋子や法皇に言わせれば、主上はもともと天子であることに執着はなく、その地位は彼にとって重圧にしかなりえなかった。にもかかわらず譲位をひるがえした理由は、東宮の立場に遠えん慮りよをして、もっと好意的に解釈をすれば東宮を慮おもんぱかって───。

（よし！）

　塔子は腹をくくった。

「斎院宮様」

　呼びかけに縋子は、不ふ服ふくげな顔のまま振り返る。

「実は妙みよう案あんがあるのです」

「妙案？」

「ええ。主上も東宮様も、そして私も、全員が丸くおさまります」

　そこに妾が入っていないのでは、そう訊かれたらどうしようかと内心ひやひやしつつも、胸を張って答える塔子に縋子が首を傾げたとき、合奏がいったん鳴りやんだ。

　やがて琵琶と筝の奏者達が退席し、代わりに鞨かつ鼓こ、太たい鼓こ、鉦しよう鼓この打楽器の奏者達が楽器とともに見けん参ざんする。

「唐から楽がく？」

　奏者の面メン子ツから塔子は推測する。唐楽、高こ麗ま楽がく、倭やまと舞まいではそれぞれに用もちいる楽器がちがっている。

「東宮様がおいでになるわ」

　女官の言葉に塔子は目をむく。いままで姿を見せずにいたくせに、この状況で登場とはなんたる間合いの悪さだろう。先ほどのやり取りが東宮の耳に入っているのかどうかは不明だが、この席に控ひかえる者はさぞ好こう奇きの眼まな差ざしをむけることだろう。

（なんてまあ、間の悪い）

　まるで自分が針はりの筵むしろにいるような気がして、塔子はやきもきしたのだが。

「花はなの宴えんのおりの青せい海がい波はの舞は素す晴ばらしゅうございましたね」

「まこと目の保ほ養ようでございましたわ」

　女官達の東宮にかんする会話は、これといった悪意を含まないものだった。むしろ憧あこがれの君きみでも待つような期待感に満ちている。

　え？　という表情をする塔子の横で、縋子はぱんっと手を打ち鳴らした。

「そうじゃ、忘れておった。東宮は唐楽を舞うための準備で席を外しておったのだわ」

　先ほど塔子が東宮の居場所を尋ねたとき、縋子はよく覚えていないように言った。しかし今ごろになって思い出したようだった。

「東宮様が？」

「実は妾が無理強じいしたのじゃ。東宮は舞と奏そう楽がく、こと倭わ琴ごんにかんしては、楽所の者達が裸足はだしで逃げ出すほどの腕前じゃ」

　そんな無理やり頼んでおいて忘れるものかと思ったが、酒に酔った人間になにを言っても無む駄だである。

「その代わり手しゆ蹟せきと和歌は、少々残念だがな」

　天は二に物ぶつを与えずじゃ、などと縋子は独ひとりごちる。舞と奏楽が得意という段階で二物ではないかと突っこみたかったが、酔っ払いだからしかたがない。

　それにしても書と和歌が苦手な男性といえば、否いや応おうなしにも暁のことを思い出してしまう。

「そ、そんな男の人なんて、いくらでもいますよ」

　なんとなくかばってあげたい気持ちになり、少々むきになって塔子は応じる。

　どう受け止めたのか、扇おうぎを揺らしながらつまらなそうに縋子は言う。

「確かにな。人間、一つや二つ、欠点があったほうが面白い。そもそも光ひかる源げん氏じのような男など、そうそうおらぬわな」

「え、私の叔お父じ様はそうですよ」

　塔子の言葉に、縋子は揺らしていた扇をぴたりと止めた。美しい弧こを描く白びやく檀だんの扇の上から、ほとほと困りはてたような眼をのぞかせる。それを疑いと受け止めた塔子は、胸を張って答えた。

「叔父様は特別なんです」

　流りゆう麗れいな筆ひつ致ちと優雅な言葉選び、機き智ちに飛んだ構成で、聞く者を唸らせる和歌を詠よむ貴たか哉なりのような男性などそうそういるものでもない。

「………なるほど、やはり難なん敵てきじゃな」

「え、なんですか？」

「いや、こっちの話じゃ」

　ため息交じりに縋子は言った。釈しやく然ぜんとしなかったが、そう言われると追及もできない。

　しかたなく塔子は話題を変えた。

「それにしても、豊明節会に唐舞ですか。新嘗祭の舞といったら五ご節せちくらいしか思いつきませんでした」

「宴会の余よ興きようじゃ。正式に奉納される舞は倭やまと舞まいじゃ。唐楽は主上がお好きなのでな」

「主上が？」

　塔子は声をあげる。縋子にどんな意図があったのかは不明だが、この間合いではどう受け止めてよいのか分からない。思い悩んでいると、とつぜん手首を取られた。

「ほれ、せっかくの機会じゃ。もっと近くに観みに行こうぞ」

「へ？」

　返事をする前に半強制的に立ちあがらされた。とつぜんの出来事に動じたのか、あるいは思いのほか酒が回っていたのか、くらっと眩暈めまいがして、足許がふらついた。

　なんとか体たい勢せいを保ちはしたが、なかば引きずられるように御簾前に連れていかれる。

　自分の二倍は飲んでいるだろう縋子の、このしっかりした足取りはどういうことだ。言動は酔っ払いそのものだというのに───。

（まあ、素面しらふでも大納言様に喧けん嘩かは売っていたかもしれないけど………）

　簀子にほぼ乗り出した縋子の後ろ姿にそんなことを思う。

「おお、お出ましじゃ」

　簀子にいた公卿が声を出す。さすがに塔子は緊張した。冷静に考えなくとも東宮との初対面である。もっともむこうは舞台上で、こちらの姿を認識などしていないだろうが。

（ど、どんな人なんだろう？）

　どぎまぎしながら、公卿達の頭のむこうに見える舞台に目をむける。しかしそこに立っていたのは───。

「え？」

　塔子は瞳をぱちくりさせた。

　撥ばちを手にし、緋色の紗さ地じに豪ごう奢しやな刺し繡しゆうをあしらった裲りよう襠とう装しよう束ぞくを着た舞まい人びとは、龍りゆう頭とうの恐ろしげな金こん色じきの面めんを着けていた。もちろん顔などうかがう術すべもない。

「………あれ、蘭らん陵りよう王おう？」

「ほう、存じておったか」

　感心したように縋子は言うが、塔子は拍ひよう子し抜ぬけした気持ちになった。

　古代中国。北ほく斉せいの蘭陵王・長ちよう恭きようはたいへんな美貌の持ち主で、兵士達の士気をあげるため戦のおりは常に恐ろしげな仮面をかぶっていたのだという。

　雅楽『蘭陵王』は、この故こ事じに基づき編成されている。

　ちなみに雅楽は両部制として、すべての楽曲は対応する左右二つに分けられている。

　番つがい舞まいと呼ばれるが、蘭陵王は左さ舞まい、すなわち唐楽である。ちなみにこの蘭陵王に対する答とう舞ぶが『納な曽そ利り』あるいは『落らく蹲そん』『双そう竜りゆうの舞まい』と呼ばれる右う舞まい、すなわち高こ麗ま楽がくである。

　東宮も塔子への嫌がらせのためにこの舞を選んだわけではないだろうが、つくづく彼との縁のなさを感じてしまう。もちろん舞が終わったら面を取るだろうが、初の対面と思いっきり緊張していただけに気抜けした感は否いなめない。

　優雅な管弦の音が奏かなでられ、舞台中央で蘭陵王の舞がはじまる。

　はじめは複雑な気持ちで鑑賞していた塔子だったが、彼の舞の素晴らしさにみるみるうちに惹ひきこまれてしまっていた。

（すごい………）

　縋子の発言は、けして誇こ張ちようではなかった。

　走はしり舞まいと呼ばれる勇ゆう壮そうな一人舞の舞人は、強く美しく、そして孤独だった蘭陵王・長恭の生涯を、胸に染しみ入るほど素晴しく表現していた。

　女官達はもちろん、簀子に控える公卿達も目を奪われている。

　塔子も知らず知らずのうちに、簀子に身を乗り出して東宮の舞に見入っていた。

「どうじゃ、塔子」

　わがことのように得意げに問う縋子に、塔子は興こう奮ふんして答える。

「ええ、これならどんなに字が汚くて和歌が下手くそでも、相そう殺さいできますよ」

　非常に微び妙みような褒ほめ言葉（？）ではあるが、塔子に失しつ言げんの自覚はなかったし、縋子が気づかずにいたのは双方にとって幸いだった。おたがいに酒の影響は多少あるようだ。

　やがて舞は終了し、管弦の音が鳴りやんだ宴えん席せきに沈黙が訪れる。

　誰もが酔いしれたようになり、しばし物も言えずにいたのだ。

「いや、素晴らしい………」

　親王の一人がため息交じりにつぶやく。その言葉をきっかけに、息を吹き返したように人々はいっせいに感かん嘆たんの言葉を述べはじめる。

「まこと、長恭の魂が乗り移ったのかと思いましたぞ」

「楽所の舞人とて、あそこまでは舞えませぬなあ」

「さすが東宮様。当代一の舞の名手」

　つい先ほどまで、出しゆつ生しようを種に陰口を叩いていた相手に対するものとは思えぬ絶賛ぶりである。白けつつもなんとなくほっとする塔子の耳に、聞き覚えのある皮肉げな声音が飛びこんできた。

「さすが、日ひ嗣つぎの皇み子こ様」

　左近衛大将だった。人目を惹く華やかな容貌に、いやがうえにも人々の注目が集まる。

　いっぽう舞台上に立ち尽くした東宮は、面を着けた顔をじっと簀子にむけている。

「陵王は、長恭の平和を願う心を表現した舞と申します。今きん上じようが治める平和な御み世よが長くつづくよう、そんな思いが伝わるような舞でございましたな」

　譲位に関するあれこれを考えると、東宮に対する牽けん制せいとしか思えない発言だった。

　仮面を着けたままの東宮、そして高御座の垂れ幕のむこうで、主上がどんな反応を示したのかは分からない。しかし主上がどんな気持ちで譲位をひるがえしたのか、それを考えると塔子は主上に対する同情を禁じえなかった。もちろんもとをたどればもともとの気質や昔起こした騒動など、本人に起因する部分が大きいことは分かっているのだが。

　───苦しんでいる人を軽けい蔑べつなんて、しないわ。

　自分が口にした言葉が脳裏によみがえる。そしてそう考えると、やはり主上には譲位をさせてあげたいとも思ってしまう。

　東宮の表情がどんなものなのか、眼差しがどこをむいているのか、面を着けた上からでは分からない。もしも縋子達が言うように東宮が大納言家の娘を迎えたくないのなら、もう少し主上に帝位に即ついていてもらったほうが、彼にとっては都合がよいだろう。

　しかし譲位の理由が人々が言うように、主上が生なさぬ仲（かもしれない）の東宮を疎うとんじているから、あるいはそのように東宮が思っているのなら、彼としても簡単には割り切れるものではないだろう。

　いずれにしろこのままでは、二人の仲はますますこじれたものになってしまう。

　そんな危機感を抱く塔子の斜め前で、縋子が高らかに声をあげた。

「まこと、東宮の主上に対する尊そん崇すうや思いやりが伝わってくる舞でございました」

　言葉自体はまったく普通の内容だが、こちらも双方の関係を考えれば微妙である。

　もちろん縋子の立場上、東宮を貶おとしめるつもりがあるはずはない。どちらかというと左近衛大将、そして主上に対する牽制のつもりだったにちがいない。

　そこでふと塔子は、先ほどの縋子の言葉を思い出す。

　───唐楽は主上がお好きなのでな。

　塔子は斜め前に座る縋子の白き唐衣と裳もの上で、滝のように広がる黒髪を眺ながめる。

（ひょっとして、斉院宮様が東宮様に舞を無理強いした理由って、少しでも二人の仲を取り持ってさしあげたかったからじゃ………）

　気がつくと左近衛大将が、威い嚇かくするようにこちらを見ていた。対して縋子がどんな表情をしていたのかは、彼女の斜め後ろにいる塔子からは分からない。

「斎さい王おう尚ないしの侍かみ」

　奥からの呼びかけに、塔子はぎょっとして顔をむける。

　高御座から呼びかけたのは主上だった。塔子は身を強こわ張ばらせる。

「は、はい？」

「近ちこう」

　一瞬なんのことだか分からず、塔子は瞳をぱちくりさせる。

　すぐに縋子にせっつかれ、押されるようにして高御座に近づく。しかしここにきて酔いが回ってきたのかあるいは緊張のためか、動くたびに頭がくらくらする。

　なんとか御前までたどりつくと、いつの間に出てきていたのか、侍じ従じゆうが高御座の手前に控えていた。両の手には大きめの平箱をかかげ持っている。

　なんだろうと思っていると、紫と赤の垂れ幕のむこうで主上が告げる。

「それを東宮に。妃になるそなたが渡すのがよかろう」

　塔子は悲鳴をあげそうになった。

（す、すみません。でも実は、断ことわる気満々なんです）

　その場に土ど下げ座ざしたい気持ちになりながら、侍従が持ってきたものを受け取る。

　内側に錦にしきを張った箱の中身に、塔子は目を見張った。

（これは………）

　黄こう櫨ろ染ぜん───濃い黄褐色に染めあげられた袍ほうには、帝にだけ許された桐きり竹たけ鳳ほう凰おうの紋もん様ようが織おり表されている。

　手柄を称えるため、褒ほう美びとして着ていた衣装を与えることはわりと聞く話である。

　しかし主上にしか許されぬ紋様の衣を、いまここで東宮に与えることに意味がないとは思えなかった。

　主上が好きだという唐楽を圧倒的な存在感で見事演じきった東宮。そしてその東宮への主上自らの返事──。

　塔子は高御座のむこうの主上を仰ぎ見た。垂れ幕に隠れて表情は見えない。

　しかし───東宮を頼む───あのときにかけられた言葉を思い出し、こみあげる使命感に駆られて塔子は深くうなずいた。

　平箱から袍を取り出すと、袖そで口ぐちを左右それぞれにつかむ。そして両手をばっと開き、まるで蝶ちようが翅はねを広げるように衣の柄がらを周囲に誇こ示じしてみせた。

　みなが息を吞み、殿舎の中に流れる空気がいっせいに張りつめる。

　そのことを確認してから、ざっと袍をたたんでふたたび箱に収めた。

　衆しゆう目もくの中、塔子は簀子を縦じゆう断だんして階の前に立つ。

（うわ、本格的にくらくらする）

　酔いがさらに回っているからなのか、それとも高こう揚ようしているからなのかは分からない。

　だがこの役目だけは果たさなくてはと、自分に言い聞かせて用心深く階きざはしを降りる。

　しかし残り三段になったところで、塔子は足を止めた。階の先、両脇に左さ近こんの桜さくら、右う近こんの橘たちばなを従えるようにして蘭陵王が立っていたのだ。

「………東宮様？」

　まるで自分を迎えにきたような間合いに、塔子は驚く。

　あたりに充満したあらゆる香こうの中で、甘あま酸ずっぱい独特の爽さわやかな芳ほう香こうが届いた。

（金きん木もく犀せい？）

　おもむろに塔子の目の前で、東宮は面を外した。恐ろしげな仮面の下から表れたのは、長恭もかくあらんばかりの白はく皙せきの美貌。

「あ………」

　それきり塔子は言葉を失った。あまりの衝撃に頭の中が真っ白になる。

　自分が目にしている現実が信じられず、口をぽかんと開けていることしかできない。

「騙だましていてすみません」
















　他の者には聞こえないような小声のわりには、やけに堂々とした態度で暁は言った。

　驚きと衝撃が現実とつながり、悲鳴をあげるまえに今度は目の前が暗くなった。

（あ、暁が、東宮様??）

　朦もう朧ろうとしたまま、塔子は意識を失うように地面に崩れ落ちかけた。箱が手から抜け落ちる。主上から預かった品を落とすなどとんでもない非礼───遠のきかけた意識のむこうで、階に叩きつけられた箱が、白はく砂しやを敷きつめた地面に落ちた音が聞こえた。

　同じように地面に叩きつけられるはずだった塔子の身体を、すかさず大きな手が受け止める。

「酔っていますね。猶は母は様にどれだけ飲まされたんですか？」

　やけに冷ややかな声音に、塔子は自分が暁の腕の中にいることに気がつく。

　次に白砂に広がった、桐竹鳳凰の袍を見て血の気が引いた。

「な、なんで箱のほうを拾わないのよ！　主上がせっかくあなたに賜たまわってくださったのに！」

「できるわけがないでしょ！　あなたが怪け我がをするかもしれないのに」

　場所も状況も相手もわきまえず叫んだ塔子に、同じように暁もやり返す。世間的には初対面で通っていた二人の奇妙なやり取りに、列席者のほとんどがあ然としている。

　塔子は暁の腕を抜け出し、自分が落とした袍を拾いあげた。

　わずかだったが、黄櫨染の絹は砂で汚れていた。

「だ、だって、せっかく主上が勇気を出してくださったのに………」

　知らずと語尾が震えていた。暁の正体に対する衝撃なのか、あるいは感かん傷しようなのか酔いなのか、とにかく頭の中が熱くなって言葉がうまく整理できない。

　一度に衝撃的なことがありすぎた。

　またもや騙されていたことに腹を立てながら、真っ先に自分の身体を心配してくれる暁の気持ちを嬉しく思う。そして馬鹿みたいに潔いさぎよく謝罪する態度も、らしくて好ましい。

　そんな暁が、舞を披露するという形で主上に歩み寄ろうとした心。

　対してようやく歩み寄る勇気を出した主上の真心を、自分が汚してしまった。

　そんなもろもろのことが重なり、塔子は子供のように混乱してしまっていた。

「東宮様にさしあげるようにって、主上がおっしゃられたのよ」

　涙声になる塔子に、暁は目を瞬しばたたかせる。

　どう思ったのか暁は、唇を嚙かみしめる塔子の左肩に手を伸のばした。うつむいた塔子を軽く押すようにして顔をあげさせると、まるで幼おさな子ごを励ますような笑顔を浮かべる。

「大丈夫、なにも心配しないでください」

「………」

「あなたには私がいます」

　ぼう然とする塔子から袍を受け取ると、暁は視線を殿舎の奥にむける。

「主上のお心遣い、ありがたく賜らせていただきます」

　塔子はぽかんとなりながら、自分の横に立つ暁に見入っていた。

「代々の天子達がその善政により長きにわたりこの世に留まらせてきたこの鳳凰。さらに長きにわたり留まらせるべく、私も身を賭として天命を全まつとうする所存でございます」

　凜りんとした声音が紫し宸しん殿でん中に響きわたる。

　桐竹鳳凰に織り表された鳳凰は、泰たい平へいの世を治めた君主を褒めるために天上から舞い下りたもので、乱世になるとたちまち天上に帰ってしまうとされている。

　東宮の並々ならぬ決意が伝わり、その場に居合わせた人々は圧あつ倒とうされた。

「東宮」

　垂れ幕の内から、主上の声が響いた。暁の態度は変わらなかったが、頰ほおのあたりに張りつめたものがうかがえる。

「御お許もとの心意気、嬉しく思うぞ」

　暁の頰にかすかな赤みがさした。そのわずかな変化が、主上の眼に留とまったのかどうかは分からない。しかし主上はいかにも彼らしい、このうえなく優しい声で言った。

「斎王尚侍も、袍を落としたことは気にするな。もともと若いそなたに過分に酒をすすめた斎院宮に咎とがはある」

「とうぜんです」

「なんじゃと、東宮！」

　間髪容れずに応じた暁に、簀子のむこうで縋子が立ちあがった。

　いまにも飛び出してこんばかりの斎院宮を、女官達が必死で止めている。

　しかし矛ほこ先さきが主上にはいかず暁にだけむいているあたり、ひょっとして縋子にとって主上、いや、この気弱で優しい兄は、彼女が唯一頭のあがらない人物なのかもしれない。

（ひょっとして榠めい子こ様を敵視していた理由って、三分の一くらい焼やき餅もち？）

　まあ榠子も素行や言動に相当問題があった女性のようだから、縋子が毛嫌いするのも分からないでもないのだが。

「斎院宮、そう立腹しないでくれ。御許の心遣いは朕ちんも承知しておる」

　なだめるとも懇こん願がんともつかぬ主上の言葉に、暴れ馬のようだった縋子がぴたりと静かになった。それは傍はたから見れば、天子の言葉に黙りこんだように映るだろう───。

（焼き餅だ、半分は絶対にそうだ！）

　塔子は確信した。なにしろ東宮を〝たわけ〟呼ばわりし、法皇にでさえ鼻息の荒い縋子の手た綱づなを、無自覚とはいえ主上はこれほど簡単に取ってしまっている。

「それにしても東宮様が、すでに斎王尚侍とお会いになられていたとは───」

　恨みがましい口調で述べたのは大納言だった。入内まで間があることに加え、奇矯なふるまいで東宮に敬遠されていると評判の塔子だ。とうていわが娘の敵になどならぬと思っていただろうに、すでに東宮と親しくなっていたことを見せつけられ、出し抜かれたような気持ちになったのだろう。

「とはいえ斎王尚侍は、あと半年以上入内できませぬからな。近々に譲位が行われるようであれば、泰平の世のために御お世よ継つぎのことを早急に考えなくてはなりませぬなあ」

「───それは承知している」

　観念したような暁の物言いに、塔子は言い知れぬもやもやした思いを抱く。

　帝ともなれば、これから幾いく人にんでも妃を迎えることはあたりまえだ。

　東宮の正体を知らぬときはなんとも思っていなかった。入内を回避することばかり考えていたから、入内したあとのことなど考える必要がなかったのだ。

　だがこの状況になって、はじめて他の妃のことを考えた。そして単純に、それを嫌だと思っている自分に気がついた。

　とっさに手を伸ばすと、塔子は暁の袖口をつかんだ。

　ぐいっと引かれるように顔をむけた暁に、塔子は短く言った。

「いい方法があるの」

「え？」

「『続しよく日に本ほん紀ぎ』よ」

　訝いぶかしげな表情をする暁に、塔子はさらに声をひそめてささやいた。話を聞いた暁は最初目を円くしたが、すぐに妙案だとばかりにうなずく。

　暁はくるりと身を反転させ、殿舎に居並ぶ面々の全員にむかうようにして叫んだ。

「先ほど即位にあたって私の未来の所信を告げはした。しかし大納言が述べたように、現状で私に足らぬ点があることは皆も承知しておろう」

　妃がいないという点を素直に認めた暁に、大納言が得意げな顔をする。兄の陰に隠れてよく見えないが、隣の左近衛大将はさぞ渋い表情をしているだろう。なにしろ彼にとって、暁の即位より兄の娘の入内のほうが問題なのだから。

「ならば時期尚しよう早そうの私が急せいて帝位に即くより、現状であれば天子に即いていただくのにふさわしい方が他にもおられる」

　晴れ晴れとした暁の断言に、列席者達は顔を見合わせる。

「ふさわしい方？」

「先の賀か茂もの斎さい院いん、縋子内親王様だ」

　一瞬しんっと静まり返ったあと、紫宸殿に地割れのようなどよめきが起きる。

　当の縋子がどんな反応をしているのか、塔子は怖くて見ることができなかった。怒声も文句も聞こえてこないあたりから、きっとあっけに取られているのだろう。

　動揺がいくぶん治まったあと、しどろもどろに公卿達が話しはじめる。

「な、なにを、女の帝など前ぜん代だい未み………」

「………聞もんではない。推すい古こ女じよ帝てい以降、幾人も女帝はいる」

「し、しかし男の東宮も親王もいる中、なぜ女性を………」

「それも、前例はございますでしょう」

　黙っていられないとばかりに塔子は叫んだ。

「聖しよう武む天てん皇のうの皇女・安あ倍べの内ない親しん王のうは、弟の安あ積さか親しん王のうの存在にもかかわらず、史上初の女性皇太子となりました。そのために彼女は独身であることを求められ、次の後継者問題に大きな禍か根こんを残しました。それに比べれば此こ度たびは後継者を定めたうえでの御即位。問題があるとは思えませぬが」

　塔子の弁べん舌ぜつに大納言をはじめとした公卿達はなにか反論しかけたようだが、うまくまとめられぬようで結局押し黙った。なにしろこのごり押しの立太子を推し進めたのは彼等の先祖なのだから、前例として出されてしまえばまっこうから否定できるはずがない。

　勝利を確信した塔子は、ほっと息をつき会かい心しんの笑みを浮かべた。

　あとを請うけるように、階から公卿達を見あげて暁が言う。

「異論はありませぬか？」

「妙案ですね。これで御世継の件は、しばらく猶予ができるでしょう」

　いつの間にそこまで出てきていたのか、高欄の側で庭を見下ろすようにして言ったのは左近衛大将だった。

　意外な人物の賛同だったが、彼の思おも惑わくが姪の入内阻止にあることは分かっていた。

　あからさまに胡う散さん臭くさげな眼差しをむける塔子を、左近衛大将はまるで揶や揄ゆするような表か情おで見下ろす。

　そのとき暁がまるでかばうように塔子の前に立ち、左近衛大将を仰ぎ見た。

「大将、そなたの賛同。この明あか槻つき、嬉うれしく思うぞ」

「光栄なお言葉にございます」

　たがいに殊しゆ勝しような言葉を口にしながら、まったく心がこもっていない。

　左近衛大将はひょいと肩をすくめると、塔子に愛想よく話しかける。

「さすが斎王尚侍、感かん服ぷくいたしましたよ。あらためて惚ほれ直しそうです」

　なにか言いかけた暁をさえぎり、塔子は絶叫した。

「あなたのそういう冗談、すごく気持ち悪いんですけど！」

「ちょっと待て、そなたら………」

　それまで黙っていた縋子が、急にわれに返ったように叫んだ。

　おかげで人目もはばからない塔子の言葉がだいぶ霞かすんでしまっていた。

「諦あきらめろ、縋子。これまでさんざん好き放題にやってきたそなたじゃ。人生の中にほんの数年くらい、人のために煩ぼん悩のうを滅する期間があってもよかろう」

　法皇の吞のん気きな物言いに、縋子は身体を反転させて嚙みついた。

「父上に言われたくありません！　出家した身で仙せん洞とうの邸やしきに夜な夜な白しら拍びよう子しを呼びよせているくせにっ！」

　縋子の絶叫が紫宸殿中に響き渡った。

　かくしてその年の『豊明節会』は、宴最大の見せ場である五節舞を前にとんでもない騒ぎとなったのだった。
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　怒ど濤とうの新にい嘗なめ祭さいが終了してから三日。

　東とう宮ぐうという主あるじが戻ってきた昭しよう陽よう舎しやでは、活気を取り戻した女によう官かん達たちが忙しく働いていた。

　そんな中、妙にぴりぴりした空気をただよわせている局つぼねが一角。

　言うまでもなく、斎さい王おう尚侍ないしのかみ・塔とう子こ女によ王おうの局である。

「具合が悪いとお聞きしておりましたが、もう大丈夫ですか？」

　廂ひさしの間まであがってきた東宮・明あか槻つき親しん王のうは、御み簾す奥おくの御お座ましにいる塔子に尋ねた。

　対して塔子はずっと無言のままである。答えようがないのだからしかたがない。具合が悪いなどと、東宮の呼び出しを断るためのあきらかな仮け病びようだった。呼び出しに参上できない旨むねを伝えると、東宮自ら足を運んできたのである。

　廂の間で控える女官が不安げな面おも持もちで、御簾越しにむきあう二人を見比べる。

　塔子とて、なにか言わなければさすがにまずいと思ってはいた。しかし三日も経たつのにいまだ気持ちの整理ができず、なにをどう言ってよいのか分からない。だいたいいまさら御簾越しに話すことが、自分達にとってなんの意味があるのかという反発もある。

　黙りこむ塔子をどう思ったのか、御簾のむこうで東宮が小さく息をついた。

「あなたのお怒りはもっともなことだと、私も承知しております。ですがそのうえでお伝えします。あなたにはあと一年ほど、内だい裏りにいてもらわなければなりません」

　物おじしたふうもなく、堂々と東宮は告げた。開き直りや、地位や権力を笠かさに着きたような印象はなく、むしろ身分や立場によって自然と備わった貫かん禄ろくのようにしか感じない。

　暁あかつきとして接していたとき薄うす々うす疑問に思っていた部分が、正体を知ったいまであれば納得できる。逆にこれまでまったく思いつきもしなかった自分の迂う闊かつさが腹立たしい。もう少し早く気がついていれば、あれほどいろいろと思い悩むこともなかった。

　熊くま野のには帰りたいが、都みやこを離れることも嫌だ。しかし都にはまだいたいと思っているくせに、入じゆ内だいはしたくない。なぜなら、その理由は───。

「帰っていいの？」

「え？」

　押し殺したような塔子の声は、東宮にはよく聞こえなかったようだった。

「一年経たったら、熊野に帰っていいの？」

　さらに大きくした声をどう受け止めたのか、東宮はしばらく無言だった。塔子は打うち袴ばかまの上でこぶしを震ふるわせ、なにかに耐えるような気持ちで彼の返事を待った。

「………いいですよ」

　観かん念ねんとも諦てい観かんとも取れる静かな物言いに、胸がずきりと痛む。

「あなたはそれでいいの？」

　不自然に語尾が震えるのを、抑えることができなかった。

　御簾のむこうで東宮はふたたび黙りこむ。いったい彼は、いまどんな表情をしているのだろう？　見えないことへの腹立たしさがこみあげてくる。こんな御簾なんてなくなればいい。なかば自や棄けのように思うと、目の奥がきゅっと熱くなる。

「女によ王おう？」

「答えてよ、私が帰っても………」

　震えた声で語った言葉を、塔子は最後まで言うことができなかった。喉のどの奥からせりあがった嗚お咽えつが、声を途絶えさせてしまったからだ。

　せつな、御簾のむこうに座った東宮の身体がぴくりと動いた。

「女王！　非常時ですから、無礼を許されよ」

　焦あせったような声と同時に御簾が跳ねあがった。南みなみ廂びさしからの光を背に浴びて、表裏に濃こき縹はなだをあわせた青あお鈍にび襲がさねの衣い冠かん姿すがたの暁が、驚いたようにこちらを見下ろしていた。

　とつぜんのことに塔子は、あ然として暁を見あげる。しばし見つめあったあと、自分の眼が潤うるんでいることを思い出し、塔子はあわてて上半身を反転させ背中をむけた。

　次の瞬間、そのまま斜め後ろからぐっと引きよせられた。

（え？）

　肩や背中に感じる体温、髪に感じる熱い吐と息いき、顎あごの下で交差する青鈍色の袖を見て、塔子は自分が暁に抱きしめられていることを知った。

「………すみません」

　しぼり出すように暁は言ったが、彼がどういうつもりでその言葉を言ったのか、塔子には分からなかった。

　謝罪の理由は、騙だましていたから？　それとも泣かせてしまったから？

　衣に薫たき染しめた金きん木もく犀せいの香りに、なぜか熱い涙があふれかえる。

　どうしてこんなに泣いてしまうのだろう？　いますぐには熊野に帰せない、そんなふうに聞いたから？　あるいは、いずれ熊野に帰っていいと言われてしまったから？

「あ、謝るくらいなら………さ、最初から言わないでよ」

　混乱のあまり、声がさらに震えてしまう。

　それを怒りと受け止めたのか、神しん妙みような声音で暁は言う。

「分かっています。ですがいまの私には、あなたが必要なのです」

「それは、疫えき病びようの騒動が治まるまでの話よね」

　質問の意図が確認だったのか、あるいは賭かけのつもりだったのか、塔子は自分でもよく分からなかった。身体に廻まわされていた腕の力がわずかに緩ゆるんだ。にもかかわらず胸が締めつけられる。暁は肩を引きよせるようにして、塔子に正面を向かせる。

　むきあった二人はたがいに見つめあう。

　暁はかすかに眉をよせ、塔子の頰ほおにそっと指を伸ばし、目め尻じりから頰に伝う涙のあとをぬぐった。塔子はすがるような思いで暁を見つめる。自分の気持ちが分からない。この場で彼にうなずいてほしいのか？　あるいは首を横に振ってほしいのか？

「それは………」

　かすれるような声で暁が言ったとき、ふっと鼻をかすめた金木犀の香りが塔子の記憶を呼び戻した。ひと月前、父と異い母ぼ姉しの墓ぼ所しよに供そなえられていた真っ白な馬あ酔せ木びの花───その周りにただよっていた甘あま酸ずっぱい残り香。

（まさか………）

　まじまじと自分を見つめる塔子に、暁が訝いぶかしげな眼まな差ざしを浮かべたときだ。

　それまで廂の間の几き帳ちようの陰で、遠慮がちに控えていた女官があわてふためいて叫んだ。

「東宮様、尚侍ないしのかみ、大変でございます。斎さい院いんの宮みや様がお渡りでございます」

「はあ～～!!」

　二人は揃そろって声をあげた。その瞬間、それまで二人の間に流れていた緊張感は間違いなくかなたに吹き飛んでいた。

「ち、ちょっと、こんなところを見られたら、なんて言われるか」

　いち早く理性を取り戻した塔子が、暁の腕からするりと抜け出す。

　名残なごり惜おしさと忌いま々いましさをあわせたような複雑な面持ちで、暁は几帳陰の女官に問う。

「どういった御ご用よう件けんだ？」

　新嘗祭直後はしばらく抵抗していた縋子だが、敬愛する兄となんのかんの可か愛わいがっている猶ゆう子しの両方によい結果となるこの選択を不ふ承しよう不ぶ承しようながら吞のんだのだ。

　彼女の即位は来年の新年に執とり行われることになっている。

「塔子！　おお、東宮もおったのか、ちょうどよかった」

　簀子から威い勢せいのよい声が聞こえ、女官が御簾を巻きあげた。お気に入りの女官をぞろぞろと引き連れてきた縋すが子こは、塔子と暁の二人の間に流れる微妙な空気に気がついたようすもない。

「なんの御用ですか、猶は母は様」

　あからさまに腹立たしげに暁は訊いたが、特に気にしたようすもなく縋子は言った。

「熊野に行ぎよう啓けいするぞ。そなたらも伴ともをせい」








終
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。

「なりゆき斎さい王おうの入じゆ内だい　～その正しよう体たい、さらにも言いわず～」をお贈りします。

　前巻をあんな形で終わらせてしまったので、これで続きが出せなかったら、小田菜摘は読者さんの中に〝極ごく悪あく作家〟として名を残すだろうなと心配していたのですが、こうして続きを出すことができて、ひとまず安あん堵どしております。




　さて今回のお話「なんか暁あかつきが、恋する中学生男子みたいなんですよ」と言って、担当さんを失しつ笑しようさせました。いや、個人的に思し春しゆん期きの初うい々ういしさは好きなんですけど。

　とはいえ前回身内間の話とはいえ、貴たか哉なりさんとの間に割と（？）水をあけられていた感があった暁の、ヒーローの面めん目もく躍やく如じよとなってくれたら嬉しいです。




　ところで次回は、舞台が熊くま野のになる予定です。

　私は熊野をこれまで三回程訪問しましたが、伊い勢せ路じ、紀き伊い路じ、どちらにしろとにかく遠いです。車や電車を使ってなにを言っているんだと、中ちゆう世せい人じんに怒られそうですが。

　あ、熊野の中ではわりと話題にならない場所かと思いますが、串くし本もと町の「橋はし杭ぐい岩いわ」は一いつ見けんの価値ありですよ～。あと中なか上がみ健けん次じさんの小説で有名な「枯かれ木き灘なだ」も、命名の謂いわれを頭に入れたうえで観ると、感かん慨がい深いものがあります（二か所とも次回作の舞台にはならないと思いますが………）。




　ところでこのお話。前回も相当やりたい放題だったのですが、今回もかなり好き勝手にやらせていただきました。特に『蘭らん陵りよう王おう』に至っては、新にい嘗なめ祭さいみたいな国こく粋すい的てきな祭りに外国の舞なんて踊るんかな？　などとセルフ突っ込みをしながら、仮面のシチュエーションの誘ゆう惑わくに逆らえずに使ってしまいました。




　最後になりますが、イラストの凪なぎかすみさん、今回も美び麗れいなイラストを本当にありがとうございました。蘭陵王なんて手のかかるものを描かいていただいて、本当にありがとうございます。担当さん。校正さん。その他、この本の製作に関わってくださった方々。あらためてお礼を申し上げます。そしてなによりこの本を読んでくださったあなた、本当にありがとうございました。またお会いできますように。
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